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序

私たちの桜井市は奈良盆地の東南部に位置し、市域の約7割を山地が占める自

然の豊かなまちです。しかし近年は平地部を中心に開発が進み、市民生活の利

便性が向上する一方で、かつての桜井市の姿が失われつつあります。市内には

纏向遺跡、大福遺跡、上之宮遺跡や、箸墓古墳、茶臼山古墳、メスリ山古墳な

ど全国的にも注目される貴重な文化遺産が数多く分布しており、この地域が古

代におけるわが国の中心地であったことが知られていますが、こうした遺跡も

開発にともなう破壊が危倶されています。

桜井市ではこれらの遺跡を保護し、啓発するための事業のーっとして市内遺

跡の調査・保存に力を入れており、本書には平成19年度に桜井市が国・県の補

助を受けて実施した発掘調査のうち風呂坊古墳群、纏向遺跡の調査成果をおさ

めております。

現地調査にあたりましては指導・助言を頂いた多くの関係機関の方々、地主

及び地元協力者の方々、酷暑A ・厳寒のなか作業に従事して頂いた作業員・学生

諸君、遺物の整理・報告書の作成に協力して頂いた整理員の方々に深くご厚礼

申し上げます。

本書が文化財の普及・啓発の一助となり、また研究者の方々の資するところ

となれば当教育委員会としても望外の喜びであります。

平成21年 2月27日

桜井市教育委員会

教育長雀部克英



仔1 仁I

1. 本書は平成19年度国庫補助事業として奈良県桜井市教育委員会が実施した、市内遺跡の緊急調査

及び範聞確認調査の報告書である。本報告書では風呂坊古墳群第3次［山本武也氏、高井源二氏］、

纏向遺跡第151次［中西喜澄氏］、纏向遺跡第152次［森忠雄氏］、纏向遺跡第153次［森本好彦氏］、

纏向遺跡第154次［北島政名美氏］の、 5調査の成果を報告している。

2.調査主体：桜井市教育委員会

教育長石井和典、事務局長森北好則、教育次長瀬川憲嗣、

文化財課長森幹雄、文化財課主幹北浦良郎、主任橋本輝彦、松宮昌樹

技師福辻淳、丹羽恵二、臨時職員木場佳子、橋爪朝子、岩城主吾、堤野真依、西岡恵美

3.調査担当者：松宮昌樹、福辻淳

4.調査補助員：堂浦千景、友永奈津子、西谷麻衣子（奈良女子大学大学院）、相場さやか（奈良大学）、

小島宏貴（同）、竹内葉月（同）、山本若菜（同）、落谷博介（天理大学）、岩田映（同）

5.調査作業員：嶋岡辰雄、井上久幹、上回猛、宮前秀年、川島利市郎、北村勝弘、田仲啓治、

高奥恵子、中西智子、宮久保古障、津田巳喜雄、生島紀夫、甲谷郷美、甲谷晋平、

南幸弘、森貞之、田村則佳、小島弘充、赤崎好子、吉田友伴、吉岡靖夫

6.整理作業及び報告書作成：上記補助員及び嶋岡由美、井ノ本奈津子、北畑陽子、古川晴美、

川田美和、柳原唯、太田久仁子

7.現地調査及び遺物整理に関し、以下の方々からさまざまなご指導・ご教示を頂いた。ここに記し、

感謝の意を表します。

石野博信氏（香芝市二上山博物館）、萩原儀征氏（日本考古学協会員）、苅谷俊介氏（同）、

i青野孝之氏（文化庁）、寺沢薫氏（奈良県立橿原考古学研究所）、福西貴彦氏（同）、小栗明彦氏

（奈良県教育委員会）、木場幸弘氏（高取町教育委員会）、菅谷文則氏（滋賀県立大学）、

寺沢知子氏（神戸女子大学）

8.本書の執筆は各調査担当者がおこない、文末に明記している。編集は福辻がおこなった。

9.本書における方位・座標はすべて世界測地系によるものを示し、一部日本測地系による数値（括

弧付きで記す）も併記する。方位は座標北を去し、レベル高はすべて海抜高を去す。

10.本書記載の遺物実測図は、土師器・土師質系のもの 白、須恵器黒、瓦器網目とした。

11. 図版の遺物番号は、該当する各節の閲の遺物番号に対応する。

12. 出土遺物をはじめ調査記録一切は桜井市教育委員会において保管している。活用されたい。



序

例言

目次

表・挿図目次

図版目次

目

第1章平成19年度の国庫補助による発掘調査日

第2章発掘調査の成果

次

第1節 風日坊古墳群第3次発掘調査報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

第2節 纏向遺跡第151次（箸墓古墳周辺第17次、上ツ道隣接地）発掘調査報告…....・ H ・－－…・・ 12

第3節纏向遺跡第152次発掘調査報告...・H ・－…...・H ・－－…・…...・H ・－－－…....・H ・・・・・・・・H ・...・H ・...・H ・19

第4節 纏向遺跡第153次（東田大塚古墳第5次）発掘調査報告....・H ・....・H ・－－・・H ・H ・....・H ・...29 

第5節纏向遺跡第154次（矢塚古墳第3次）発掘調査報告….....・H ・....・H ・...・H ・－…....・H ・－－－… 55

図版

抄録



表目次

表1 平成19年度国庫補助による調査一覧…………...・ H ・－－………...・ H ・－－………...・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－－……・・・ 2 

表2 鰹向遺跡第153次出上土器観察表…...・ H ・.....・ H ・－・…・…………....・ H ・－－…・……...・ H ・H ・H ・－－………...・ H ・－－… 50

挿図 目次

図1 桜井市の位置……………………………………...・ H ・－－…...・ H ・－－－－…...・ H ・－－…………...・ H ・－……...・ H ・……－ 1 

凶2 平成19年度国庫補助事業による調査位置凶（S = 1/ 40,000）…・・........…...・ H ・－…...・ H ・...・ H ・－….....・ H ・－ 2 

図3 風呂坊古墳群の位置（ S = 1/5,000）・…・・ H ・H ・・……....・ H ・－…...・ H ・...・ H ・－……...・ H ・－－……・・ H ・H ・..：・・ H ・H ・・ 3

図4 調査トレンチ位置凶（S = 1/1,000）………...・ H ・－－………...・ H ・.....・ H ・－－……...・ H ・－－……一………...・ H ・－－… 4

図5 風呂坊4号墳墳丘測量図（S = 1/200）一

岡6 トレンチ平副・断而図（S=1/40）……...・ H ・.....・ H ・H ・H ・－－…………………………………………...・ H ・－－… 6

図7 埋葬施設平而・断面図（S = 1/20) ....・ H ・.......・ H ・－－－…－…...・ H ・.......・ H ・......・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・－・・・…・・ 7 

図8 埋葬施設出土土器（S = 1/3) ...・ H ・－………...・・ H ・H ・－……・・…・－……....・ H ・－……・・…・・・……...・ H ・－－ 8 

図9 埋葬施設出土鉄釘（S = 1/2) ...・ H ・.......・ H ・－－－…

図10 流土層出土金属製品（S = 1/2）…………...・ H ・－－－……...・ H ・－……・一－…....・ H ・－－……....・ H ・…....・ H ・－－ 10 

図11 纏向遺跡第151次調査地位置図（S = 1/4000) ...・ H ・－－…......・ H ・・…………・…・…....・ H ・－－－……・……・・・・ 12 

凶12 トレンチ平面・断面同（S = 1/100）…...・ H ・－………...・ H ・－……………………・……...・ H ・－……………・・・ 15 

図13 旧耕作土・洪水堆積層出土土器（S = 1/3）…………….....・ H ・－－…....・ H ・－－………・……・・………・・…・・・ 16 

図14 流水.i帯水層下層（凶12-42層）出土土器（S = 1/3）…・………….......・ H ・...…………………………・・……・ 17

図15 纏向遺跡第152次調査地位置図（S = 1/ 4,000）…………………....・ H ・...・ H ・－－………...・ H ・...・ H ・－… 19

同16 トレンチ平而・断面図（S=1/80）…………・……・…………...・ H ・－－…………...・ H ・－－…...・ H ・....・ H ・H ・－－…・ 21 

図17 柱列 1～ 3 ピット土層断面図（S=1/40）・………...・ H ・－…………・・………・・……， H ・H ・………－………・ 22 

図18 Pit 5、Pit18平面・断面図 ( S = 1/20）……・・・…………………....・ H ・－－…….....・ H ・－－－－…・・…・・...... 22 

図19 その他のピット土層断面図（S=1/40）………...・...………...・ H ・－－………...・ H ・－－……・……...・ H ・.....・ H ・..23 

図20 竪穴住居平面・断面図（ S=1/40）….....・ H ・.......・ H ・－……・…・…・・・・…・……...・ H ・....・ H ・－－－一一....・ H ・ 24 

図21 柱列 2関連遺物 ( S = 1/3）・………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25 

図22 Pit 5出土土器（S = 1/3）…………・…………...・ H ・……・…… H ・H ・－….....・ H ・－………………・・……－－ 25 

凶23 Pit18出土土器（S = 1/3) ....・ H ・－－…………....・ H ・－－…・……・…......・ H ・－－－……・………………...・ H ・a・H ・H ・・ 26 

図24 その他のピット Ill土土器（S = 1/3）………………...・ H ・.....・ H ・－…...........・ H ・・ H ・H ・－……...・ H ・－－－……・・ 26 

図25 竪穴住居/II土土器（S = 1/3) .....・ H ・－…………......・ H ・........・ H ・－－－－……・…....・ H ・－－…・…・・・……・・… 27 

図26 縄文包含層出土遺物（S = 1/3) ............................................................................................. 27 

図27 纏向遺跡第153次調査地位置阿（S = 1/4000）………… H ・H ・－…・・・.........・ H ・－－－－－……・……………...・ H ・－ 29 

凶28 調査トレンチ位置図（S = 1/1,500）…………....・ H ・－－－………・・・・…...・ H ・－－－…......・ H ・－…・……………・ .. 30 

凶29 トレンチ平面図（S = 1/80) ...・ H ・－－…...・ H ・H ・H ・－……...・ H ・H ・H ・－－……・・…...・ H ・－－－…...・ H ・－－－………..31・32

図30 トレンチ北側 南壁・東壁土層断面図（S = 1/80）…・…－…...・ H ・...・ H ・……....・ H ・－－－－…・・…・・・…・…… 33

図31 トレンチ南側 束壁土層断面図（S=1/40）……・・・…....・ H ・－－－……・・ H ・H ・.....・ H ・.......・ H ・－－…・・・…・…・… 34

図32 墳丘盛土断ち割り部分土層断面図（S=1/40）…・…・……………….....・ H ・－－…....・ H ・－…・…....・ H ・－…・ 35 



図33 トレンチ西壁 土坑1付近土層断面図（S=1/40）・ H ・H ・－－・・ H ・H ・－－… H ・H ・.........・ H ・－… H ・H ・.＂.・ H ・.....・ H ・・ 36 

悶34 土坑 1上層土器出土状況（S = 1/20）・・ H ・H ・－－….....・ H ・.......・ H ・....・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・－－－…...・ H ・...・ H ・ 38 

図35 土坑2平面 ・断面図 ( S = 1/20) ...・ H ・...・ H ・.......・ H ・...・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 39 

図36 土坑4平面・ 断面図 ( S = 1/20）…....・ H ・...・ H ・H ・...・ H ・.......・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・e・・・・・・・・・・・・・・・ 39 

図37 土坑 1出土土器 ( S = 1/3）…....・ H ・.＂・H ・H ・－－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41 

図38 土坑4出土土器（S=1/3)・ ..・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・－…....・ H ・...・ H ・....・ H ・.....・ H ・...・ H ・.....・ H ・－… H ・H ・...・ H ・－－ 42 

図39 土坑2・土坑6・講 1出土土器 ( S = 1/3）…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43 

図40 墳丘外堆積層出土土器 ( S = 1/3）….....・ H ・－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43 

図41 墳丘盛土出土土器① ( S = 1/3) ....・ H ・...・ H ・.＂・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 44 

図42 墳正盛土出土土器② (S =1/3）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 45 

図43 東田大塚古墳墳正復元案 ( S = 1/800) ....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48 

図44 調査位置図 ( S = 1/25,000）….....・H ・.......・H ・－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 

図45 纏向型推定復元図（S = 1/1500) ............................................................................................. 56 

図46 トレンチ配置図（S = 1/1500）………...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・－－……...・ H ・.....・ H ・－－…… H ・H ・...・ H ・H ・H ・－－… 56

図47 1トレンチ平・断面図（S = 1/80）…...・ H ・－－………....・ H ・...・ H ・－………..＂・H ・.＂・H ・.＂.・ H ・＂.・ H ・...・ H ・....57 

図48 2 トレンチ平 ・断面図 ( S = 1/80）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 58 

図49 2トレンチ南壁断面図（S = 1/80) .......................................................................................... 59 

図50 3 トレンチ平 ・断面図 ( S = 1/80）・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 59 

図51 4トレンチ平’・断面図（S = 1/100）…....・ H ・......・ H ・.......・ H ・...・ H ・......・ H ・...・ H ・......・ H ・.....・ H ・...・ H ・－－－ 60 

図52 4トレンチ土坑1・ピット 1断面図（S = 1/20) ....・ H ・.......・ H ・.......・ H ・－－…・・ H ・H ・........・ H ・........・ H ・...61 

図53 5 トレンチ平 ・断面図 ( S = 1/80）・…..＂・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 61 

図54 4トレンチ大溝1出土遺物（S=1/3) .......…....・ H ・...・ H ・－－－……・…………...・ H ・......・ H ・...・ H ・......・ H ・－－－ 62 

図55 4トレンチ大溝2出土遺物（S = 1/3) ...・ H ・....・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・・・ H ・H ・－… H ・H ・－…...・ H ・....・ H ・－… 63 

図56 4トレンチ土坑1出土遺物（S=1/3)・ ...・ H ・－…....・ H ・....・ H ・－…....・ H ・－－－… H ・H ・.....・ H ・H ・H ・...・ H ・H ・H ・...53 

図57 4トレンチ大溝1・2出土遺物（S = 1/3）……...・ H ・.......・ H ・...・ H ・......・ H ・－… H ・H ・." ...・ H ・－… H ・H ・－…… 64 

図58 3 トレンチ中世溝出土遺物 ( S = 1/3）……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 65 

図59 矢塚古墳推定復元ライ ン ( S = 1/800) ....・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・66

図60 中世溝検出図 ( S = 1/2,500）…・・…・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 67 



図版日次

巻頭図版1 纏向遺跡第153次調査 図版7 風呂坊古墳群第3次調査（ 7) 

東田大塚古墳後円部と調査トレンチ 埋葬施設出土鉄釘

（南西より）

墳正盛土断ち割り断面（北より） 纏向遺跡第151次調査

墳正盛土断ち割り断面（南西より） 図版8 纏向遺跡第151次調査（ 1 ) 

巻頭図版2 纏向遺跡、第154次調査 洪水堆積層上面検出状況①（東より）

矢塚古墳全景（西より） 洪水堆積層上面検出状況②（西より）

前方部検出状況（右上が北） 図版9 纏向遺跡第151次調査（ 2) 

巻頭図版3 纏向遺跡第154次調査 流水・滞水層上面検出状況①（東より）

調査区全景（上が北） 流水・滞水層上面検出状況②（西より）

調査区全景（西より） 図版10 纏向遺跡第151次調査（ 3) 

流水・滞水層掘り下げ後①（東より）

風自坊古墳群第3次調査 流水・滞水層掘り下げ後②（西より）

図版1 風呂坊古墳群第3次調査（ 1 ) 図版11 纏向遺跡第151次調査（ 4) 

風日坊4号墳墳正（西より） トレンチ東端の土層断面（北西より）

トレンチ掘削前の状況①（北西より） トレンチ中央付近の土層断面（北西より）

トレンチ掘削前の状況②（北より） トレンチ西端の土層断面（北東より）

図版2 風呂坊古墳群第3次調査（ 2) 図版12 纏向遺跡第151次調査（ 5) 

流土層断面（北より） 旧耕作土・洪水堆積層出土土器

埋葬施設上面検出状況（北より） 流水・滞水層下層出土土器

墓壌埋土断面（北より）

図版3 風呂坊古墳群第3次調査（ 3) 纏向遺跡第152次調査

墓墳埋土中の遺物出土状況（西より） 図版13 纏向遺跡第152次調査（ 1) 

鉄釘出土状況①（西より） 遺構上面検出状況①（北西より）

鉄釘出土状況②（北より） 遺構上面検出状況②（西より）

図版4 風日坊古墳群第3次調査（ 4) 柱列 1上面検出状況（南より）

棺外土器出土状況①（西より） 図版14 纏向遺跡第152次調査（ 2) 

棺外土器出土状況②（南より） 柱列2上面検出状況①（南より）

棺外副葬土器①（南よJり） 柱列2上面検出状況②（北より）

棺外副葬土器②（上が北） 柱列3上面検出状況（南より）

図版5 風呂坊古墳群第3次調査（ 5) 図版15 纏向遺跡、第152次調査（ 3) 

墓壌完掘後の状況①（西より） Pitl土層断面（西より）

墓壌完掘後の状況②（北より） Pit 2土層断面（西より）

トレンチ全景（北西より） Pit 3土層断面（西より）

図版6 風日坊古墳群第3次調査（ 6) Pit 6土層断面（南より）

埋葬施設出土土器 Pit 7土層断面（南より）

流土層出土金属製品 Pit 8土層断面（南より）



Pit 9土層断面①（南東より） 図版22 1堰向遺跡第152次調査（10)

Pit 9士層断面②（北西より） 縄文包含層断面（北より）

図版16 纏向遺跡第152次調査（ 4) トレンチ全景①（西より）

PitlO土層断面（西より） トレンチ全景②（北西より）

Pitll土層断面（西より） 関版23 纏向遺跡第152次調査（11)

Pit12土層断面（東より） 柱列 2関連遺物

Pit14土層断面（南より） Pit 5 1H土土器

Pit15土層断面（南より） Pit18出土土器①

Pit 5土層断面（北より） Pitl8出土土器②

Pit 5遺物出土状況（北より） 図版24 纏向遺跡第152次調斎（12)

Pit18遺物出土状況（南より） Pit29出土土器

図版17 纏向遺跡第152次調査（ 5) Pit35出土土器

Pit 4土層断面（北より） 竪穴住居HJ土土器

Pitl3土層断面（西より） 縄文包含層出土遺物

Pitl6土層断面（北より）

Pitl7土層断面（北西より） 纏向遺跡第153次調査

Pit19土層断面（北より） 図版25 纏向遺跡第153次調査（ 1 ) 

Pit20土層断面（北西より） トレンチと東田大塚古墳墳丘（南西より）

Pit23土層断面（南より） 拡張前のトレンチ全景（上が北）

Pit25土層断面（商より） 図版26 纏向遺跡第153次調査（ 2) 

図版18 耀向遺跡第152次調査（ 6) トレンチ掘削前の状況（南より）

Pit26土層断面（南より） 南区の遺構上面検出状況（南より）

Pit27土層断面（西より） 土坑 I・土坑2上而検出状況（南西より）

Pit29土層断面（北西より） 図版27 纏向遺跡第153次調査（ 3) 

Pit30土層断面（西より） 土坑 1上層遺物出土状況①（西より）

Pit31土層断面（東より） 土坑 1上層遺物出土状況②（束より）

Pit32土層断面（両より） 十‘坑 1土層断面（束より）

Pit33土層断面（西より） 図版28 纏向遺跡第153次調査（ 4) 

Pit34土層断面（東より） 土坑2土層断面（阿より）

図版19 纏向遺跡第152次調査（ 7) 土坑2遺物出土状況（酉より）

竪穴住居上面検li'i状況（南より） 土坑2完掘状況（西より）

焼ニ！：・炭化物集中部分（束より） 図版29 纏向遺跡第153次調杏（ 5) 

焼土集中部分の遺物出土状況（東より） 士坑3土層断面（西より）

図版20 纏向遺跡第152次調査（ 8) 土坑4遺物出土状況（西より）

焼土・炭化物層断面（北より） 構 1遺物出土状況（西より）

住居床面検出状況（南より） 図版30 纏向遺跡第153次調査（ 6) 

床面遺構完掘後の状況（南より） トレンチ北区全景（南西より）

図版21 纏向遺跡第152次調査（ 9) 北区南壁の土層断面（西より）

竪穴住居完掘状況（南より） トレンチ南区全景（南より）

竪穴住居土層断面（南東より） 図版31 耀向遺跡、第153次調査（ 7) 

落ち込み 1付近の土層断面（東より） 墳丘盛土と墳丘外堆積（北西より）



南区東慌の墳丘盛土断面（西より） 図版44 纏向遺跡第154次調査（ 3) 

拡張医・墳丘断ち割り部分北壁（南より） 2トレンチ全景（西より）

図版32 纏向遺跡第153次調査（ 8) 墳丘盛土・二次堆積層断面（南より）

土坑6土層断面（南より） 図版45 纏向遺跡第154次調査（ 4) 

墳丘盛土・土坑7土層断面（南より） 墳丘裾検出状況（西より）

墳丘盛土断面（北より） 二次堆積層断面（北より）

同版33 纏向遺跡第153次調査（ 9) 図版46 纏向遺跡第154次調査（ 5) 

拡張区墳丘盛土断ち割り部分（南西より） 3トレンチ全景（東より）

拡張区間端土層断面（束より） 中山借断面（北より）

拡張区西壁・南壁土層断耐（北東より） 図版47 纏101遺跡第154次調査（ 6) 

図版34 纏向遺跡第153次調査（10) 4トレンチ全景（南より）

土坑1周辺の土層断面（南東より） 大溝 2断而（東より）

南区北端の墳丘盛土断面（西より） 図版48 纏向遺跡第154次調査（ 7 ) 

北区北東端の墳丘盛土断面（西より） 大溝2断面（束より）

同版35 耀向遺跡第153次調査（11) 大溝 1遺物出土状況①（東より）

二l二坑1出土土器① 図版49 縫向遺跡第154次調査（ 8) 

図版36 線向遺跡第153次調査（12) 大溝 1遺物出土状況②（束より）

土坑1出土土器② 士坑1断面（南より）

土坑4出土土器① 図版50 纏向遺跡第154次調査（ 9) 

図版37 纏向遺跡第153次調査（13) 士坑 1完掘状況（南より）

土坑4出土土器② 5トレンチ全景（北より）

土坑2出土土器 図版51 纏向遺跡、第154次調査（10)

土坑6/l'i土土器 4トレンチ大溝 1出土遺物

溝 1出土土器 図版52 纏向遺跡第154次調査（11)

同版38 纏向遺跡第153次調奈（14) 4トレンチ大溝 1・2出土遺物

墳丘外堆積層出土土器 図版53 耀向遺跡第154次調査（12)

墳丘盛土出土土器① 4トレンチ土坑 1出土遺物

図版39 纏向遺跡第153次調査（15) 4トレンチ大溝 1・2出上遺物

墳丘盛土出＋.十ー器② 同版54 纏向遺跡第154次調査 (13)

図版40 纏向遺跡第153次調査 (16) 4トレンチ大溝1・2出土遺物

墳正盛土出土土器③ 3トレンチ中世溝出土遺物

図版41 糠向遺跡第153次調査（17)

墳丘盛土m土土器④叩

纏向遺跡第154次調査

図版42 纏向遺跡第154次調査（ 1 ) 

1・5トレンチ全景（南より）

前方部墳丘検出状況（南より）

図版43 纏向遺跡第154次調査（ 2) 

前方部墳正検出状況（阿より）

周濠断面（北より）



第 1章 平成19年度の国庫補助による発掘調査

1.桜井市の位置と環境

奈良県北部に位置する桜井市は、人口 6万人余、面積98.93km

の都市である。市域の北西部は奈良盆地東南部にあたる平地が

広がり、北東部から東部・南部にかけては大和高原や龍門山地

などの山地部で構成されている。付近は奈良盆地と山間部の宇

陀・吉野地域との結節点にあたっており、古くから交通の要衝

であったと考えられ、市域には数多くの遺跡が分布する。

市域北西部の平地部からその周縁の正陵部にかけては、特に

多くの遺跡が存在する。天理市境に近い市域北部の纏向遺跡は、

古墳時代前期の大規模な集落遺跡として知られている。ここに

は箸墓古墳をはじめとする出現期の古墳が分布し、多くの外来

系土器が出土することなどから、当時の日本列島における中心

的な集落が存在したことが推定されている。このほか突線紐式

銅鐸が埋納された状態で、見つかった大福遺跡や、絵画土器の出

土で知られる芝遺跡などの弥生時代集落遺跡が平地部に立地す

る。

図1 桜井市の位置

丘陵に近い平地の南縁付近に目を向けると、桜井茶臼山古墳・メスリ山古墳という 2基の大型前方

後円墳が存在し、赤坂天王山古墳や文殊院西古墳など横穴式石室を持つ著名な古墳が多数分布してい

る。上之宮遺跡では聖徳太子の「上宮Jの可能性が推定される大型掘立柱建物や園池遺構が見つかっ

ており、吉備池廃寺・安倍寺・山田寺など、大王家や有力氏族と密接な関連を持つ古代寺院跡がいく

つも存在している。

このように桜井市には、古代国家の形成期に重要な役割を果たしたと考えられる遺跡が多数見られ、

現在12件の史跡と 2件の特別史跡を有している。桜井市ではこれら市内遺跡の範囲確認調査を行なう

とともに、開発に先立つ緊急調査を日々実施している。

2 .平成19年度の発掘調査

平成19年度に実施した国庫補助による発掘調査は 5件である（表 I）。このうち纏向遺跡第151次・

152次調査は個人住宅建築に伴う発掘調査であり、纏向遺跡第153次・ 154次調査の 2件が重要遺跡範囲

確認調査、風呂坊古墳群第3次調査が自然崩落に伴う緊急調査で、あった。本書ではこれら計5件の発

掘調査の成果について報告している。



表 l 平成19年度国庫補助事業による調査一覧

I世［封：］.¥lo 調it名称 所{t地 期間 面積 主な遺構・遺物 担"l者

畑！＼，'r'，坊古墳綜第3次 jlii／苦1681-3、681-4 6月4日～ 6月21日 9m 木栴墓、鉄幸I士一器 悩辻

2 機ibJ遺跡第151次 箸中1040 7刀9日～ 8月10日 55111 稿辻

3 縦r&J遺跡第152次 巻野内115 2 8月28日～ 9片20H 144111 竪穴住居柱穴タI］、縄文士探 福辻

4 
純i句遺跡第153次

京旧158 12月10日～2月25日 72ぱ 東田大塚古墳前方部 福辻
（束回大塚古墳 5次）

5 
纏向遺跡第151次

東問251-1,268-1、269-1 12月17日～ 3月13tl 127.5凶 矢塚古墳前方部纏向大溝 松宮
（矢塚古I員3次）
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第 2章発掘調査の成果

第1節風日坊古墳群第3次発掘調査報告

1. はじめに

風日坊古墳群第3次調査は、桜井市大字阿部681-3、681-4番地において、平成19年6月4日か

ら6月21日にかけて行なわれた。風呂坊古墳群は桜井市街地のすぐ南側に位置する安倍山正陵の南端

部に立地しており、この丘陵上には双築 1号墳や稲荷商2号墳（桜井公園 2号墳）、帥墓古墳、文殊

院西・東古墳など多くの古墳が存在するほか、丘陵の北側では環壕を巡らす弥生時代集落の存在が確

認されている。現在安倍山丘陵の周辺では開発が進んでおり、北半部は桜井公園として旧来の地形が

よく残されているが、南半部は宅地造成による改変が著しく、風呂坊古墳群の周囲でも西側を除く 3

方は住宅地となっている（図 3）。

風日坊古墳群は丘陵の南端に突出する尾根上に立地しており、昭和33年の宅地造成工事の際に横穴

式石室を有する 3基の古墳（ 1～ 3号墳）が確認され、金銅製の叙子や銀製釧、山楯玉など多くの遺

物が出土している（第1次調査）；これらの古墳は造成工事の際に失われたものと考えられ、平成18年

度に実施した第 2次調査（図4）においても古墳の痕跡は確認されていない。なお第2次調査では、

丘陵斜面上の流土中から弥生土器片が出土しており、丘陵上に弥生時代後期の集落が存在した可能性

を考えることができる。

図3 風呂坊古墳群の位置（S = 1/5,000) 
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図4 調査トレンチ位置図（S = 1/1,000) 

では「風呂坊 4号墳jとする）。

このほか古墳群が立地する

尾根の最高部には古墳状隆起

が存在する。その南東側は第

1次調査後の造成により削ら

れたものと見られ、この部分

には高さ 2m余りの崖面が形

成されている。第2次調査時

にこの崖面を観察した際、埋

葬施設と見られる遺構の断面

と鉄製品の存在が確認され

た。こうしたことから上記の

古墳状隆起は古墳である可能

性が高いと判断された（以下

第3次調査は、風呂坊4号墳に存在する t記の遺構が自然崩壊により失われる可能性を考慮し、実

施されることとなった。

2.調査の経過

平成19年 6月4日より風呂坊4号墳墳Eの平板測量を実施し、これと並行して崩壊のおそれのある

遺構部分の発掘調査を実施した。調査トレンチは当初崖面を南端として3.3m×2.4mの規模で、設定し、

人力により掘削を行なった。その後遺構の広がりに応じて東側へ拡張し、最終的な調査而積は約 9m' 

となっている。

調査の結果、崖面で確認された遺構は木棺を直葬する埋葬施設であることが明らかとなり、墓境内

からは鉄釘、土器などが出土した。なお墓墳埋土については現地において簡い掛けを行ない、微細な

遺物の検出に努めたが、土器小片以外の遺物は確認されなかった。

墓墳内を完掘した後にトレンチを埋め戻し、平成19年6月211::1に調査を完了している。

3.測量調査の成果

風呂坊4号墳の墳丘形態 図5に風呂坊4号墳周辺地形の平板測量図を示した。墳丘の南側は宅

地造成に伴い大きく改変されているものの、それ以外の部分では概ね円弧を描く等高線を読み取るこ

とができる。比較的旧来の地形をとどめていると見られる墳丘の北側に注目すると、 126.25～126.5m

ライン付近で領斜の変化が見られ、これより北側はほぼ平坦な地形となり、南側すなわち墳丘側へ向

かつては緩やかに立ち上がる状況が見てとれる。発掘調査を実施していないため確定的ではないが、

この傾斜変化点付近（126.25～126.5mライン付近）に北側の墳丘端を推定しておきたい。
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図5 風呂坊4号墳墳丘測量図（S = 1/200) 

現況の最高点（127.65m）付近を墳Eの中心と見ると、全長は約20mに復元することができる。現

状の墳丘高は lm余りと低平であり、後世に大きく削平されていると考えられるが、等高線が円弧を

描くことから円墳である可能性を指摘しておきたい。なお葺石に由来すると思われる石の存在は見ら

れず、埴輪などの遺物の存在も確認されていない。

4.発掘調査の成果

( 1）層序

既述のように、風呂坊4号墳の南側崖面で確認された遺構の調査を目的として調査トレンチを設定

した。トレンチは風呂坊4号墳墳Eの中心より東側に位置するため、地表面は西側が高く、東側が低

くなる状況にあったが、後述する埋葬施設が検出された地山面は比較的平坦であった。このためトレ

ンチ西側では地表下約75cmで地山面に到達したのに対し、トレンチ東側で、はわずか10cm余りで地山面

を検出している（図 6）。地山面の上に形成された土層（図 6-2～ 8層）は、いずれも埋葬施設が

埋まった後に形成されたものであり、 4号墳の墳E盛土に相当するものは確認されなかった。これら
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↑ は丘陵頂部側から流れ落ちて堆積した流

土層と考えられる。

なお流土中からは、鉄釘などの金属製

品が出土している。これらは後述する埋

葬施設に由来するものではなく、その他

の埋葬施設、あるいは後世の遺構に伴う

ものと理解できる。

( 2）埋葬施設

埋葬施設の形態 風呂坊4号墳墳丘

の中心から束へ約 8mの地点に位置して

いる。竪穴の墓墳を有しており、南側部

分は第 1次調査後の造成工事により失わ
b' 
浮、

, 
a 
寸ー

ダ
〆
ノ
〈
〆

久
k

＋ 

B 

＼

＋
A
 

＼＼ 

ノヂ
ウ

。Y
A、

※b、b’は図7、
A、Bは図 5、（ 3）～（ 5）は凶 8・9に対応

暗褐色 (IOYR3/3) 細粒砂混じりシルト ［表土］
褐色 (IOYRも＇6) 極細粒砂混じりシルト
ljlj黄褐色（10YR6/6）細粒砂混じりンルト（径3凹程度の磯合む炭化物粒わずかに古む）
明黄褐色（lOYR6/6）細粒砂混じり傾細粒砂
黄褐色（10YR51日） 細粒砂混じりシルト（炭化物粒含む）
茸撞色（lOYR7/8) 細粒砂混じりシルト（径3凹程度の傑含む）
明黄褐色（10YR7/6）体刺殺砂混じりシルト（地illプロックをヨ%程度合む）
明黄褐色 (lOYR6/8）細粧砂混じりシルト（聞くしまる）

9 ［墓墳埋土］
10 花両岩［地山j

。 lm 

れたものと考えられる。地山の岩盤を穿

つ深さ約50cmの墓墳は、平面形が幅約1.3

m、長さ 2m以上の長方形を呈し、主軸

はほぼ南北方向に向けられている。墓墳

底は平坦で、墓墳壁は急角度で立ち上

がっている。後述する遺物の状況から、

木拾が直葬されていたことが明らかと

なっている。

遺物の出土状況 墓壌底面付近と墓

墳埋土中より遺物が出土している。墓墳

底面付近では、木棺の緊結に用いられた

鉄釘が9点（図 9-:: 6～14）出土したほ

か、土師器杯（図 8-1）と須恵器平瓶

（同 2）が検出されている。鉄釘は墓墳

図6 トレンチ平面p 断面図（S=1/40) 北壁より 15～20cmの位置で 5点が並ぶよ

うに検出されているほか、墓墳残存部の南端西壁沿いの位置で 3点が集中してみとめられたc このう

ち前者は木棺の北小口部分に使用されたと考えることができる。後者の 3点については北小口より約

1.7m離れた位置にあり、南小口の西端部分に使用されたものと推定される。この他の 1点（図 9-6) 

は墓旗中央付近で検出されているが、これは墓墳底よりやや浮いた位置にあったことから、埋葬時よ

り大きく移動しているものと考えられる。なお南北の小口に使用されたと見られる鉄釘の出土位置を

参考とすると、木棺の規模は長さ約1.7m、幅約 lmに推定することができる。頭位方向については判

断が難しいが、墓境底がわずかながら北側で高くなることから、北頭位の可能性を指摘しておきたい。
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5 黄樺色 (IOYR7侶）
6 責符色（I0YR7/8)
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自責撞色（IOYR7/8)
9 明黄褐色（10YR7/6)
10 明黄褐色（1UYR7/6)
11 黄桜色（JOYR7／日）
12 花崩岩［地山］
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(1）・（2）は図 8、
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図7 埋葬施設平面・断面図（S=1/20) 

土師器坪（図 8-1）と須恵器平瓶（同 2）は、墓墳底の北東隅において出土している。須恵器平

瓶は墓噴底に正位で置かれ、その休部側面に土師器杯が被せられるような状態で検出されている（同

7、図版4）。これらは墓墳北壁と木棺北小口の鉄釘の間に位置しており、埋葬に際して北小口側の

木棺外に副葬されたものと考えることができる。なお須恵器平瓶は胴部の一部が破損しており、その

破片が周辺で出土しているの破損部分が木棺側にあたることから、木棺が腐朽して崩れ落ちた際に破

損した可能性が推定される。

このほか墓旗埋土中より土器が出土している。多くは小片で、あったが、須恵器杯（図 8-4）が唯

一完形の状態で検出されている。墓蹟底からは約30cm浮いた位置にあり、基境埋士上面におかれた可

能性が考えられる。

, ,(13)' 

(14）、 V
＼〆司山

中粒砂混じりシルト
中粒r＆混巳りシル卜（にぶい黄褐色土を10%含む）
巾粧砂混じりシルト (lよりもやや粘性ありj
机粒砂j見じりシルト
細料砂混じ IJシルト lにぷい黄褐色土を 2%合む）
細泣砂混じりシルト
細粒砂混じりシルト
細粒砂混じりシルト
極細粒砂混じりシルト（地illプロックを 5%含む）
中粒砂混じりンルト（にぷい黄褐色士を 5%台む）
細粒砂混じりシルト（地山プロックを 2%台む）
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日。

[ 1・2 醐底柁外］
3・4一一一墓境内埋上

。 10cm 

凶8 埋葬施設出土土器（S = 1/3) 

5 .出土遺物と遺構の時期

( 1)埋葬施設の出土遺物と時期

埋葬当時の位置あるいはそれに近い

状態で検出された遺物と、埋士中より

出土した遺物が存在する。前者は木棺

外に副葬された土器 2個体のほか、木

棺の緊結に用いられた鉄釘があり、後

者としては少量の土師器小片のほか、

須恵、器杯、鉄釘が確認されている。以

下で遺物を種類別に見ていくことにす

る。

土器（図 8) 木棺北小口側の棺外

に副葬された土器が2点（ 1・Z）と、

埋土中より出土した須恵器2点（ 3・4）の計4点を図示することができた。

土師器杯（ 1 ）は、須恵、器平瓶（ 2）の体部側面に被さるようにして検出された。ほほ完形の状態

にあり、口径は10.1cm、器高は3.5cmを測る。体部は丸みのある形態で、口縁端部には内傾する面が形

成されている。内面にはミガキ調整が見られる。

( 2）は須恵器平瓶で、胴部側面の約1/4を欠損する個体である。口頭部はやや外反して聞く形態で、

外面には 2条の沈線が巡らされる。体部は上面がふくらんで丸みを帯びる形態で、底部は平底である。

なお体部外面の上面には、径 1cm前後の円形の粘土粒が2箇所に貼り付けられている。

( 3）は全体の約1/5が残存する須恵器杯で、やや丸みのある体部に、短く内傾するたちあがり部を

伴う個体である。口縁端部は丸くおさめられ、口径は9.8cmに復元される。（ 4）はほぼ完形の状態で

出土した須恵器杯である。体部は丸みのある形態で、底部にはやや外側に向かつて短く伸びる高台が

伴う。口径は12.6cm、高台径は9.1cmを測る。

鉄釘（図 9) 床面より浮いた位置で出土した 1点（ 5）と、床面に近い位置で出土した 9点（ 6 

～14）の、計10点が検出されている。これらは出土状況から、木棺材の緊結に用いられたものと考え

ることができる。いずれも鍛造品と見られ、頭部をほぼIi'l:角に折り曲げてつくる形態であり、身部の

断両形は一辺0.5～0.6cmの正方形に近い方形を呈する。全長は各個体とも10cm前後で、あり、（ 6）が約

11.1cmで、最も大きく、 (12）や（14）が9.0cm前後で、最も小さいが、大きなばらつきは見られない。

なお各個体の表面には、木棺材の木質が付着して残存している。木質の残存状況は個体差があり、

( 5）では木質が観察されなかったが、表面のほぼ全体に存在するものが多く存在する。詳細を見る

と、多くの個体が頭側より 3～4cmの部分を境として木質の状況に変化が見られ、（ 8）については

木目の方向は同じで、あるが付着面が異なっており、（ 6）・（ 7）および（10）～（14）では木日方向が異

なっている。これらの木質の状況は鉄釘の使用部位に起悶するものと見られ、前者については蓋板材
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たものと考えることができる。こうした木質の状況から、木棺に使用された板材は 3～ 4cmの厚さで

あったと考えられる。

埋葬施設の時期 棺外に副葬された須恵器平瓶（ 2）及び埋土中出士の須恵器杯（ 3）・（ 4）は、

その形態的特徴から 7世紀初頭から前半に属するものと考えられる。したがって埋葬施設の時期につ

いても 7世紀前半の範障で考えることができる。
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図10 流土層出土金属製品（S = 1/2) 

( 2）流土層出土遺物（図10)

埋葬施設の上面を覆う流土層からは、図10に示した金属製品類のほか、土器小片が少量出土してい

る。土器に関しては時期を限定できるような個体が存在しなかったため、ここでは金属製品類のみを

示すこととした。

鉄製品類（図10-15～25) 計11点が確認されている。（15）～（20）は、断面形が一辺0.4～0.5cmの

方形を呈する個体である。このうち（15）は、埋葬施設で検出された鉄釘（図 9）の頭部付近と共通

する形態を持つことから鉄釘と考えられ、その他についても鉄釘の可能性が高いと考えられる。これ

らはいずれも残存状況が悪く、原位置を保つものではないことから、上記の埋葬施設と同様の遺構に

用いられたものが、後世の撹乱などによりここにもたらされたものと推定される。遺物の時期につい

ては、埋葬施設出土の鉄釘と同様に 7世紀代に属する可能性が考えられる。

(21）～（25）は断面形が一辺0.3cm以下の正方形を呈する個体である。残存長が3～4cmで、全体像は

不明であり、用途も不明である。

鉛製品（図10-26) 径1.2cmを測る球形の鉛製品である。鉄砲玉である可能性が考えられるが、

その時期については不明である。

6 .まとめ

第2次調査時に崖面で確認された遺構は、当初の想定どおり埋葬施設であることが確認された。時

期は出土遺物から 7世紀代の前半に考えられ、第1次調査で確認された 3基の古墳よりも新しい時期

に位置付けることができる。また流土層から出土した鉄釘の存在から、同様の埋葬施設が古墳群の立

地する丘陵上に複数存在した可能性を考えることができる。

風日坊4号墳については、測量の結果から径約20mの円墳であると考えられた。その墳丘形態や立

地環境などから上記の埋葬施設と同時期のものである可能性は低いものと考えられる。埋葬施設は風

呂坊4号墳築造後に、墳正の東側に設けられたものと推定される。

風呂坊古墳群の周辺には、すぐ北東側に近接する岬墓古墳をはじめとして、確認された埋葬施設と
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同じ 7世紀代の有力墳が複数存在している点がi主意される。とれらの古墳の被葬者と今回確認された

埋葬施設の被葬者の関係をどのように考えるか、今後検討していく必要がある。

［註記1
1 ）増田一裕 1977「安倍山丘陵における弥生遺跡と古墳群の再検討J『占代学研究J85 古代学研究会

福辻淳（編） 2007 1桜井公園造跡群J （財）桜井市文化財協会

（福辻）

松宮昌樹 zoosr桜井公園遺跡群第 6次調査概要報告Jw奈良県内市町村河J議文化財技術担当者連絡協議会年報一平成19年

度 J 奈良県内市町村;lffi蔵文化財技術担当者連絡協議会

2）伊達宗泰 1960「桜井市風呂坊の古墳Jr奈良県文化財調査報告（樫蔵文化財編）j第3集 奈良県教育委員会

3 ）風呂坊古墳群の立地する丘陵上では、平成20年度に実施した風呂坊古墳群第 4次調査においても 7世紀代の木棺墓が1基

と土墳墓 1基が確認されている。

4）風月坊 4号墳は平成20年度の第4次調査において、横穴式石震を主体とする 6世紀前半頃の古墳であることが確認されて

いる。
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第2節纏向遺跡第151次（箸墓古墳周辺第17次、上ツ道隣接地）発掘調査報告

1. はじめに

纏向遺跡第151次調査は、桜井市大字箸中1040番地において、個人住宅の建築に先立って実施された。

調査対象地は纏向遺跡の南端部に位置しており、北側およそ30mには箸墓古墳後円部が存在する。ま

た対象地は奈良と桜井を結ぶ南北道である上街道の西側に面しており、周辺には街村型の集落形態を

見ることができる。

最古の大型前方後円墳として知られる箸墓古墳では、これまでに周辺で実施された調査により周濠

が巡ることが明らかにされている。今回の調査地は周濠の外側の周堤が推定される付近に位置してお

り、箸墓古墳に関連する遺構の存在が期待された。また調査地東側を走る上街道は、古代の上ツ道に

由来するものと考えられており、上ツ道に関連する遺構が確認されることも想定された。

なお調査は平成19年 7月9日～ 8月10日に実施した。調査面積は55rriである。

-12-
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2.調査前の知見

( 1 ）箸墓古墳周辺

箸墓古墳は測量図から全長276m、後円部は 5段、前方部前面は4段に築成されていることが指摘さ

れているが、現在その大部分が倭遮遮日百襲姫の墓として宮内庁により管理されており、現状を観察

することができない。そのような中で平成17年度に宮内庁により実施された第143次調査（箸墓15次）

では、前方部前面でほぼ原位置を保つものと考えられる茸石が確認されており、前方部端を推定する

上での重要な資料が得られている。内部施設に関しては、墳丘周辺で大阪府柏原市芝山産の板石が採

集されていることから、竪穴式石室の存在が推定されているものの、詳細は不明である。また箸墓古

墳に伴う遺物としては、墳正上で採集された特殊器台形埴輪や特殊壷形埴輪が報告されている程度で

ある。

一方で箸墓古墳の周辺では、墳丘を囲緯する周濠に関して多くの知見が得られるようになっている。

周濠については以前より、後円部北東側に見られる円弧状の水田畦畔の状況などから、大規模な盾形

周濠の存在が推定されてきたが、発掘調査によって実際の周濠の形状が確認されるようになったのは

1990年代以降のことである。第81次調査（箸墓7次）では、前方部北側の茸石と、盛土による周堤が

確認され、両者の聞に周濠が存在することが明らかにされた。この周濠からは布留 0式期の遺物が出

土しており、これにより箸墓古墳の築造時期は 3世紀中頃～後半に考えられている。また後円部東側

で実施された第109次調査（箸墓11次）では、同様の周濠・周堤状遺構とともに、葺石を伴う渡り堤が

検出されている。このほか前方部南側で実施された第68次調査（箸墓6次）で検出されている遺構も

また周濠である可能性が高くなっている。以上のような調査成果から、箸墓古墳の墳丘裾を巡る幅10

～12m程度の周濠の姿が明らかになりつつある。

これに加えて、幅の広い「外濠jの存在が近年想定されている。大規模な濠の存在については以前

から推定されてきたが、発掘調査でもその存在を示唆するような成果が得られている。上述の纏向遺

跡第81次調査では、周堤の外側で大規模な落ち込みが確認された。出土遺物から、箸墓古墳とほぼ同

時期に掘削されたものであることがわかっている。この落ち込みは、西側の隣接地で実施された第85

次調査（箸墓9次）でも続きが確認され、第118次調査（箸墓12次）では、前方部南側でも周堤の外側

に落ち込みが存在することが明らかにされた。これらの調査結果と周辺の地形から推定されている

「外濠Jの平面形態は、幅50m前後で馬蹄形を呈するものである。なおこの「外濠j推定域で行なわ

れた纏向遺跡第129次調査（箸墓13次）では、布留 0～1式期の遺物を含む腐植土層が確認されてい

る；「外濠」の堆積物である可能性を持つものとして注意する必要があるだろう。

( 2）上ツ道

古代の奈良盆地には、上・中・下ツ道と呼ばれる南北方向の直線道路が存在した。このうち上ツ道

は盆地の東縁付近に位置するもので、現在の桜井市大字谷付近から天理市を経て奈良市街地に至るも

のと推定されている。

上ツ道に関する史料としては、『日本書紀J巻第28の壬申の乱の記事があげられるが、ここには「上
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道」ゃ「箸陵」付近での戦いの記述があり、これにより上ツ道が箸墓古墳付近を走るものであったこ

と、あるいは上・中・下ツ道が7世紀後半段階に既に存在していたことがわかる。しかし近年まで上

ツ道に関する考古学的資料は確認されておらず、設置時期については7世紀後半の斉明朝とする考え

と、 7世紀初頭の推古朝と見る考えが存在している。位置についても、現代に至るまでこの地域にお

ける主要な南北道路であった上街道が、その痕跡を留めるものと推定されてきた。

上ツ道に関連すると見られる遺構としては、箸墓古墳北側で実施された第142次調査（箸慕14次）で

確認された 7世紀代の盛土状遺構が唯一のものとして挙げられる。これにより現在も残る上街道が上

ツ道を踏襲するものである可能性は極めて高くなったと言うことができる。

3 .調査の方法と層序

( 1 ）調査の方法

トレンチは調査対象地の南側において、東西22m、南北2.5mの規模で、設定した。コンクリート基礎

を除去した後、パックホーにより近現代の造成土を掘削し、旧耕作土層以下は人力により掘り下げる

こととした。調査の手順としては、まず上ツ道に関連する遺構の確認を目的として、洪水堆積層上面

で精査を行なった。その後現代の井戸などの存在から掘り下げが困難と見られたトレンチ東側部分を

除く範囲で、洪水堆積層以下を掘り下げ、箸墓古墳に関連する遺構の確認を目指すこととした。

( 2）各層位の状況（図12)

現地表下より近現代の造成土、｜日耕作士、洪水堆積層の順に続いており、さらに下層では腐植土層

と粘質シルト層あるいは砂層が交互に堆積するような状況（流水・滞水層）が確認されている。近現

代造成土（ 1・2・4～ 8層）はトレンチ東側で約130cm、西側では約70cmの厚さを測り、多量の瓦礁

を含んで、いた。旧耕作土層（ 9・10層）はトレンチ南壁側では厚さ20cm程度で、洪水堆積層（15～32

層）は厚さ50～60cmであった。この洪水堆積層は最大で、径30cm程度の塊石を含むもので、出土遺物か

ら5世紀末以降の堆積であることがわかる。流水・滞水層（33～43層）は、最大で厚さ120cm分を確認

したが、湧水などの影響により、それ以下を確認することができなかった。ここでは腐植土層（33・

35・38・40・42層）と砂層（34・36・39層）、シルト層（37・41層）などが数度にわたって形成されて

おり、弱い流水がある時期と滞水する時期が繰り返されていたことがわかる。なおこの流水・滞水層

のうち、確認できた範囲でのつF層（42層）より古式土師器片が出土している。

4.検出遺構

洪水堆積層の上面で精査を行なった結果、トレンチ北壁沿いで落ち込みを確認している。なおトレ

ンチ東半部に石組井戸が存在したが、これは近現代造成土より切り込む新しい時期のものである。

落ち込み トレンチ北壁沿いで確認された落ち込みは、深さ約20cm程度のもので、北側に向かつ

て落ち込む状況が見られた。トレンチ内では東西方向に直線的に伸びる落ち込みの南肩部分が検出さ

れており、長さおよそ10m分が確認されている。埋士はトレンチ南壁付近で確認されている旧耕作土
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図12 トレンチ平面・断耐図（S = 1/100) 



層と類似するものであるが、人頭大穂度の塊石を多く含むという特徴が見られた。

この落ち込みは、埋土の状況から耕作に伴うものである可能性が高いと考えられる。時期について

は、出土遺物が少ないため限定することは難しいが、トレンチ南壁側で確認されている旧耕作土層が

中世以降のものであることから、同様の時期のものと推定される。
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図13 旧耕作土・洪水堆積層出土土器（S = 1/3) 

10cm 

5 .出土遺物と各層位の時期

今回の調査では、土器片を中心

としてコンテナケース 2箱分の遺

物が出土している。図13・14では

各層位の形成時期を考える上で基

準となる遺物を中心に示すことと

した。

旧耕作土出土遺物（図13-1) 

瓦器域の底部付近の小片であ

り、底面には断面形が三角形を呈

する低い高台が存在する。 12世紀

後半から13世紀代頃のものと考えられ、旧耕作土の形成時期がこれより新しいことがわかる。

洪水堆積層出土遺物（図13-2～7) ( 2）は須恵器高杯で、「ハj字状に広がる脚部の上半部の

みが残存する。（ 3）もまた須恵器高坪で、外反して広がる脚部を持ち、その端部は下方に屈曲する

形態で、屈曲部外面には稜が形成される。脚部の外面にはカキメが施され、長方形の透孔が4方に配

されている。（ 4）は須恵器杯身の上半部の破片で、約1/7周分が残存している。受部は外側やや上方

へと短く突出し、たちあがり部は内傾し、わずかに外反して伸びる形態である。口径は11.6cmに復元

される。（ 5）～（ 7）は古式土師器で、（ 5）は内湾する口縁部を持つ護、（ 6）は台付輩の脚台部、

( 7）は蓋の底部である。

これらのうち（ 5）～（ 7）は古墳時代初頭の 3世紀後半頃、（ 3）・（4）については 5世紀末～ 6世

紀初頭頃の時期が考えられる。洪水堆積層の形成時期としては、後者から 6世紀頃に推定され、前者

については上流に存在した当該期の遺物が、洪水により流されてきたものと考えられる。

流水・滞水層下層出土遺物（図14) 確認された流水・滞水層のうち、砂喋を含む腐植土層（図12

-42層）において複数の古式土師器片が検出されている。（ 8）は口径8.0cm、器高7.5cmを測る個体で

ある。全体の形状としては小型の丸底鉢に類似するが、体部の外面にタタキ、内面にケズリを施すこ

とから小型の聾と判断できる。体部は球形に近い形状で、底部は丸底である0 －口縁部は短く、端部は

丸くおさめられている。（ 9）・ (IO）・ (13）は霊の口縁部付近が残存する個体である。口縁部の形態を見

ると、（ 9）・（10）では外反して広がり、その端部を上方につまみ上げる形態で、（13）ではほぼ直椋的

に伸びる形態で、端部は上方へつまみ上げている。（11）は蓋で、底部は明瞭に突出する形態である。
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図14 流水.l帯水層下層（図12-42層）/Jl土土器（S = 1/3) 

10cm 

(12）は S字状口縁台付聾で、体部下半から脚台部の外面には明瞭なハケ調整が観察できる。

13 

上記の土器のうち、時期的な特徴が現れやすい翠の口縁部付近の形態に注目すると、（ 9）・（10）・（13)

はいずれも庄内形翠の形態を示している。特に（13）では寺沢分類における e手法の口縁部形態が見

られ、庄内式期でも新しい段階に位置付けることができるだろう。出土土器が少なくこの層位の形成

時期を限定することは難しいが、図14に示した土器群が庄内式期の新相に考えられることから、一連

の流水.1帯水層は庄内式期の新相以降lこ形成されたものとすることができる。

6.調査成果の評価とまとめ

今回の調査は小規模なものであったが、箸墓古墳と上ツ道という、歴史上重要な意義を持つ古墳・

道路に隣接する位置において実施されている。以下ではこれらと調査成果との関係を見ていきたい。

上ツ道 今同の調査で峰認された層位のうち洪水堆積層は、出土遺物から 6世紀頃の堆積と推定

され、 7世紀代に下る可能性は低いと判断されるものであった。したがって上ツ道に関連する遺構が

存在するとすれば、この洪水堆積層上面で検出されると思われたが、結果的には確認されていない。

箸墓古墳 上記の洪水堆積層の下層では、庄内式期以降に形成されたと見られる流水・滞水層が、

厚さ lm以上にわたって続く状況が確認できた。これらは緩やかな流水と滞水を操り返す状況下にお

いて形成されたものと考えられる。こうした層依の形成要因としては、調査地一帯が古墳時代初頭の

段階において、低湿地状の環境にあったことによるものと考えられる。また流水堆積の介在は、比較

的流水が入り込みやすい環境にあったことを示している。

この流水・滞水層と箸墓古墳の関係性を考える上では、これらの層位が形成された時期が問題とな

る。箸墓古墳周辺では、これまでに同濠堆積に相当する腐植土層が確認されており、布留 1式期に属

する土器が出土している（箸墓11次など、註記7）文献参照）。今回の流水・堆積層の中にも腐植士層

が含まれているが、確認できた範囲での下層（図12-42層）出土の土器は少し古い様相を示しており、

箸墓古墳の築造時期である布留 0式期より先行する可能性も考えられる。

箸墓古墳の築造とこの流水・滞水層形成の先後関係を即断することはできない。しかし、少なくと

も後者は箸墓古墳の築造と近い時期に形成が開始し、その後 lm近く堆積する時間幅の中では、調査
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地付近で大きな環境変化が無かったと考えられる。箸墓古墳の築造に際しては、冒頭にも示したよう

に周濠掘削や土取りなどに伴う改変が墳丘周辺で行なわれたと考えられる。墳丘の至近距離に位置す

る調査地付近もまた例外ではなく、墳丘築造を前後して環境変化が無かったとは考えにくいであろう。

堆積の時間幅をどの程度見積もるかという問題はあるが、ここでは一連の流水・滞水層の堆積は、箸

墓古墳築造後のものである蓋然性が高いと考えておきたい。

上記のことを踏まえ、これまでに想定されている箸墓古墳築造プランの中で、今回の調査成果がど

のような意味を持つのかを考えてみたい。調査対象地付近は、近年考えられている箸墓古墳周辺の想

定復元図においては、周堤部分にあたっている。確認された低i湿地状の環境が、調査地の200m余り南

側を流れる纏向川の後背湿地であるのか、あるいは箸墓古墳築造時の土取りにより形成された窪地で

あるのかを判断することは難しいが、少なくともトレンチ設定部分に周堤状の施設が存在したとは考

え難い状況にあると言えるだろう。

今回の調査では、残念ながら上ツ道に伴う遺構は確認できなかったが、箸墓古墳の周辺状況を復元

する上で参考となる資料を得ることができた。箸墓古墳の全体像については、こうした調査資料のさ

らなる蓄積を待って、あらためて検討しなければならない。 （福辻）
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第3節纏向遺跡第152次発掘調査報告

1. はじめに

纏向遺跡第152次調査は、桜井市大字巻野内415-2番地において、個人住宅の建築に先立つて実施さ

れた。調査対象地はJR巻向駅の東北東約500m、遺跡範囲の中央からやや東寄りの水田耕作地に位置

している。対象地の北側一帯では纏向遺跡の中でも特殊な遺構・遺物が確認されており、第50次調査

では木槽や木樋で構成される導水施設が検出され、第80次調査では幅約 2mの区画溝とこれに伴う柱

列が見つかっている。また韓式系土器（90次）や弧文板（50次）の出土も報告されており、付近が纏

向遺跡の中でも重要な地区であったと考えられている。また調査地の東側約150mの正陵上には古墳時

代後期の 3基の前方後円墳で構成される珠城山古墳群が存在しており、対象地から市道を隔てた北側

には「垂仁天皇纏向珠城宮跡」碑が建てられている。

対象地の周囲に目を向けると、西側の隣接地で実施された第29次調査において、古墳時代後期～平

安時代の遺構や縄文土器などが確認されている。このことから、本調査地においても同様の時期の遺

構・遺物が確認されることが推定された。なお調査は平成19年 8月28日から 9月26日に実施した。調

査面積は144ばである。

2 .調査の方法と層序

調査トレンチは当初対象地のほぼ中央に、東西方向に長さ14m、幅4mの規模で、設定した。パック

ホーにより現代耕作土・旧耕作土を除去したところ、地表面下約30cmで遺構面を検出している。柱穴

図15 纏向遺跡第152次調査地位置図（S = 1/4,000) 
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などの遺構の存在が確認されたことにより、再び、パックホーによりトレンチの幅を北側へ5mn拡張

し、さらに後述する竪穴住居の検出を受けて、西壁の一部を人力により幅 2m分拡張している。

遺構而はトレンチ内の北東側では灰色粘質シルト、南西側では黄褐色シルトなどで構成されており、

部分的には砂礁を多く含む部分（図16-11層）も存在した（以下ではこれらを「基盤層jとする）。な

お黄褐色シルト層よりも下層にあたる黒褐色土層（図16-13層）からは、縄文土器片が出土している。

精査は上記の基盤層の上面で行ない、竪穴住居やピット、落ち込みを検出している。その後下層の

状況を確認することを目的として、トレンチ南壁に沿う位置で断ち割り調査を行なった。記録作業終

了後、パックホーによりトレンチを埋め戻している。

3 .検出遺構

基盤層の上面において、柱穴と見られる複数のピット、竪穴住居などが確認されている。なおピッ

トとした遺構の中には柱穴以外の用途を持つ可能性のあるものも含まれるが、形態や出土遺物からそ

れらを峻別することは困難である。したがってここではすべてをピットと呼称している。

柱列 1～3 （図16・17) 検出されたピットは計35基を数えるが、これらの中には列をなして同一

の構造物を構成すると考えられるものが複数存在する。

柱列 1としたものはトレンチのほほ中央に位置し、南北方向に並ぶPitl～ 3で構成される。 Pitl

の南側ではトレンチ南壁でピットの断面が確認されており、さらに南側へと続いていたものと考えら

れる。各ピットは方形ないし円形に近い平面形態で、規模も40～60cmと様々であるが、埋土断面に径

約15cmの柱痕跡を観察することができ、 Pit2の底には根石状の石が存在していた。柱間距離は約1.6～

1.7mを測り、南北方向を指向する柵列状の構造物が推定される。

柱列2はトレンチ内の北西側部分で検出された。一辺80cm前後の隅丸方形の平面形を持つ 7基のピッ

トで構成され、 Pit6～ 9は東西方向に、 Pit9～12はほぼ南北方向に並んでおり、さらに北へと続く

可能性も考えられる。 Pit6より北側や東側には同様のピットが見られないことから、確認できた範囲

では「L」字状に配されたものと理解できる。これらのピットのうち埋土断面に柱痕跡が確認できる

のはPitl2のみであるが、 Pit9などでは根石に由来すると思われる塊石が埋土中に含まれており、い

ずれも柱穴であると判断できる。柱聞の距離は1.0～1.2mで、あり、「LJ字状に区画する柵列状のもの

と推定される。

トレンチ北壁に沿う位置で検出されたPitl4・15は、いずれも平面円形で、径約60cmと類似する形態で

あり、なおかつ埋土も類似している。ともに埋土断面では径20cm程度の柱痕跡が明瞭に確認されてお

り、同ーの構造物を構成する可能性が高いと言うことができる。したがってこれらを柱列 3とした。

これら 2基は西北西から東南東方向に並ぶが、その東西側には同様のピットは見受けられない。北側

へと続くものかどうかも不明である。

その他のピット 明確に遺物を伴う遺構として、 Pit5、Pit18、Piロ9が挙げられる。 Pit5は埋土

中より高坪（図22-5）が出土しているが、底面の北寄りの部分が一段深くなっており、柱穴である
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Pit2 

柱列2

C 

84.0ml 

Pit9 

d
l幽rMノ柱

Pitl5 

<a a’断面〉
1 暗圧黄色（2.5Y5／：司粘土～シルト（明黄褐色シルトプロック 2%官む） ｜ 

I [Pit l埋土］
2 にぷい黄置色 (IOYR43）中粒砂置じり粘賀シルト（荏5四担度の醸古む） J 
3 禍灰色（！OYR5/l）粘賀シルト（明黄梅邑ンルトプロック 5%青む｝ l 
4 iこぶい黄禍色（!OYR4/3）細粒砂混じりシルト（極細粒砂を5%青む） I [Pit2埋土1
5 匝費帽色（!OYR42）極細粒DPi!じり帖賀シルト（4のプロックを2%青む） J 
6 E賀商色（！OYR62）粘土ーシルト（明黄掴色シルトプロックを5%青む） l 
7 褐色（!OYR4/4）中粒酔置じ0粘置シルト（凪貫掴色シルトプロック10%青む）｜I [Pit3埋土1
8 明責幅色 (lOYR6／帥シルト（庇黄蝿色シルトプロックを5幅古む） ｜ 
9 輩間色（!OYR5/6）極細粒睦畠じりνルト（小醸吉＆） J 
10帽色（!OYR4/4）シルト（Mn沈着） ［基盤層］

<b b’断面〉
I iこぶい輩掴色（!OYR5/4）シルト～極細量砂（褐庇色粘土プロヲク1師6含む） ［日t9埋土］
2 暗オリ】プ掴色（2.5Y3/3）極細粒!'.I混じりシルト（9のプロック却時吉む荏S咽以下の嘩宮むll
3 暗椙色（!OY阻13）極細粒砂置じりシルト（9のプロック 1%含む小離宮む） I 

｜［日t!O埋土j
4 黒椙色 OOYR312）亜細粒砂揖じりシルト（9のプロック5略含む） I 
5 褐灰色（!OYR4/1)極細粒砂揖じりシルト（9のプロック 3%青む） J 
6 黒描色（!OYR3/2）極輔粒酔混じりシルト（9のプロック 2%古む屠歯出土） [Pitll埋土］
7 蝿匹色（！OYR4/l)細世暗i昼間粘賀シルト（8のプロック！（陥含む在5園以下の嘩含む） lI [Pit12埋土］
8 黒揖色 (IOYR32）細桂砂橿じりシルト（9のプロヲク3略青む） J 
9 責褐色（！OYR5/6）シルト
10 にぷい黄揖色（！OYR5/4）祖畳砂～小障（控10団以下の離合む） ［基盤層］

，
 

A
U
l－
－
 

Pit 9 c’ 

※a～d、a＇～ d’は
図16に対応

。 lm 

<c-c’断面〉
1 庇黄掴色（!OYR4/2）粗粒砂担じり帖質ンルト（4のプロックなど3目先含む） ｜ 
2 匹賀商色（！凶"R4/2）檀輔粒砂混じり粘質シルト I I [Pit6埋土］
3 臣賞褐色（!OYR町田粘土～シルト ｜ 
4 噛匹色（!OYR5/l）粘土～νルト J 
5 匹黄蝿色（！OYR4/2）枯質ンルト（10のプロック却括合む） [Pit7埋士］
6 灰費褐色（!OYR4/2）粘賀シルト (IOのプロック主l:'20%古む） ｜ 
7 黒椙色（!OYR3/2）粘質シルト (IOのプロックE弘吉む） I [Pits理土］
8 庇黄幅色（!OYR4/2）粘質シルト（JOのプロック10パーセント含む） J 
9 ιぷい貴掴色（!OYR514）シル卜～極細粒砂（4のプロック10%青む） [Pit9埋土］
10 黄禍色（!OYR5/6）シルト l 

！［基盤眉］II にぷい黄禍色 (JOYR5/叫粗畳静吋、嘩（笹山E程度の離宮む） I 

e 
＋ 

<d-d’断面〉
I 灰色（5Y5/l）粘土（5Y4/llii色シルトプロックを5%古む）
2 庇オリープ色（5Y512）輔粒砂担じり粘質シ1• ト
3 匹オ＇）－プ色（ 5Y52）極細粒砂
4 匝色（5Y5l）掴粒砂置じり粘土～シルト
5 匝オリ』プ色（5Y512）シルト担ヒり橿細粒酔
6 明貰揖色（l5Y68）極細粒砂
7 灰色（7.5Y511）砂離層（在l個以下の砂嘩で構鹿）

840m 
－一一－ e 

ec..,ι 

84.0m 

。
※e、e;f.、rは図16、

（ ）番号は
図22・23に対応

50cm O 50cm 

1 にぷい黄褐色（!OYRt3）朝睦静置じり枯質シルト l 
l[Pit5埋土］

（農｛働誼少量含む 3のシルトプロック E惜む） ! l 暗匝黄色町別／副橿掘削軍じりシルト ［現代耕作到
2 黒褐色（I町R3/2）粘土～シルト（嵐化物帥量飴）1r基盤層］ 2 嵩蝿色白：.5Y3/2）掴脚揖じりシルト（桂1団以下の嘩吉む） [Pit雌剖
3 にぷい黄褐色（!OYR町＇3）シルト～極細誼砂 J 3 母I褐色（7』Y邸.／6）細誼砂～小離（笹lcm程度の嘩多く吉む） ［基盤層］

図18 Pit 5、Pit18平面・断面図（S=1/20) 
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図17 柱列 1～ 3 ピット土層断面図（S=l/40)

可能性が考えられる（図18左）。

Pit18は今回の調査中で最も多

くの遺物が出土した遺構であ

る。都合上遺構の全体を検出す

ることができなかったが、土器

片や塊石が重なって出土してお

り、他のピットとは様相を異に

している（図18右）。柱穴とは異

なる性格を持つ可能性が考えら

れる。 Pit29については図示する

ことができなかったが、域形の

高杯杯部（図24-11）が出土し

f 
＋ 

，e
＋
 



g 
84且旦1

Pit4 
Pitl6 

r 

84.0π1 

2 

Pit26 

※g～王、 g’～z’は、図16に対応

〈町t4>

n 

Pit22 

s 

樫i

Pi包7 Pit30 

I 灰黄椙色 (JOYR4,2）細桂砂混じり粘質ンルト（黒褐色枯買シルトを却%古む鹿北鞠粒含む） ［日t4埋土］
2 tこぷい黄禍色｛IOYR53）シルト～極細粒砂 ［基盤層］

〈日t13>
I 黄配色（2.5Y4/1）粘土～シルト（在3咽珪度の曙古む）
2 灰色｛75Y6／！）枯貴シルト（小嘩青む） [Pit13埋土］
3 匝オリープ色（75Y62）軸置シルト（小離宮む）
4 配色（5Y6/l）砂醸層（笹5四以下の砂離で構虚） ［基盤層］

<Pit16> 
1 黒褐色（IOYR3/2）嗣粒酢混じり粘責シルト（責褐色粘土プロック 2%含む農ft鞠粒吉む）
2 匝黄帽邑（IOYR4/副坦粒砂祖じりシルト（貫揖色粘土プロック 2%台む） 印itl6埋士］
3 責掴色（25Y5/3）シルト～極細粒砂（小嘩青む） ［基盤層］

くPit17>
I 黒褐色（2.5Y3,2）細較砂混じり粘質ンルト（2のプロック3%吉む庇化物・瞳士宮む）
2 貰揖色（2.5Y5,3）シルト～橿掴悦酔 (I)喋吉む） ［基盤層］

<Pit19> 
1 黒褐色（IOYR3/2）細粒酔担じりγルト（最ft鞠桂吉む）
2 庇貫掴色（!OYR42）粘質シルト（4のプロックを20括合む） [Pitl9埋士］
3 暗褐色 (JOYR3/3）細粒砂揖じりシルト（4のプロックを3括合む）
4 オリープ褐色（2.5Y4/4）ンル卜担じり極細世砂

<Pit却〉
1 黒褐色（10YR3/2）細桂砂混じりシルト（3のプロックl日時程度合む畳化物粒青む）
2 黒褐色（25Y3,2）細粒砂祖じりシルト（3のプロック2時程度合む） [Pi盟国軍士］
3 オリープ祖色（2.5Y4/4）シルト龍じり撞澗粒静 ［基盤層］

<Pit21> 
1 暗庇黄色（2.5Y42）掴粒静置じり粘置シルト（量調色粘土プロック3括合む）
2 暗オリープ禍色（2.5Y3/3）緬惟砂担じり粘質シル卜｛巌ft物誼青む） [Pi喧l埋土］
3 黒帽色（7.5YR32）砂醒層（桂ID曲以下の砂躍で帯血） ［基盤層］

〈巴白2>
1 褐灰色（!OYRS/1）粘質シルト ［日曲Z埋土］
2 黒揖色（7~Y阻 2）静聴層（荏I俊圃以下の匹、躍で構成） ［基盤層］

<P也3>
1 褐色（IOYR4/4）シルト（3のプロック 5略含む）
2 輩匹色（25Y4/l）粘置ンルト（3のプロック10%吉む） [Pit2湛土1
3 黄褐色（!OYR5/6）シルト（Mn沈着） ［基盤層］

Pit23 

k’ l 

司

Pitl7 
Pit19 Pit20 

p 

Pit24 

u' 

V 1-r 

Pit34 
Pit31 

Pit33 。 lm 

〈日也4>
1 暗匝黄色（2.5Y5/2）シルト混じり極細世砂（黄匝色シルトプロッタl脚吉t,) ［問調土1
2 黄褐色（lOYR町6）シルト（Mn沈着） ［基盤層］

<Pi也活〉
1 揖灰色（10YR4ノ1）粘土～シルト
2 にぷい宵嵩色（lOYR町4）シルト嵩じ車種細世砂（臣賞褐色シルトプロック10%古む） ［町tお埋土1
3 黄禍色（!OYRS/6）シルト
4 仁ぷい黄禍色白OYR5/4）組U粒酔～小曹（笹叩咽程度の聾青む） ［基盤層］

〈町田6>
1 E貰揖色 OOYR42）粗粒砂混じりシルト（3のプロック却%吉む） ［町田6埋士7
2 黄褐色 (JOYR516）小躍世じ9細惟酔
3 オリープ黄色（5Y6/3）粘買ンルト ［基盤層1
4 E色（5Y6/l）砂聾層（桂5皿阻干の砂嘩で構成）

<Pit27> 
1 且椙色 (JOYR3/2）組桂砂揖じりシルト（荏20cm程度の離合む）
2 暗闇色 (JOYR33）シルト寵じり中粒砂川のプロック 1%含む） ［町田7埋土］
3 黒蝿色（7~YR3/2）砂曹層（笹10cm以下の砂確で構成）
4 掴色（！OYR4/4）シルト～極細誼砂 ［基盤層］

〈目白日〉

1 黒褐色（2.5Y3/2）粘質ンルト（畳l岨程度の嘩古む直化物粒吉む） ［日t拍埋土1
2 オリ戸プ褐色（2.5Y4/4）シルト揖じ8橿細粒砂 ［基盤層］

<Pit31> 
I にぶい黄褐色（IOYR4/3）中盤酔担じりシルト（控l冊以下の嘩含む 3のプロック 1%含む）
2 黒嵩色（IOYR3/l）組粧砂混じ句シルト（3のプロッタ 3%宮む） [Pit31埋士］
3 暗庇黄色（2.5Y5/2）シルト～極細麓砂 ［基盤描］

<Pi日2>
1 暗匝黄色（25Y4/2）極細祉砂揖じりシルト（2のプロック 2時古む） ［日t32埋土］
2 オリープ褐色（2.5Y4/4）シルト揖じり極細唯酔 ［基盤摺］

<Pit認〉
1 黒掴色（25Y32i小嘩車じ早シルト [Pi出掛土］
2 黒蝿色げ.5YR32）砂嘩層｛控l畑以下の砂聾で構車） ［基盤屠］

〈目白4>
I 黒掴色（25Y3/2）小睡IJ!l:,9粘質シルト [Pi由4埋土］
2 明褐色（75YR5/6）細誼砂～小嘩（笹1団躍度の嘩多〈古む） ［基盤層］

図19 その他のピット土層断面図（S=l/40)

ている（図版18）。

この他のピットについては可能な限り土層断面図を図19に示した。中にはPit13・16・19のように柱

痕跡が明瞭なもののほか、 Pit21のように残存部が浅いものもあり、性格は一様ではないと思われる。

また後述するように、時期も様々であると考えられる。

竪穴住居（図20) トレンチの西端部分で、方形の平面形を持つ竪穴住居が確認された。この部分

では当初住居の南東隅部分が検出されたことを受けて、トレンチ西側に可能な限り拡張を行なってい

る。その結果北東隅部分を確認し、これにより住居の東側辺の長さが4.6mで、あることが明らかとなっ

た。住居の側辺は概ね方位に平行するものであった。

耕作土を除去して上面を検出した段階では、基盤層のシルトブロックを少量含む黒褐色土（ 3層）

が住居の上面を広く覆っていた。また南東隅に近い位置では炭化物や焼土が面的に広がり、それに近
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住居完掘状況

<B-B’断面〉
I 暗灰黄色（2.5Y4/2）極細粒砂混じりシルト（小磯少量青む）
2 オリープ褐色（2.5Y4/3）極細粧砂混じりシルト（径E叩以下町疎音む）
3 黒褐色白5Y3/2）細誼砂混じりシルト（径！ cm以下町蝶古む 8のプロック 2括合む）
4 黒幅色（2.5Y3/2）細粒砂揖じりシルト（小磯含む炭化物粒青む 8のプロァク10%含む）
5 暗オリープ褐色（2.5Y3/3）細粒砂混じりシルト（小穣含む）
6 黒褐色（2.5Y3/2）細粒砂混じりシルト（径1cm以下町蝶吉む 8のプロック10%含む）
7 にふ旬、黄褐色（IOYR4/3）細位砂握じりシルト（小際音む 8のプロフク30%吉む）
8 にぷい黄褐色（IOYR5/4）シルト（わずかに小離合む）
9 灰黄褐色（IOYR4/2）粗粒砂混じり極細粒砂（径2c皿以下町嘩含む）

［現代耕作土］
［旧耕作士J
［住居上層埋土］
［住居床面Pit埋土］
［周壁揖埋士］

［住リ居床面聖地土］

［基盤層］

B’ 

。 2m 

<y-y’断面〉
I 黒褐色 (IOYR3/2）シルト（民化物多量に含む にぷい費褐色シルトプロック10判官む）
2 褐灰色 (IOYR5/1)粘土（鹿北朝・焼土を少量吉む）
3 階事褐色（5YR3/4）シJレト～枯土（農化物少量青む 2を5%台む）
4 明責褐色（IOYR68）粘土～シルト（小磯含む）
5 褐灰色 (IOYR4/1）極細粒砂混じりシルト（小喋・粘土プロックわずかに古む）
6 階灰黄色（2.5Y4/2）極細粒砂混じりシルト（にぷい黄褐色シルトプロック 2%台む）

図20 竪穴住居平面・断面図（S=1/40) 

接して褐灰色の粘土塊が見られた。このうち炭化物や焼土は炉に伴うものと考えられ、住居の南東隅

に近い位置に炉の存在を想定することができる。また粘土塊については、竃を構成するものであった

と推定される。

3層及び炭化物・焼土を除去すると、基盤層を起源とするシルトブロックを多量に含んだにぶい黄

褐色土（ 7層）が広く存在していた。これは床面の整地土に相当するものと考えられ、この上面で周

壁溝（ 5層）が検出されている。周壁溝は住居検出範囲の北側部分では残存していたが、南側部分で

は後世の耕作による撹乱が探くまで及んで、いるためか、検出されなかった。このほか南東隅部分では

竃を構成するものと推定される浅い凹みが存在し、トレンチ西壁に沿う位置でもピット状の遺構が検
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出されている。

その後整地土を除去し、住居検出範問で底而を検出した。底面には凹凸が見られたが、下層遺構な

どは検出されなかった。
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0 6 cm 

図21 柱列2関連遺物（ S = 1/3) 

系の翠と考えられる。（ 2）は内湾してその端部が内側に肥厚する口縁部を持ち、（ 3）は外反して端

部を上方につまみ上げる口縁部を有する。（ 4）は須恵器蓋の胴部片と考えられ、内面には同心円状

のあて具痕が見られる。外面はタタキ調整ののち、ヨコ方向のカキメが施される。

柱列2の時期 図21に示した遺物のうち、（ 1 ）～（ 3）については古墳時代初頭頃、（ 4）につい

ては古墳時代後期頃の時期が考えられる。いずれも直接的に柱列の時期を示すものではなく、柱列に

先行する時期の遺物が埋土に含まれたものと言えるだろう。これにより柱列 2の時期は、少なくとも

( 4）の示す時期よりも新しい古墳時代後期以降に考えられる。

その他の柱列の時期について 柱列 1・柱列 3については、その時期を示唆するような遺物が得

られておらず、時期不明としなければならない。しかし、両者は概ね直交する方向に並ぶものであり、

近い時期に存在した可能性も考えられる。またこれらの柱列の方向は、柱列 2のそれとは異なってお

り、時期的な隔たりがあるものと推定される。時期および前後関係が不明であるため、ここでは時期

差が存在する可能性を指摘するにとどめておきたい。

( 2）ピット出土遺物と時期

Pit 5出土遺物と時期（図22) 古式士師器の高

杯（ 5 ) 1点が出土している。有段高杯と呼ばれ

る形態で、 H縁音15が体部より立ち上がったのちに

外側へ屈曲し、大きく広がる形態を有している。 0 10cm 

庄内式期の新相によく見られる形態であり、寺沢 図22 Pit 5出土土器（S = 1/3) 

編年の庄内 3式かそれに前後する時期のものと考えられる。 Pit5においては他に出土遺物がなく、そ

の所属時期も同様に考えることができる。

Pit18出土遺物（図23) ( 6）は土師器坪あるいは高杯と考えられる個体で、口縁上半部は内湾

し、その端部は丸くおさめている。外面にはタテハケ調整が見られる。（ 7）は土師器高杯で、 1-J1空
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:}. ミこプイ ヌ
の脚柱部に外反して広

がる脚裾部が伴う個体

である。脚柱部の内面

にはシボリ痕、脚裾部

の内面にはヨコ方向の

ハケメや指オサエ痕が

観察できる。（ 8）は須

恵器高原である。脚は

低脚の部類で「ハ」字

状に外反する形態であ

り、その中ほどに円形

透孔が3方に開けられ

10 

。 10cm 

Pitl8出土土器（S = 1/3) 

ている。杯部は上半が失われているが、体部と口縁部の境界外面に明瞭な稜が存在していることから、

無蓋高杯である可能性が高いと言えるだろう。（ 9）は杯形の土師器である。高杯の可能性も考えら

れる。（10）は外反する口縁部を持つ士師器蓋である。体部内面はヨコナデにより仕上げられている。

Pit18の時期 Pitl8はそれほど大きなものではなかったが、他の遺構とは異なり、比較的まとまっ

た量の遺物が出土している。 このうち須恵器高坪（ 8）は、脚部の約90%が残存しており、偶然的に

まぎれ込んだものとは考え難い状況にある。（ 8）は長脚化の傾向が見られるMT15型式期以前に属す

るものと考えられ、 5世紀末頃の時期が考えられる。 したがってピット18の時期についても、 5世紀

末頃と考えてよいであろう。

その他のピット出土遺物と時期（図24)

＼＼ 
只三戸＝ヨ 二三ご

図24

、、可一一干ニマ；3

[11 Pit29埋土、 12・13 Pit35埋土］

0 10cm 

その他のピット出土土器（S = 1/3) 

Pit29より古式士師器の高杯（11）、 Pit35より土師器皿

(12）、黒色土器境（13）が出土している。（11）は庄内式

期のものと見られ、 これによりPit29の時期は 3世紀代に考

えられる。 Pit35は9～ 10世紀のものと考えてよいであろう。

( 3）県穴住居出士遺物と時期

竪穴住居出土遺物（図25) 竃の存在が推定される南東

隅の浅い凹みより、炭化物・焼土とともに長胴の胴部を持

つ土師器室（14）、土師器鉢と考えられる個体（15）が破片

となって出土している。また床面を形成する整地土中より

須恵器坪蓋（16）が出土している。（16）は口縁部付近のみ

が残存する個体で、体部と天井部の境界が明瞭ではなく、

口縁端部は丸くおさめられている。

竪穴住居の時期 出土遺物が少なく、時期を限定して考えることは難しい。 しかし整地土中より

出土した須恵器蓋（16）がTK209ないしTK217型式期頃のものと考えられることから、 7世紀初頭
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図25 竪穴住居出土土器（S = 1/3) 

[ 14・1ト炭焼土集中部1
1ト一一床面整地土 J 

0 6m 
ト一一一一ーャ一一一一」

7h 
、入」d:

19 

ー ζ 二二三コ－

C三コ
。 21 10cm 

図26 縄文包含層出土遺物（S = 1/3) 

頃を上限とすることができる。（14）・（15）についてもこれと大きな時期差が考えられないことから、

これに基づき、 7世紀前半頃の時期を推定しておきたい。

( 4）縄文包含層出土遺物と時期

縄文包含層出土遺物（図26) これまで見てきた遺構の基盤となる層（図16-11～14層）を一部断

ち割った結果、若干量の縄文時代遺物が検出されている。（17）は深鉢の口縁部、（18）は深鉢の底部

付近の小片である。前者では口縁下の内外面に沈線が観察できる。

(19）は性格不明の土製品である。完形の状態にはなく、全体像もまた不明である。残存部分は長さ

6.9cm、幅6.4cmで、全体に1.0～1.5cmほどの厚みを有しており、分銅形に近い平面形態を推定すること

ができる。両面の平面部分には、径0.25cmほどの円形の刺突が残存部の主軸に沿って複数存在し、一

部は列点状に並んで配されている。またその刺突を中心として「XJ字状に複数の沈線が施される状

況が観察できる。なお円形の刺突は、図の左右方向に突出する部分の側面にも見られる。

(20）・（21）は、注口土器の注目部分である。ともに基部から先端側に向かつて断面径が小さくなる

形態で、長さは（20）で8cm前後、（21）で10cm余りを測る。外面は凹凸なく仕上げられるが、内面に

は整形時のナデ痕跡が深く残存している。いずれも体部を欠いており、全体の形状は不明である。
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出土遺物の時期 上記の遺物は遺構に伴うものではなく、同時期のものとして一括することはで

きないが、いずれも縄文時代後期中頃から後半のものと理解できる。これにより遺構の基盤層が縄文

時代後期後半以降に形成されたと考えることができる。いっぽうで、今回調査地の西側で実施された

第29次調査では、遺構基盤層より縄文時代晩期の遺物が出土している。このように両者の聞には時期

差が見られることから、付近における古墳時代以降の遺構の基盤層は、縄文時代後期後半から晩期ま

での長い時間幅の中で形成されたものであると理解することができる。

5. まとめ

今回の調査では柱列や竪穴住居など複数の遺構が確認された。このうち「LJ字状にピットが並ぶ

柱列 2は、概ね方位に沿って配置されているものと見ることができる。出土遺物から古墳時代後期以

降のものと推定され、同様に方位に沿うように配された竪穴住居についても、これに近い時期である

可能性が考えられる。

このように古墳時代後期以降の遺構・遺物が存在する状況は、すでに触れた西側隣接地の第29次調

査においても見ることができる。相互の遺構の関係性は明確ではないが、少なくとも今回の調査地一

帯に古墳時代後期～飛鳥時代の遺構が複数存在する可能性を指摘しておきたい。なお纏向遺跡で通有

多く見られる古墳時代前期の遺構は、上記の時期の遺構よりも希薄であるということができる。

今回確認された古墳時代後期以降の遺構を理解する上では、調査地の東方に近接して立地する珠城

山古墳群の存在が注意される。 3基の前方後円墳で構成される珠城山古墳群は 6世紀前半から後半に

築造されたと考えられ、今回確認された遺構の中にはこれに近い時期に属する可能性があるものも存

在する。しかしこれらの遺構を珠城山古墳群の造営集団と結び、つけて理解するには、現状では根拠が

乏しいと言わねばならないだろう。今後の周辺での調査において同時期の遺構が確認された際には、

そうした関係性を検討する必要がある。 （福辻）

［註記1
1）萩原儀征 1987『纏向遺跡発掘調査概報j桜井市埋蔵文化財発掘調査概要1987一7 桜井市教育委員会

橋本輝彦 1997「極向遺跡第90次発掘調査概要報告jf奈良県桜井市平成8年度国庫補助事業による発掘調査報告書』 桜

井市教育委員会

2）橋本輝彦 1995「纏向遺跡第80次発掘調査報告」 I桜井市平成6年度国庫補助による発掘調査報告書2』 桜井市教育委員会民

3）註2）文献を参照

4）萩原儀征 1982『纏向遺跡一昭和56年度遺跡範囲確認発掘調査概報ーj 桜井市教育委員会

5）寺沢薫 1986「畿内古式土師器の編年と二・三の問題J『矢部遺跡』奈良県文化財調査報告書34 奈良県立橿原考古学研究所

本文中における古式土師器の編年観は、主にこの文献を参考とした。

6）田辺昭三 1966 r陶邑古窯祉群I』 平安学園考古学クラブ

本文中における須恵器の編年観は、主にこの文献を参考とした。

7）奈良県立橿原考古学研究所福西貴彦氏のご教示による。

8）註 4）文献を参照

9）丹羽恵二（編） 2007『国史跡珠城山古墳』桜井市教育委員会
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第4節纏向遺跡第153次（東田大塚古墳第 5次）発掘調査報告

1. はじめに

纏向遺跡は古墳時代前期を中心とする時期の大規模な集落遺跡として知られている。その範囲は桜

井市北部の大字太田・巻野内・辻・東田を中心とする東西約 2km、南北約1.5kmの範囲に及び、遺跡の

東側は纏向川などにより形成される扇状地の大半を包摂し、西側は奈良盆地東南部の沖積地の一部を

含んでいる。これまで、に30年以上にわたって150次を超える調査が実施され、多くの外来系士器や特殊

な遺構・遺物の存在が確認されている。また遺跡内には箸墓古墳をはじめとして、古墳出現期の大型

墳墓が複数存在することが知られており、この地に 3世紀代の日本列島における中心的な集落が存在

したと考えられている。

東田大塚古墳は纏向遺跡の西端に近い平地部に立地しており、現状では耕作地の中に径60～70m、

高さ約 7mの円形の高まりを確認することができる。またその南西側には長さ約16m、高さ lm程度

の高まりが突出するように接続しており、これよりさらに南西側には周辺の地割に対して斜行する畦

畔が続いている。こうした現状の地形・地割から、東出大塚古墳は南西方向に前方部を向ける全長100

m前後の前方後円墳で、あると考えられてきた。

纏向遺跡第153次調査は東田大塚古墳の第5次調査として、前方部前面付近の状況を確認することを

目指して実施された。調査期間は平成19年12月10H～平成20年2)]25日、調査面積は約nmである。

図27 組長向遺跡第153次調査地位置図（S = 1/4,000) 
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＼ 

。
図28 調査トレンチ位置図（S = 1/1,500) 

2.既往の調査

東田大塚古墳ではこれまでに、農道整備に伴っ

て行なわれた 3次にわたる調査と、墳丘形態の確

認を目的として実施された平成18年度の調査の、

計4件の発掘調査が実施されている。

後円部の北西側で行なわれた第 1次調査（纏向

遺跡第70次、平成4年度）では、後円部より約20

m離れた地点において南に落ち込む遺構が確認さ

れているが、これは後述する調査成果から東田大

塚古墳墳正を巡る周濠状遺構に相当するものと認

定されている。後円部の北東側で実施された第2

次調査（纏向遺跡第106次、平成9年度）では、墳

丘盛土がはじめて検出され、後円部北東側の墳丘

端が確認された。また幅約20mの周濠状遺構の存

在が明らかとなり、その外肩部分で土器棺墓が検

出されている。続く第 3次調査（纏向遺跡第113

次、平成10年度）では、後円部北西側で周譲状遺

構や墳正盛土、墳端が確認されたほか、墳丘盛土

の下層において古墳築造以前の遺構が検出されている。

平成18年度の第4次調査（纏向遺跡第147次）では、前方部の北側面と南側面を検出し、後円部から

南西にのびる畦畔が前方部北側面に由来するものであることを確認した。これにより墳正全長は108m

以上を測ることが明らかとなった。また前方部南側では周濠状遺構の外肩を確認しており、その平面

形態が主軸を挟んで対称とならない可能性が高くなった。

以上のような調査成果や現状の地形から、東田大塚古墳は径約68mに復元される後円部を持ち、そ

の周辺には幅20m程度かそれ以上の周濠状遺構が存在することが明らかとなった。

築造時期については、古墳築造以前の遺構が布留 0式期の古相段階までのものであり、周濠状遺構

の出土遺物が布留 0式期新相段階に位置付けられることから、布留 0式期の間（ 3世紀後半頃）に限

定して考えることが可能となった。

3 .調査トレンチの位置と形態

東田大塚古墳の前方部前面の確認を目的として、墳正残存部南西側の水田・畑作地（桜井市大字東

田158番地）の西側部分に調査トレンチを設定している。トレンチは畦畔に沿って屈曲する形態で、屈

曲部より南側部分は南北方向に長さ23m、幅2m （以下では「南区」と呼称する）、北側部分はトレン

チ幅が1.5mとやや狭く、南西から北東方向へ長さ約14m（以下では「北区Jと呼称する）の規模で設
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1 オリープ黒色 i5Y3/2）網粒島根じり~質ンルト
2 暗医黄色 125Y4/2）珊粒砂晶じりンルト［桂1cm，皇位の離合む）
3 黒楢色（JOYR3/2）ンルト混じり韓illlli'砂（にぷい貴褐色シルトプロック 1喝古む 説化物粒合む）
4 1k貴掴色〔!OYRJ/21ンルト～極細粒砂
5 黒柑色 ilOYR3121シJレト置じり極細粒砂（4のプロック10%古むl
6 にぷい黄褐色 110YR5/3）抑制粒砂民じり粘質ンルト（黒褐色粘土プロックを 2%古ti
？ にぷい黄褐色 i!OYR5，引ンルト品じり細粒$（控5回以下の嘩古む）
8 にぷい黄椙邑 IJOYR5/3）砂曜層（荏1畑以下の障で構成）

［現代排作十］
日日耕作上：

［墳丘轟土］

、一墳丘盛上

9 店員揖邑（10YR1/2）輔教砂担ヒりシルト｛在5皿以下の傑古む民it物粒含む）
10 府吹黄色（2五Yι2）シルトiMとり綱粒砂｛｛手5皿以？の際世量含む｝
11 1こぶい賀褐色（10YR4!3Jシルト担じ句撞報担砂
12 黒褐色（25Y3!1)師11砂埠じりシルト
13 黒椙色（25y31l)細粒砂世ヒ旬シ＂卜（在 5mm以ドの離合む 15のプロック 2%台む）
14 にぷい世相色 l!OYR4/3J細粒砂、組粒砂
15 黒色（7,5可＇211）粘土（聞くしまる）

｜墳丘盛土｜

［基盤層］

図30 トレンチ北側 南壁・東壁土層断面図（S = 1/80) 

定した。その後南側部分で、は幅1.5m、長さ約 2mの拡張を行ない（以下では「拡張区」と呼称する）、

最終的な調査面積は約72rrlとなっている。

4.確認された層序

北区の状況（図30) 現状の地表面から深さ約40cmまでは現在の却｜作士（ 1層）が存在し、一部で

はその下に薄く旧耕作土（ 2層）が見られた。これら耕作土の直下にはブロック混じりの黒褐色士ゃ

にぶい黄褐色士などが厚さ70cm以上にわたって存在していた（ 3～13層）。この黒褐色土・にぷい責褐

色土は南区にも続いており、後述するように東田大塚古墳前方部の墳E盛土と解釈されるものである。

このように近現代の耕作土の直ドに墳丘盛上が残存していたことから、北区周辺では、比較的最近ま

で前方部が高まりとして残っていたものと推定される。

南区の状況（図30・31) 南区の北半部は北区と同様の状況にあるが、南半部では旧耕作士あるい

はそれに由来する埋め士（凶31-2層）が厚く存在し、その厚さは約60cmを測る。これは近世のある

段階まで、南区の中央付近に南西に向かつて下がる50cm程度の段差が存在し、その後段差の低い部分

に土を入れ、 7](回が西側に拡張されたことに由来すると考えられる。北区でも見られた墳丘盛土は、

段差の高い部分では厚さ約80cm分が残存し、段差の低い部分の官日でも20cm余りが存在していた。ま

た段業の南西側では、墳丘構築後に形成された土層（凶31-4～ 8層）が存在する。これらについて

は後で詳述したい。

なお 8層の下層には暗灰黄色シルト層（78層）、暗灰黄色砂蝶層（81層）などの、流水堆積層が続い

ている。これらは墳丘盛士の下にも続いており、東田大塚古墳よりも先行する流路堆積として理解す

ることができる（78～83層、墳丘下層流路）。この墳丘下層流路は、 トレンチ南端より北へ9m余りの

ところで北肩が確認されており、固くしまった黒色粘土層（84層、基齢層）を切り込んでいる。墳E

下層流路堆積のt面からは土坑3、溝 1などの遺構が切り込んでおり、黒色粘土層の上面でも墳丘築
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にぶい黄褐色（10YR5/4Jシル l

57黒色 12.5Y2/l：私士

日 'I_'_嗣色 IIOYR3！］）納粒砂担n シルト 1_83のプロックを10%含む1 I 

5g黒椙色 i2.5Y3!!1極ι粒砂担じり杭買ンルト 183のプロックをw，含む｝ ［ 
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61 rリープ黒色 15Y3!1J咽粒砂置じり枯宜ンルト（83のブロックを3弘吉む｝ I 

目黒色 l3Y2/1Jンル｜匂叫全 l出のブロックを 1%台む） ｜ 

日 rリ）プ-1.：色 l5Y311）シルト混じり繍粒砂 J 

64黒椙色 12m111枯質ンJレト 17>のプロγクをi臼%台(rj

日貰灰色は！.5Y4!ll籾1：，砂iRじ町粘買ンルト

66 7リープ黒色 15Y3/l）枯土（7SCJプロァク E冗舌む）
町黒椙色（2.！ちY3ノ1)1!士～ンルト［農1t物1；古びl

6R ，－リープ黒色 15Y311J枯土 183のブロックを 5%古む｝

即時匹黄色（2.5Y4/2）紐杭f；揖じり枯買ンルト 178のプロックを2%台むj

70 2リ｝プ明色 15Y3!1J綱粒砂i比じり枯質ンルト

71 黒褐色は5Y3/!Iシルト担じ町板噛粒砂

72責＇＂＇邑（ 2,¥Y4:JI細粒砂但じり鮎質ンルト（Fe沈着）
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77灰色 175Y1ノ＇I）ンルト内量刺粒捗（オリープ黒色ンルトプロック10%古む） ｜ 

78崎医員色 12.5Yふ12）シルト 1 

79暗扶黄色 12.;y5;2）細杭砂握ヒり〆ルト ｜ 

剖灰色 17.5Y4レU ンルト 184のプロックわずかl：古むl ｜ 
I ［墳丘下幡誼路

81 陥灰黄色 12.5Y5ペ2i砂諜屠（控IcmU卜の牒で構成l ｜ 

即時杭黄色 125¥112）匝絹祉If I 
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29 オリープ黒色（5Y3/2）γルl混じり制～報駐砂

30 にぷい買掲色（10YR4!31極細粒砂揖じりシルト｛控5Dlll程度の嘩古むJ

.31 311に81のプロックを5%台I,

32暗日黄色（2.5Y,112）ンルト品ヒり転粒砂： iのブロック 5%含むj

3:1 暗正h色（25Y4:2）極細粒砂現じりンJレト（ iのプロγク，%台む）

出暗I)<黄邑（2.5γ4/21極報111'砂世ヒりンルト（ iのプUYク加%台む）

35 黒揖色 12.5Y3/2）極細桂砂品じりシルト： iのブロックを 5%、84のプロックを2部吉む）

3fi 暗J火黄色（2肝 4/2）極拙附砂混じ0シルト｛！のアロックを4n括合む）

訂里程色 125Y3/2）咽紅砂担じりンルトけのプロザクを 1%古むl

.3R 崎正黄色（2.5i4!2）ンルト揖ピh幸oll砂： iのプロックを 7%肯む）

39 オリーブ制色：2.SY-1/3）極端位砂世じりシルト

40暗正h色（2.5Y4:21細桂砂担じりγルト Iiのブロックを 2%含む）

11 訳出's(25Y312）制担砂混じりシルト｛！のプロックを 1%、84のプロヴクを 2%古む）

42階灰員色（2.5Y4/2）極端位砂混じりンルト（ iのプロソクを40%古む｝

43町flk黄色（25Y4立）』童相骨砂混じりンlレト

44黒配色 125Y3/2）亜細珪砂話じりl,,lミンルk
45 /l¥棺色 12,Y312）細lli現じりシルト Iiのプロγクを 1%含む鹿北物粒含むj

1s I＇.柑's125y312）綱取砂世じりシル lUのプ日ノクを3%古む民化物ll含むj

47 黒色（5Y2/J：粘土～シルト 1既イヒ蜘桂古む）

48 オリーブ黒色：，n也〕刺巴政撞じりンルト（臼のプ＇Jツタ壱rn台む1

1噴丘盛土i 約黒担包 125Y3.ノJ)咽粒砂混じり枯質ンルト（！のプロックをl弘、剖のプロックを1%古も）

,o黒提包（25Y3!2）細甘妙現ヒ0シル｝
51 黒院主 125¥312）細荘砂混じっシルトれのブロックをl拐、 8-1のブロックを1%含む）

,2黒揖色 12.5YJ!J）枯土～シルト（院it明粒含む）

日灰黄喝色：10YR4121極朝団i砂～，1,i:,砂（制のプr】ツタを1出合む）

54黒輯色 ¥IOYR2/2）細桂砂混じり枯買シルト

同黒褐色 11日YR3／＼）刺filf擢じり粘士
目黒嗣色白5Y3!J）咽粒砂混じり枯控ンルト（78＇つブロックを H，古む｝

二十～坑 3

1 オリープ川色（5Y品，21細植草i比三りI!質ンjレト

2 暗灰品色弘5¥41）） 掴位砂現じりシル＇ IU!cmlHの裡古む：

3 甲褐色 12.5、3;2：撞細Ii妙混じりシルト
4 揖灰色 l!OYR4レII細桂砂～中桂砂（在1cm君主の嘩古む）

5 暗唱色：10YR.114）醐柿ゅー相狩砂（得5仙存主の嘩古む トcit着l

6 黒喝色：JOYR3:21極細粒砂担じ9ンルト（怪3皿程度の磯古む）

7 黒唱色：10y旧：11待細＊砂現じゅ粍官ンルト（在3凹在庄の碓生量古む）

8 ：：.＇色 (IOYR211）亜細誼事此：り粘IiンJレト (7sのプロyクを 1%吉む｝

9 黒唱色：10YR3ノ1）調粒砂混じり〉ルト

10黒喝色（2.5Y3/2）極細fl'妙混じり鮎買ンI,ト（78のプロックを10%合む）

11 里唱邑（2.,Y:l/2：ンルト晶じり臣掴粒砂

12黒掲色（2¥Y.1/2）極細＊＂砂混じ I）枯買シルト（78のプロック壱E時台むJ

13 におい賀両色（IOYR-1/31橿結社，J;世じりンルト

14 ，，，褐色（乙515/3）γルト～祢細柑砂

15 オリープ両色（2.5Y4131極細紅砂此とり紅買ンルト（Jfiのプ111クを 1写令官む民化蜘粒古む）

16 品構色 l2.5Y5/3）γルト

17費以色 12.丹、＇4/1）頼粒妙混じり枯質ンルト（脅－＇＂＇以トの僕多〈古む 16のプコック 2%古む）

18黄灰色 12βY4/l）祖粒砂嵩じり唱質ンjレト

凶悪掲色 12mi2iンルトii!じり体調紡砂 116のプロック 3%台む）

20着灰黄色（2.5Y-1121担桂砂iはじり描耳ンルト（t!S＂以下広嘩含む j

21 品店色（1.5Y4/I）締細粒砂混じh枯質ンルト 1!6のプヨック 5%含む民化物桂含む）

盟にかい黄褐色 i,IOYR4,3）中～粗担砂：21のンルトプlJγク]1)%古む）

お黒椙邑 l25Y3/1）粗粒砂由じり枯賀ンルト（民化功世古む：

24黒色ワ.m11l粘＋～ンルト［長化物材古む）

25 オリ）プ黒色白5Y3:JI極細粒砂品じり粘土九シルト（/j(ft物粒吉む）

2f; 黒褐色 11orni12：砂隈曹 (i手＂＂以トの ＞y院で構成 24を5時青む）

27 ：.＂.闘色 IIOYR3/2；馴且砂市じり枯上

28 オ＇I」プ黒色：，n1i祖粒酌置じりンルト

；見代耕作土1
1日耕作之l
主JP滑］

：噴Eヅト堆積］

（
印

H
H＼
A
F
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<K-L D断面〉

1 オリープ黒色（5Y32）醐粒砂畠じり粘賓ンルト
2 暗匝黄色（2.5Y4!2）細桂砂也じりシルト（桂1四程度の嘩古む）
3 黒褐色（10YR3/2）掴粒砂混じりyルト
4 暗庇費邑（2.5Y4/2）極細粒酔混じりシルト（ iのプロックを10＇，宮む）
5 黒褐色（25Y3/2）亜細粒酔握じりシルト（ iのプロックを5幡、掲のプロックを2稲吉む）
6 黒掲色（2.5Y3/2）掴U粒酔揖じりシルト（ iのプロックを2略、農北骨量i＇量含む）
7 暗庇黄色 (2.5Y4!2）シルト混じり組粒砂（iのプロァクを7%台む）
8 オリ】プ褐色（2.五，Y4/3）極細誼砂混じりシルト
9 黒褐色但5Y32）撞組並砂担じり帖賀シルト
10黒褐色但5Y3/2）師粧砂揖じりシルト（iのプロックを 1%宮む度化物粒含む）
11オリープ黒色（5Y32）シルト混じり細～中盤砂（iのプロックを5%、団のプロックを10%古む）
12オ＇］－プ黒色（5Y3/2）掴世砂盟じりシルト（団プロックを5%含む）
13黒掴色（2.5Y3/！）細粒砂揖巴り粘置シルト Iiのプロックを！%、田のプロックを！%含む）

14黒揖色 l2.5Y3/2）細粒砂揖tiシルト［民化鞠桂わずかに含む）
15鼎掴色（25Y3／！）シルト撞じり極細粒砂
16オリ日プ黒色（5Y3/l)極細粒酢混じり粘土～ンルト

17黒褐色（2.5Y3/l）細粒酔畢じりシルト
18オリープ黒色（5Y3/2）組粒砂揖じりシルト（日のプロックをl腎含む）
19暗庇黄色（2.5Y4,2）輔粒砂～粗粒砂
加黒掴色（25Y32）細粒砂掘じりシルト
21暗巨費色（2.5¥4,2）細粒砂担じりシルト（ iのブロックを5%青む）
E 黒担色（2.5Y32）極細粒砂混じり粘質シルト
国オリ】プ黒色（5Y32）シルト混じり細瞳砂
担黒掴色（2.5Y3/l）細粒砂担じりシルト［闘のプロックを1幅含む）
担黒揖色（2.5Y3/2）輯粒砂揖じりシルト
出黒揖色（25Y3/1）粘土～シルト（員化物粒青む）
町匝黄掴色（10YR4!2）桓掴雌砂～中粧砂（聞のプロックを1目含む）
盟黒掴色（2.5Y3/l）醐粒砂混じりシル卜（iのプロックを回路青む）
目黒掴色（2.5Y3/l）橿細粒砂担じり帖曹シルト（田のブロック 1%古む）
却黒褐色白5Y3/2）シルト混じり極細～細粒砂
31栴色（10YR4/4）掴粒砂～粗粒砂
担暗庇黄色白i.5H2）掴粒酢～中世静（黒嗣色シルトプロック 5幅宮！，）
詔匝責褐色（!OYRU）掴惟酔～租粒静
34にぷい貰褐色（10YR4/3）細世砂～租粧酔（黒揖色蝿抽砂を2特含む）
話庇黄褐色（10YR42）掴曜砂～祖誼砂（同色のシルトプロックを2%宮!ti
部調褐色（10YR32）橿組粒砂混じりシルト（ iのプロックを却%古む）
町禍灰色臼OYR4/！）ンルト提じり細胞砂（黒椙色シルトプロック20＇日古む）
担匝黄褐色（10YR4/2）極細粒砂～朝地砂 Iiのプ[1'，ックを3%台む）

四匹貴褐色（10YR4/21シルト（細粒静を5%青む）
40且揖色（10YR3/2）馴瞳砂混じIンル卜（58のプロッタ 3%含む）
41厩黄描色（！Oyr4/2）粘賀シル卜
42黒褐色（2.5Y3，目中韓国1（部のプロック10%青む）
43陪オリーブ褐色（2.5Y3/3）シルト由じり掴帥（Fe詑着1

44暗褐色（10四33）掴粒酔
45昌揖色（10YR32）細桂砂混じ申橿細量砂
46暗褐色（10YR33）.極細防砂世じりシルト
47串禍色 l2.5Y3/21~1レト揖じり極細世砂 ｜［土坑6埋土］
48庇色（5Y4ノ1)シルト～極細粒砂
49 オリープ黒色 l5Y3/l）鋼粒砂～中世砂

町オリ プ黒色 l5Y3/l)極細誼砂～中粒砂
51黒椙色担i.5Y3凡）極細粒砂（暗褐色輯世砂を1日時、団のプロックを2%古trlI 
52黒幅色（2.5Y3,1）橿嗣睦砂～細粒砂（暗褐色細粒砂を5%青む） ｜ 

｜［土坑7埋土］
白黒掴色（25Y3l）掴粒砂 (I;司色の粘買ンル卜を3%古む） ！ 
出量色（2.5Y2/l）粘土～シルト（最化物粒古む） I 
55晴掲色（10YR33）細桂砂～中世酔（58のプロックを3拍官む） l 
時灰色（10Y4/1）極細粒酔～シルト I 

I I基盤届］
57匝オリープ色（5Y42）中粒砂祖じりシルト ｜ 
暗黒色（7.5Y2,l）粘土（聞くしまる） ｜ 

［現有耕作土］

［旧耕作土］
［墳丘外堆積］

［墳丘盛土］

Jず 三ι

2 

<E I J Z断面〉
I オリープ黒色（5Y3目細粒砂混じり粘質シルト
2 暗庇黄色白5¥4/2）軒粒砂混じりシル卜（桂I叩程度の離含む）
3 黒蝿色（！OYR3/2）シルト混じり細粒時～租並砂（小離宮む）
4 黒間色（IOYR32）細粒砂混じりシルト
5 黒褐色（!OYRJ/1)細世砂蝿じりシルト（民化湘艦青む）

6 黒褐色（IOYRJ/1)粗粒砂混じりシルト

1 暗欄色（!OYRJ/3）細並砂揖じりシルト
B 黒椙色（lOY即12）極細粒砂揖じり粘雷シルト
9 畢掴色（10YR32）極細粒砂揖じり粘置シルト 145のプロック 1%青む）
10庇黄揖色（!OYRU）極細粒砂～細世砂
11 暗匝黄色（2.5Y4/2］細陛砂ー中韓砂（45のプロック 3%古む）
12暗匝黄色（2.5Y42）極細粒砂龍じりシルト Iiのプロック 3%古む）
13暗オリープ褐色（2.5Y3/3）橿掴粒砂担じりシルト Iiのプロックl略青む）
14暗匝黄色也5Y42）極細粒静也じりシルト Iiのプロック却%古む）
日暗厩黄色位.5Y4/2）極細脚温じりシルト Iiのプロック 1%台む断闘世少量含む）
16暗庇黄色（2.5Y4/2）極細誼砂毘じりシルト Iiのプロック 1%含む）
17暗庇黄色（25Y4/2）橿細誼砂橿じりシルト Iiのプロックを40%古む）
18黒間色（2.5Y3／：副掴並砂混じりシルト（良化物粒含む）
19黒揖色但5Y3/2）細粒砂混じりシルト（iのプロックを1%、45のプロァタを2%古む）

却黒揖色（2.5Y3/l）掴粒砂置tiyルト
21黒調色（2.5Y3目掴粒砂置じ旬シルト Iiのプロックl時含む農1t軸世古む）
盟黒揖色白.5Y3/2）極細粒砂揖じり粘質シルト
お且欄色 l2.5Y3/I）細粧砂損じりシルト（世化物粒含む）
24暗庇黄色（25Y42）極細粒砂担じり軸冒シルト Iiのプロック 2%含む）
田昌褐色（25Y3ノ1)輯粒砂担じり粘賓シルト Iiのプロフク10%吉む）
出黒褐色（2.5Y3ノ1)111粒砂担じりシルト
町黒褐色（2.5Y乱2）掴粒砂担じりシルト Iiのプロックを3時含む良化物粒含む）
28黒色（5Y2!1)粘土～シルト（民化物桂含む）

29灰色（2.5¥4/1）桂細粧酢寵じり細誼砂
30黒掴色（2.5Y3/2）細粒砂晶巳り粘置シルト
31黒岡色（2.5Y3/l）極細粒砂担じり粘土～シルト
担昌揖色（2.5Y3/l）極割粒砂～組粒酢
羽黒掴色（2.5Y32）中世砂混じり粘質シルト
担黒歯邑（2.5Y3/l）シルト混じり輯粒砂～租粒酔
昌晴オリープ揖色（2.5Y3/3）極細粒砂～細世酔（45のプロッタ1骨骨む）
描オリープ椙色（2.5Y4/4）ンルト 145のプロック10%含む）
訂オリープ祖色（2.5Y4/6）掴粒IP～中粒砂
団黒褐色白.5Y3/2）細胞砂蝿じりシルト（ iのプロックを！%、 45のプロックを 1%古む］
田昌揖色白OYR32）細粒砂揖じりンルト（必のプロック 1%含む）
40陪担色 (IOYR33）橿掴桂砂握じりシルト
41黒褐色位五Y32）シル卜醒じり極朝粒砂
42灰色（5Y41）シルト～極細粒砂
43 オリーブ黒色（5Y3/l）細惟砂～中世砂
44暗褐色（10YR33）掴粒申～中粒砂 145＜ηプロックを3判官む）

45黒色（7.5Y2/ll粘土（聞くしまる）

(ii iこぶい貰掴色 l!OYR5/4）シルト

図32 墳E盛土断ち割り部分土層断面図（S == 1/40) 
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※II、Iは図29、
a～a＇は図 29、31、

(16）は閃37に対応

1 オリープ黒色（5Y3121釧材申此じり位置ンルト
2 s：店前色（2.5Y4121綿＜fl'砂ii¥じりシルト 1在1rm程世の喋企むl
3 ιかい黄間色 IJOYR4/3）ンルトillじり細粒砂
4 にぷい歯医邑 UOYM,3）シルトi比じり相！l紗 lll'lcm以下の蝶古むJ
5 闇灰色〔10YR4il)細駐砂～中粒砂｛在l叩拝宜の嘩青む）
5 暗褐色（10YR3!4｝咽粒砂見事市妙（［王5且且程置の嘩含む Fe t着）
7 黒褐色（10YR3!2）細11砂世じりシルト 1附くしまる）
8 H培棺色 llOYRl也）創世砂混じりンルト
' 黒棺色 llOYRl/1）組粒砂混じり帖質ンJレト 137のプロック10括合(r)

JO且同色 llOYR1也）シルト世じり報担砂（最化物校合む）
11 黒褐色 IIUYRJ/1)恥粒妙揖じりンルト（員；化物粒少量青む）
12黒掲色（＼OYR3/2）臨調直砂～細純砂 l員南色シルトプロック2C'0古むJ

13 f.i'褐色 llOYR:l121シルトii¥じ句刺粒捗
14黒唱色：10YR31J）細骨妙毘じり粘賀ンlレト f世化物控含む）
15黒喝色［正月Y3/2）極端粒砂混じり粘質γルト

土坑 1

［現代耕作上
［旧排f宇土l

［韮；J冊事］

［噴在外.JI>積］

［十坑4担土］

［十坑l慢で上層J

16 オリープ』：.＞＇色（ 75Y3’1/シルト混じり細較妙（里色粘土プロγク2%台む）

17黒色！JOY2!1）細＂砂現じ q枯質シルト i l土坑1埋土 ,i『冒］
18黒色 l10Y2’］｝師地砂品じり粘質ンルト間色の粘土プロック10%古む） • 
19 J！色（5Y2/I）極珊畦砂～ンルト J 
却マリープ虫色 1m川粘十（高植土悩） 1 
21 黒色 l!OY21I:シルト品じり極細桂砂～細吐＆y I 

｜ ［士坑l埋上下幅］
22 オリープ黒色 17』YJ!l)亜細粒ゆ混じり私質ンルト（灰色ンルトプロック 2%台む） ｜ 

お黒色（75Y2il)組約妙v相在砂 ｜ 

1•’ 

墳丘外堆積

墳丘盛土

墳丘下層流路

薬理主層

24 i火貰担包 IJOYR4/2）相対砂混じりンルト
25 I日尚色（IUYR3ノ2）橿刺荘砂i品じ！）粘買γルp

。

16 黒棺色（¥OYRJ/2）ンルト品じり細粒砂 144のプロック 2ヲ，含む）
目 W問主 llOYR3/3）軒枕砂揖じりンルト
担比世色 (IUYR3!2）担細粒妙混じり粘質ンルト
却灰董掲恒（10YR4!2）寵組粒砂札制粒砂
日にぶい貴闘色 110YR5141ンルト～極咽粒砂（黒褐色ンルトプヨック凶%古む）

31 r喝色 i!OYR3il）極細粒砂握じりンJレト（4ほのプロック Z拍舎が

担里司色：2.SY.1/2）シルトi見じり相粒/Ii
詔黒褐色（10YR3/21ンルト混じり瞳咽桂砂（44めプロック 1%古む）
34 ＂＇褐色 12.5Y3/2）ンルト晶じり組幹般 144のプロック 2%台む）
35暗医黄色（2.！号Y4/2）咽粒砂～中粒暗（44のプロック 3%含む）
出店員同色（lOYRも121梅咽粒砂～咽並砂（黒輯色シルトプロック10%含む）
37陪快菌色 12.5Y5な）ンルト
担庇黄褐色 (IOYR4，屯）中粒砂～小碓
羽黒褐色（10YR3il)粘土～ンルト（轄植十車）
40貰阪色（2.5Y41II小嘩混じ均隆副校捗（41のブロック3N含む）
41 黄正色（2.5日！I)小嘩世ピ句シルト極端雌砂

42 匹員褐色（lOY!W~ 中粒砂～組粒睡
43 にぷい黄掲色（!OYR5ノ4）ンJレト
44黒色（7.5Y2/l）粘土（固くしまる）

図33 トレンチ西壁 土坑 1付近土層断面凶（S=1/40) 

造に先行する遺構が確認されている。

lm 

［墳E盛土］

［墳五ド層流路］

［基盤層］

拡張区の状況（凶32) 南区南半の状況と基本的に共通しており、黒色粘土層（上段の58層、下段

の45層、基盤層）の tに墳丘盛士、その上に暗灰黄色士、黒褐色士、厚い耕作土が堆積する。墳E盛

士の下層、基盤層の上面からは土坑6などの遺構が切り込んでいる。

5 .検出遺構

( 1 ）東国大塚古墳に関連する遺構

前方部端について 今回の調査では、東田大塚古墳前方部に相当する部分の墳丘盛土が確認され

ている。盛土の平面的な広がりを見ると、 トレンチのうち北区の全体と南区の北半部、拡張区のほほ

全体まで、盛土の範囲が及んでいる。この盛士の南西端ラインを図29に示しているが、概ねそのライ

ンは西北西一東南東方向に走るものである。調査当初、前方音IS前面の墳端ラインは北西一南東方向を

指向するものと想定された。しかし今回確認された墳丘盛土端のラインは、当初の想定とはやや異な

るものであった。これについては後で検討することとしたい。

周濠状遺構について 東田大塚古墳の周濠状遺構の存在については、すでに過去の調査において

明らかとなっている。しかしその全体像は明らかではなく、少なくとも墳丘主軸を扶んで対称な形態

ではないことがわかっている。今回の調査においても、周濠内の堆積層である可能性を有する土層が
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確認されているが、これも含めて以下で見ていくこととしたい。

検出された墳正盛士の南端付近の状況を見ると、南区の西壁に沿う位置では土坑1により切り込ま

れているが（図33）、東壁に沿う位置では盛土上端のラインが南側へ傾斜して収束し、その傾斜面に黒

褐色～黒色の粘質シルト層（図31-6～8層）、その上層に砂疎層（4・5層）が覆い被さるような状

況が確認できる。これらは土質や堆積の状況から墳丘盛土と判断されるものではなく、また層位関係

から盛土より後出のものであることが明らかである。これらのうち下層にあたる 7・8層などは粘質

土ではあるが、第4次調査（纏向遺跡第147次）第 1トレンチの周濠状遺構で見られた腐植土層などと

は異なるものであった。いずれにせよこの 4～8層は、墳丘の外側に堆積していることは明らかであ

る。以下ではこれらの層およびこれらに相当する土層を「墳丘外堆積」）と呼ぶことにする。

次に墳丘盛土と、その基盤となる黒色粘土層・墳丘下層流路堆積の関係を見ていきたい（図31）。墳

丘盛土は層序関係から、黒色粘土層（84層）や墳丘下層流路堆積（78～83層）の上面に築造されてい

ることが明白である。過去の調査で墳端が確認された部分では、墳丘の下部は基盤層（あるいは古墳

に先行する遺構埋土・包含層）で構成されていることがわかっている。すなわち墳丘際を掘削して削

り出し、その上に盛土を構築していると推定することができる。しかし今回調査部分では、墳丘盛土

ドの基盤層上面レベルと、墳Eより外側と見られるトレンチ南端付近の墳丘下層流路堆積の上面レベ

ルに大差が無く、上記のような削り出し部分が存在しないことがわかる。つまり、今回調査トレンチ

内で前方部前面が推定される部分では、 Zm以上の高さを有したであろう前方部はすべて盛土により

構築されていたと考えられるのである。

このように、前方部前面付近では墳丘構築に伴う掘削が行なわれた痕跡は見られず、付近に周濠状

遺構が存在した可能性は極めて低いと言えるだろう。周辺は西側が低くなる地形環境にあり、仮にこ

の部分に周濠を推定するとすれば、前方部前面の西側に外堤の存在を想定しなければならない。しか

し墳丘際には上記の墳丘外堆積が見られ、明確な滞水層が形成されていない現状からすると、そうし

た想定は根拠を欠くものと言わざるを得ない。

前方部の墳丘盛土 前方部墳丘盛土は基盤層の黒色粘土層上に厚さ約80cmが残存していたが、盛

土の上両はすでに見たように近現代の段階にも削られており、本来の前方部の高さは不明である占第

4次調査（纏向遺跡第147次）の成果から、クピレ部付近では Zm以上の高さが存在したことが明らか

であり、これを参考とすると少なくとも lm以上削平されていると考えられる。

墳丘盛土の士層断面は、拡張区と南区の一部の断ち割り部分において観察することができた（図31

～33）。基盤層起源の黒色粘土ブロックゃにぶい黄褐色シルトブロックを多く含んでおり、厚さ 5～20

cm程度に分層される盛士の単位が確認されている。その構築方法がもっともわかりやすく観察できる

部分としては、南区の中ほど、図29中のE付近の状況が挙げられる。まず図31に示した範囲の北側部

分（D-E間）を見ると、南側に向かつて傾斜するように盛士されていることがわかる（32～53層）。

いっぽうこれより南側では、概ね北側に向かつて傾斜するように積み上げられる（13～29層） 0 また図

32に示した墳丘盛土断ち割り部分の南壁では、東側が低くなるような積み上げ方である（12～37層） 0 
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したがってこの市区中央付近では、北・南・西側からE地点付近に向かつて順次盛土されている状況

を考えることができる。

( 2）束回大塚古墳築造前後の遺構

層位関係から東日太塚古墳築造に先行することが明白な遺構としては、墳正盛土下で検出された土

坑6・7、墳丘下層流路などが存在する。同様に層位関係から古墳築造以後に属することが明らかな

のは、土坑 1のみに限られる。このほか土坑2～5、溝 1などの遺構が検出されているが、これらは

層位的に東田大塚古墳との前後関係を判断することはできない。この前後関係については、後述する

遺物の状況などを参考とし、検討することとしたい。

a 
＋ ＼ り4) , ) 

F 事；点。／

r~1 l?J'°' 
※a、a’l土図29・33、（ ）付番号は阿37に対応

。
。

図34 土坑 1上層土器出土状況（S = 1/20) 

土坑 1 （図33・34) 南区南半部のト

{ レンチ西壁に沿う位置において、この遺

50cm 

構の東半部分が検出されている。平面形

は径1.6m以kの円形のものと推定され、

断面形は底部にむかつてすぼまる揺鉢状

の形態で、検出面からの深さは約90cmで、

あった。この土坑 1は、上面は墳正外堆

積（図33-5～8層）により覆われてお

り、北肩部分は束回大塚古墳の墳丘盛土

上面から、南肩付近は墳正下層流路堆積（36～41層）の上田より切り込んで、いる。したがって士坑 1

は東田大塚古墳の墳正築造後に掘削されたものであり、土坑1埋没後に墳E外堆積が形成されている

ことが明らかである。

土坑内の埋士は上層・中層・下層の 3層に大別が可能である。上層は黒褐色の砂質土（凶33-10～

15層）、中層はオリーブ黒色～黒色の粘質士（16～19層）、下層は腐植土層（20層）や粘質土層（22層）、

砂喋層（23層）、などで構成される。このうち上層と中層では遺物が出土しており、特に上層では南肩

に近い位置を中心に、比較的まとまった量の土器が検出されている（図34）。土器の詳細については後

述するが、いずれも古墳時代前期に属するものと考えられるものであった。

このように土坑 1では、土器の出土が見られたほかは特徴的な遺物は見られなかった。東田大塚古

墳墳丘下層の流路堆積を掘削Lており一定量の湧水が得られることから、井戸のような用途を持つも

のと推定しておきたい。

土坑2 （図35) 南区の南半部、土坑 1の南東側に近接する位置で検出されている。平而形態は径

1.0～1.2mの円形に近いもので、断面形は平坦な底部から急角度で壁面が立ち上がる逆台形を呈してい

る。検出面からの深さは65cm前後で、ある。東田大塚古墳墳E下層の流路堆積層（図31-78～83層）上

面より切り込んでおり、埋没後に墳丘外堆積（図31-4～8層）により上両を覆われている。

埋土は上層・中層・下層に大別され、上層は粘土・シルトブロックを多く含んだ黒褐色土（図35-

1～4層）、中層は黒褐色の粘質シルト（ 5層）、下層は砂喋やシルトブロックを含む黒褐色粘質士
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( 6～10層）で構成される。遺物は各層位に土師

器小片が見られたほか、中層において小型の査（凶

39-24）が完形に近い状態で検出されている。

この士坑 2は土坑 1と同様、東出大塚古墳に先 b 

行する流路堆積層を掘削している。特に底而付近

は流路堆積の中の砂際層（15層）に達しており、

湧水量は土坑 1よりもかなり多いものであった。

断面形態や埋土の状況などを考えあわせると、土

坑2は素掘りの井戸であると理解できるだろう。

土坑3 （図31) 南区の南半部、土坑2の南側

約1.6mで、検出されている。径lm以上の円形の平

面形態を持つものと考えられ、底に向かつて狭く

なる措鉢状の形態を呈している。検出面からの深

さは約50cmで、ある。 上層は黒褐色の粘質土層（54

～ 56層）、中層は黒色粘土層（57層）、下層はシル

トブロックを多く含む粘質士層など（58～63層）

で構成されている。土坑 2と同様、東田大塚古墳

下層の流路堆積上面より切り込んでおり、埋没後

に墳正外堆積により覆われている。

この土坑 3からは古式土師器片が出土している

が、それらは残存率が低く、また量もそれほど多

b' 
＋ 

b 

て守ι→一

※b、b’は図29、

(24）は凶39に対応
。 50cm 

1 黒間色（lOYR.1/1）却粒砂握じり粘買ンルに liOY胞ノ1黒色粘土プロックを2%古む｝
2 品｛褐色（2.5Y3/J；極端荘砂ii!じり粘貫シルト（2.5Y4i2暗灰黄色シルトプロックをJO，古む）
3 黒褐色 l!OYR3/ll極制！l砂埠じI枯質シルト
4 黒梱包 125Y3!1）軒質γルト 12五Y4/2暗Iii黄色ンルトプロックを田部含む）
5 黒樫包 12.CY3/1）匝咽桂砂混じり粘宮γルト
6黒褐色叩判断ンルト日.5Y4，ノ制色川ブロックを30宇治む｝ ！！土坑2埋土j

7 罷有色（2.5守町11朝粧抄現ヒり粘質シルト（経＇＂以トの躍を多量に古む｝
8 黒褐色 12.,Yふ勺）拒咽粒砂担じり粘質ンルト（2.5Hノ1i主灰色γルトプロックを初出合む1

9 t'I プ黒色（5Y3/1)制：ii,i!!tq枯Eシルト（拝5回目干ーの躍を事〈含む）
10黒蝿包 i25Y3/1）租粒紗混じり粘長シルト（25Y4/1シルトアロック5%古む｝
11階反黄色（25Y,;2Jシルト
12匹色「10Y4!llシルト
1.1剛黄色（2.5Y5/2）砂輔（匝1口以下の駅構成）｜［干駅開積］
14黒褐色（IOYRJ;l）粘七～ンルトし席植土，：
15晴庇黄色（2.5Yか叫砂躍層（語水醸しし白）

くはない。また検出範囲も一部分にとどまってお 図35 土坑2平両・断固凶（S = 1/20) 

り、今回の調査では土坑 3の性格を推定し得る資料を得ること

はできなかった。

土坑4 （凶36) I布区の南半部、土坑2の南西に接する位置

C 
十

cl守
で検出されている。平而形は一辺70cm前後の隅丸方形に近いも

ので、深さ10cm程度が残存しているに過ぎなかった。土坑2・

3と同様に東田大塚古墳下層の流路堆積上ー面で検出され、埋土

上面は墳正外堆積により覆われていた。埋土中からは図38に示

した古式土師器が出土しているが、この遺構の性格を推定でき

るような資料は得られていない。

土坑5 （図29) トレンチの南端において、士坑の北肩がわ

C 

64.5ml 

対話誌がrn<

1 黒褐色 (10YR2il）相粒砂混じり粘質シルト
ずかに検出されている。士坑2～ 4と同様に墳丘下流路堆積の ほのプロックを附合剖 ［吋4埋上：

2 暗灰黄色 i2.3Y5/2）シルl ［下回流路堆積］

上面から切り込み、埋没後に墳正外堆積により覆われている。 図36 土坑4平面・断面図（S=l/20) 
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検出範囲がわずかであるため形態や時期は明らかではないが、土坑2や3と類似するものと推定され

る。

土坑6 （図29・32) 拡張区北西隅部分の、東田大塚古墳墳正下層において検出されている。黒色

粘土の上面を覆う暗褐色砂層（図32上段－55層）上面より切り込んでおり、深さは少なくとも60cmを

測るが、さらに深いものと推定される。理土はシルトを含む極細粒砂～細粒砂が中心であり（図32上

段－44～49層、下段ー39～43層）、土師器聾（図39-25）などが出土している。検出範囲が限られてお

り、用途については明らかでない。

土坑7 （図29・32) 南区中央付近の墳正盛土断ち割り部分で検出された。基盤層である黒色粘土

層（図32上段－58）上面より切り込んで、おり、埋没後にその上面に東田大塚古墳墳丘が築造されてい

る。平面形は径lm程度の円形のものと考えられ、深さは約40cmを測る。埋土は主に極細粒砂～細粒砂

で構成され（51～54層）、わずかに古式土師器片が出土している。

溝1 （図29・31) トレンチ南端より 1.2m北側において、東西方向に走る幅1.5～1.8m、検出面か

らの深さ40cm余りを測る溝が検出されている。土坑2～5と同様に、東田大塚古墳に先行する流路堆

積の上面より切り込み、墳丘外堆積により覆われている。埋土（図31-67～71層）は主に黒褐色ある

いはオリーブ黒色粘質土で構成されており、流れの速い流水があったとは考えられない。なお埋土中

からは少量の古式土師器が出土している（図39-26～30）。

( 3）その他の遺構

墳丘下層流路 南区の南半部に広がりをみせる流路堆積が確認されている（図31-75～77層、図

33-36～41層）。この流路はすでに見たように、層序関係から東田大塚古墳築造に先行することが明ら

かである。トレンチ南端より約 9mのあたりで基盤層の黒色粘土層を切り込む北肩が検出されている

が、南肩についてはトレンチ内で確認されておらず、幅 9m以上の規模を有することがわかる。

周辺地形より東から西へと流水があったものと推定される。流路内の埋土は砂疎層や黒褐色の腐植

土層、暗灰黄色のシルト層などで構成される。一部断ち割りなどの結果、この流路堆積からは遺物は

1点も検出されていない。

なお第4次調査（纏向遺跡第147次）の第 1トレンチ南半部においても、同様の流路の存在が確認さ

れている。この流路は東田大塚古墳との前後関係は明らかではなかったが、遺物が含まれていなかっ

たことから古墳に先行する可能性が高いものと推定された。今回調査の流路と同様にトレンチ内では

北肩のみが確認されており、概ね南東から北西方向に流れるものと考えられた。両者は30m余りの距

離を隔てて検出されているが、その状況から見て一連のものである可能性が高いと言えるだろう。

6 .出土遺物と遺構の時期

今回の調査ではコンテナケースで8箱分の古式土師器が出土している。図37～42では、これまで見て

きた遺構に伴う遺物のほか、墳正外堆積や墳正盛土中に含まれていた土器を可能な限り抽出して図示

している。なおこれらの土器の法量・形態的特徴・調整・色調ついては、出土土器観察表（表2）に
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図38 土坑4出土土器（ S = 1/3) 

記すこととし、以ードでは遺構・土層別に概要を確認し、その所属時期を検討したい。

土坑 1出土遺物と時期（図37) 童や壷、小型丸底鉢、小型器台、高杯などの器種が確認されてい

る。このうち加飾の見られる高杯（15）などはやや古い様相のものと考えられるが、外国をタテハケ

により仕上げる輩（ 6）や、口縁端部の内側が肥厚する翠（ 3）、複合口縁を有する小型丸底鉢（ 9) 

などは、布留 0式則に属するものと考えられる。したがって土坑1の所属時期は、東田大塚古墳築造

直後の布留 0式期頃に考えることができる。

土坑4出土遺物と時期（図38) 体部に縄目状のタタキ痕を残す広口壷（20）のほか、体部外面に

タタキ調整を施す輩、底部に穿孔を有する壷と思われる個体がある。これらは庄内式期を中心とする

時期のものと考えられるが、さらに限定して考えることは難しい。ただし出土土器が東田大塚古墳築

造時期よりも古い様相を示すことから、士坑4は古墳築造に先行するものである可能性が高いと言え

るだろう。

その他の遺構出土遺物と時期（図39) 士坑2出土の小型蓋（24）は庄内式期の古い段階にすでに

見られる形態であり、庄内式期に属するものである一可能性が高いと言えるだろう。士坑6出土の翠（25)

は口縁部がわずかに内湾し、体部にヨコハケ調整が施されるという布留形査の特徴を持つ一方で、口

縁端部が上方につまみ上げられるという庄内形蓋の特徴を有する。この個体は布留 0式期古相に属す

るものと考えられるだろう。溝 1出土土器は、口縁端部をつまみ上げるタタキ斐（28）など、いずれ

も庄内式期に属するものと考えられる。庄内式期のうちでも中頃から後半に属するものと推定される。

各遺構の時期は、概ね上記の遺物が示す時期と同様に考えられる。東田大塚古墳築造との前後関係

については、士坑 6は層序関係から先行することが明らかであるが、士坑 2.講 1についても先行す

42 



0 10cm 
ト一一一一一一一←ー←ーで一一一一一一一一一一→

子二4トイ

、、

＼ 、

，’e ， 

29 

¥ 

、、
[24 土坑2、25 土坑 6、26～ 3かー拡 1J 

図39 土坑2・士坑6・溝1出土土器（S = 1/3) 

。

間40

10cm 

三ご 35 

一一一～一一一一一ー－ ---:_;::;;;.. --一一 ＝ー － = ---- 一一一ーミミ－－
一一」ミζ－一三弓：＝＝－－

五二工＝一一一一「～＼ー ←一一一一一一一一

、、

一一

， ， 
墳正外堆積層出土土器（S = 1/3) 

竹 28

る可能性が高いと言えるだろう。 このほか出土遺物を図示できなかった土坑3・士坑5などについて

も、明確に布留式期に下る遺物が含まれていなかったことから、古墳築造に先行する可能性が高いと

思われる。

墳丘外堆積出土遺物と時期（図40) ここに示した土器は、いずれも墳丘外堆積の下層に相当する

土層（図31-6～ 8層など） より出土したものである。複合口縁を持つ小型丸底鉢（31）は士坑 1出
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土のもの（ 9）に類似しており、同時期のものと考えられる。大型の複合口縁査である（33）は二次

口縁部が外反する形態であり、梅木分類の形態3に相当し、布留 1式期頃の時期が考えられる。この

ほかの土器についてはこれらよりも古い様相を持つものであり、墳丘外堆積の下層は概ね布留 1式頃

までに形成されたと考えてよいであろう。したがってこれらの層は、東田大塚古墳築造後の早い段階

から形成されはじめたものと理解される。

墳丘盛土出土遺物と時期（図41・42) 今回の調査では墳正盛土の一部を断ち割ったに過ぎない

が、比較的多くの土器が出土している。聾は体部に矢羽根状のタタキ痕を持つ個体（44）など、多く

は庄内式期の聾の特徴を有しているが、中には体部外面をヨコハケ調整で、仕上げる個体（45）や口縁

端部の内側が肥厚する個体（48）など、布留形聾の特徴を有するものがみとめられる。他の器種につ

いてもやはり庄内式期新相の様相を持つ個体が目立つが、小型丸底壷（77）～（80）などは布留 0式期

に下るものと見てよいであろう。これらの遺物の示す時期は、これまで考えられてきた東田大塚古墳

の築造時期（布留 0式期）に矛盾するものではない。

7 .墳丘の形態と築造方法について

今回の調査は、前年度の第4次調査（纏向遺跡第147次）に引き続いて東回大塚古墳の前方部形態の

解明を目的とするものであった。以下で確認された遺構や土層の性格を踏まえ、東田大塚古墳の墳丘

形態について検討することとしたい。

( 1)墳丘形態について

前方部前面の墳端 今回の調査目的の一つは、東田大塚古墳前方部前面の墳端を確認し、墳正全

長を明らかにすることであった。過去の調査成果から、東田大塚古墳の前方部は後円部より南西側に

向かつてのびることがわかっている。従って墳丘主軸ラインは北東一南西方向を向いており、主軸に

直交するであろう前方部前面の墳端ラインは、北西ー南東方向に走るものと推定できる。しかし調査

により得られた盛土端のラインは、西北西一東南東方向に走るものであり、当初の想定とはやや異な

るものであった。このような結果が得られた要因について、以下のようなことが考えられるだろう。

まず考えられるのは、前方部の平面形態が、これまで想定されているものとは異なるものであると

いうことである。上記のように、前方部が後円部の南西側に存在し、墳丘主軸が概ね北東南西方向

を向くものである可能性は高い。しかし現状では前方部北側面が後円部から約40mの地点まで検出さ

れているのに対し、前方部南側ではクピレ部に近い位置が押さえられているに過ぎず、前方部前面付

近の墳丘幅は明らかになっていない。仮に前方部幅が想定より狭いものと考えるなら、今回確認され

た墳丘盛土の端が、前方部南西隅に近い位置にあたる可能性も否定できない。

また前方部幅が従来の想定どおりのものであったとしても、前方部前面の墳端ラインが直線的なも

のではなく、突出部のようなものを有している可能性も考えられる。今回確認された盛土の端が、そ

うした突出部の側面に相当するのであれば、想定される墳端ラインとの姐離は理解できる。

もう一つ考えられることとしては、前方部前面の墳端ラインは従来の想定どおりのものであり、今
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回の調査地部分が何らかの要因により改変されているということである。既に見たように、墳丘盛土

の外側に形成される墳丘外堆積は、古墳築造後の早い段階から形成されていると考えられた。しかし

墳丘の崩落が早い段階に進行したと仮定すれば、墳丘外堆積の時期もそれほど新しくはならないであ

ろう。

実際どのような要因によりこうした調査成果が得られているのか、現段階で判断することは難しい。

今回の調査トレンチ幅は 2m以下の狭いものであり、全長100mを超える墳正の中ではわずかな部分に

過ぎない。したがって今回得られた想定外の墳端ラインを過大に評価して解釈することは避けるべき

であろう。現状では前方部前面ラインの方向は従来の想定どおりである可能性が高いと理解し、今後

の調査において上記の問題点の解明を目指したい。

墳丘規模 図43に東田大塚古墳の墳丘復元案を示している。後円部および前方部側面形態の推定

については、第4次調査の報告（註5文献）において記しているのでここでは省略し、墳丘規模につ

いてのみ触れることとしたい。

第2次調査（纏向遺跡第106次）第 1トレンチで確認された後円部北東端と、今回確認された墳正盛

土の南西端の聞の距離は約120mを測る。したがって今回の調査成果から、東田大塚古墳の全長は120

mかそれ以上であることが明らかとなった。先に見たように前方部前面の墳端は明確にされたと言い

難い状況にあり、正確な墳丘全長は不明としなければならない。拡張区の中で墳丘盛土が収束しつつ

あることから、現状では墳丘全長は約120mと考えてよいと思われるが、正確な数値については今後の

調査により明らかにすることとしたい。

( 2）墳正の築造方法について

墳丘築造前の環境 今回の調査においては、東田大塚古墳の築造に先行する遺構が複数確認され

ている。最も古く考えられるのはトレンチ南側の墳丘下層流路であるが、これは古墳築造段階では既

に完全に埋没している。

このほか古墳築造の直前段階にあたる庄内式期の土坑や溝が検出されている。過去の調査でも、墳

丘の断ち割り調査を行なった後円部北側（第3次調査）や前方部のクピレ部寄りの地点（第4次調査）

では、墳正下に存在する庄内式期～布留 0式期の遺構が確認されている。また今回の調査では、墳丘

盛土中から同様の時期の土器が多数出土している。これらの土器は、古墳築造に先行する時期の遺構

に伴うものであったと推定される。

上記のようなことから、東田大塚古墳が築造された場所には、それ以前の遺構が比較的高い密度で

存在し機能していたと考えることができる。したがって東田大塚古墳の築造にあたっては、これらの

遺構は破壊されて機能を失い、墳丘盛土下に埋没する結果となったと考えられる。

墳丘の構築方法 今回の調査範囲内では、厚さ80cm程度の墳丘盛土が残存していたが、その下部

に基盤層（あるいは古墳に先行する遺構埋土・包含層）の削り出し部分は見られなかった。過去の調

査で確認されている墳端の状況を見ると、第3次調査（纏向遺跡第113次）の後円部北西端では、高さ

lm近くの基盤層削り出し部分が存在し、第4次調査（纏向遺跡第147次）の前方部北側・南側の墳端

-47-



＼ 

／〈戸＼九
二ジY ’T、

ーも戸 、＼

.・/ '¥:・・. 
Jシ 〆＼九

. // ¥, . 
／ ／＼ふ 2主

タ〆 、も主婦
ノ与〆 1Y, t ョ

バ｝〆 ／ c&
／ ・主 f寸は 一

主：＝士f 恥 － h 一一一一－－＇＂t 纏声］遺跡次数

同43 東回大塚古墳墳丘復元案（S = 1/800) 

でも場所により差は見られるが0.5～ lmの削り出し部分が存在している。しかし、第2次調査（纏向

＼
 

＼
 

＼
 

＼ 

＼
＼

h

一

丸、

山

遺跡第106次）の後円部北東端では削り出し部分が確認されておらず、今回確認された状況と同様であ

る可能性が考えられる。

このように東田大塚古墳では、墳丘の各部において構築方法が異なっていることがわかる。また墳

丘の構築と関連するであろう周濠状遺構の掘削についても、これまでの調査成果から墳丘の周囲を均

iこ巡るものではないことがわかっている。東田大塚古墳は奈良盆地の東縁に位置しており、概ね東
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側が高くて西側が低くなる地形環境にある。緩やかではあるがこうした傾斜地形にあることが、墳丘

各所における構築方法の差を生じる要因として考えられるだろう。

8. まとめ

今回の調査では、東田大塚古墳の前方部前面付近の墳丘盛土を検出することができた。前方部前面

の墳端ラインは明確にできなかったが、これにより墳丘全長は約120m、前方部長は約50mに推定する

ことが可能となった。これまで東田大塚古墳は、後円部径：前方部長の比率が2: Iとなる「纏向型

前方後円墳Jの一例と見られていたが、今回の調査成果からは、その比率はおよそ1.4: 1になると考

えることができる。すなわち東田大塚古墳は、「纏向型前方後円墳Jとは異なる墳E比率を持つもの

であると言うことができる。東田大塚古墳の築造時期は、纏向石塚や矢塚などの「握向型前方後円墳」

よりも一段階新しく、最古の定型化した前方後円墳とされる箸墓古墳と前後する時期に見られている。

上記のような墳丘の状況から東田大塚古墳は、「纏向型前方後円墳Jから定型化した前方後円墳へと

いう発展過程の中での、過渡的な存在として位置付けられるのではないだろうか。

今回を含めた 5次にわたる調査を経て、少しずつではあるが東田大塚古墳の全体像が明らかになり

つつある。しかし前方部形態の把握は、現状では不十分であると言わねばならない。前方部の南側面

や前面の墳端ラインを確認し、その平面形態を明らかにすることが今後の課題である。

（福辻）

I註記1
1）石野博信（編） 200s r大和・纏向遺跡』 学生社

2）橋本輝彦（編） 2006『東田大塚古墳』 （財）桜井市文化財協会

3）ここで示している東回大塚古墳の既往の調査・古墳の評価に関しては、特に示したもの以外は註記2）文献を参考として

いる。

4）清水真一 1993『纏向遺跡・第69・70次発掘調査報告書』 桜井市教育委員会

橋本輝彦 2006「既往の調査」『東田大塚古墳』 （財）桜井市文化財協会

5）福辻淳 2008「纏向遺跡第147次（束回大塚古墳第4次）発掘調査報告Jr桜井市平成18年度国庫補助による発掘調査報告

書』 桜井市教育委員会以下第4次調査に関連する事項については、この文献を参考としている。

6）註5）文献参照。

7）「墳丘外堆積」という呼称は、墳丘の外側に堆積するあらゆる士層を包括し得るものであり、本文中で意図する土層の性格

を示す語としては最適とは言えないだろう。しかしこれらの土層は遺構内の埋土ではなく、墳端から外側の一定範囲に形

成されているものと考えられるため、こうした呼ぴ方を採用することとした。

8）梅木謙一 2006「東田大塚古墳出土の大型複合口縁壷検討J『東回大塚古墳』 （財）桜井市文化財協会

9）寺沢薫 1988「纏向型前方後円墳の築造Jr考古学と技術j同志社大学考古学シリーズW

10）橋本輝彦 2006「纏向古墳群の調査成果と出土土器」『東田大塚古墳j （財）桜井市文化財協会
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法量（cm) 形態的特徴

表 2 纏向遺跡第153次出土土器観察表

調整など図番号 写真図版 残存 そのイ也
出土遺構

｜遺物の種類
層位

色調（外面）

図37 1 I図版35 1 

図37 2 I図版35 2 

図37-3 I図版35-3 

図37-1 I図版35-4 

図37 5 I図版35 5 

図37 6 I図版35 6 

阿37ー 7 図版35 7 

同37-8 関版35 8 

同37-9 阿版35 9 

凶37 10 I凶版35 10 

円頚古II
2/3 

図37 11 I図版35 11 

土坑 l
上屑

イシ

土師器

楚

土師器

斐

土師器

護

上師器

業

よ師器

主主

上師器一

発

土師器

発

土師器

小型鉢

（外）調整不明瞭

（内） I.J縁付近はヨコナデ、休部はケズリ

口縁はほぼ直線的に！ムカ旬、端部を丸くおさめる。肩｜（外）口縁付近はヨコナデ、体部はタタキ
U径（12.olI I 

部は丸みを帯びるの ｜（内） I.J縁付近はヨコナデ、休部はケズリ

口縁部はほぼ直線的に仰ぴ、端部の内耐を肥厚させる｜（外）口縁付近はヨコナデ、体部は不詳
μ径（14.7lI形態。 ｜（内）μ縁付近はヨコナデ、休部はケズリ

口縁部は外反して広がり、端部はやや上方へ届附する。｜（外）口縁付近はナデ、体部はタタキ
口径 12.9 I I 

体部は球形に近く、肩部の張りは弱い。 ｜（内） I.J縁付近はナデ、休部はケズリ

口縁部はやや外反し、端部をわずかにつまみ上げる形｜（外）口縁付近はヨコナデ、体部はタタキ
口径（13.s)I I 

｜（内） I.J縁付近はヨコナデ、体部はケズリ

U径（9.8) U縁部が短く、肩部の振りは弱いc

（外）口縁部はヨコナデ、体部は粗いタテハケ

（内）口縁付近はヨコナデ、体部はケズリ

（外）口縁部はヨコナデ、体音15はタタキ

（内）口縁付近はヨコナデ、体部はケズリ

（外）口縁～体部はナデ

（内）円縁部はヨコナデ、体部はケズ ＇）

（外）口縁付近はヨコナデ、体部はナデ、指オサエ

（内）円縁付近はヨコナデ、体部はケズリ

j 器高 6.9 ｜小型の鉢あるいは鷲とも見られる個体。U縁部は短く、！
土師W I I I （外）口縁部はヨコナデ、体部はタテナデか

i口径 8.0 ｜端部は丸くおさめるu 体部は球形に近い形態。底部は｜
小型丸底鉢｜ ｜ ｜（内）全体にナデ調整と見られる

！胴径 8.5 ｜丸底。 ' 

にぶい黄燈色 l口縁～肩部

(JOYR7/3) I 1/4 

にぶい符色 ｜口縁～肩部

(7.5YR7/ 4) I I/ 4 

にぷい符色 ｜口縁～肩部

(7.5YR7/4) I 1/6 

灰白色 i口縁～胸部

(lOYR7 /1) I 1/2 

にぶい符色 日縁～肩部

(10YR7/3 1 '8 

にぶい黄校色 体部

(10YR7々； I 3 

にぶい黄樫色｜口縁～同部

(10YR5/3) I 1/5 

にぶい黄燈色｜口縁～体部

(lOYR7 /2) I 1/6 

極色 ｜全体

(7.5YR7/6) I 2/5 

にぶい黄褐色｜
｜ほl:f完形

(lOYR5/3) 1 

口径 10.5 

- I （外）口頚部はタテミガキ、その端部外側の面には l
口頭部は外反して広がる形態。その端部の外側lは向｜ ｜にぷい掻色

」 ｜ 波状文を施す ｜ 
が形成されている。 I I (7.5YR6/4) 

I （内）円頚部はタテミガキ、端部付近に波状文 I 

凶37 12 I凶版36 12 

図37 13 I図版36 13 

図37-11I図版36-14

イシ

胴径（叫｜球形の体部を持つわ日縁底部の形態は不明。

U縁部は直線的に伸びるが、端部の形態は不明。肩部

は丸みを帯びるa

｜」縁部は直線的に広がる形態で、端部は上方につまみ

kげられる。体部は半球形のものと考えられる。

やや外傾する複合U縁を有し、体部は半球形を呈する D

底部は丸底。

日符 9.8 

土師器
｜口符（9.0)

小型丸底鉢

よ師器

壷

イシ

土削i器
小型器台

土師器

高杯

脚部は上半が外反して広がり、それより下方では直線 l
I ｜（外）脚部はタテ方向のミガキ

l肉径 11.1 I的に太きく広がる形態。中ほどに刊形の透孔を 3}j向 i
｜ ！（内）脚上半にシボリ痕、下半にハケメが残る
｜に配しているの ! 

口縁部はやや外反して大きく広がる形態コその端部は｜（外）口縁部はナナメハケの後タテミガキか

丸くおさめる。 ！（内）タテ方向のミガキか
υ径 25.7

にぶし‘黄授色 11.阿部

(1DYR7/1) I 1/2 

中主主の脚柱部を持ち、脚裾部は外反して広がる形態。 I （外）（内）ともに調整不明瞭

凶37-15I凶版36-15

。 土師器

高河：

夜色

(5YR7/6) 

将色

(5YR7/6) 

l i縁部

2/3 

脚村部付近

全周

口径 22.7 

I不首Eは、皿状の休部に大きく外反する口縁部が伴う形｜（外）杯部の大半はタテミガキ、口縁端の面と口縁

態3 円れ状の脚,ft部は巾実で、脚W.l'iF,は外反して広が｜ 下端付近に波状文 脚部は不明瞭 ｜にぶい桜色

る。なお口縁端部外慣IJのI向と口縁下端の外前iには、貼 I(IJオJ刻、部の大半はタテミカ台キ、口縁端部付近には I(7.5YR6/4) 

付竹筒文が見られるc ｜ 波状文を施す

！印裾部以外

4/5 

図37 16 I図版36-16

関37 11 I I刻版36 17 

図3s 1s I凶版36 1s I 土坑4

よ坑l
中層

’F 

士帥号ii
高原

上師器
高内；

士師器

高杯

口径 11.0 
域形の杯部を持ち、その口縁端部は丸くおさめられる。

脚部は杯部の直下より広がる形態。

（外）全体にタテハケの後にナデ壮 Uf
（内）杯部、脚部ともにナデ

キガd
v
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土師器 ｜ ｜口縁邦はやや外反して広がる形態。端部には蘭が形成｜（外）円縁部はヨコナデ、体部はタタキ
斐 ｜口径（即）｜ 口 ｜ I ｜されるc 肩部の振りは弱い。 ｜（内）口縁～体部はナデか

浅黄色

(2.5Y7/3) 

／：｝己責褐色

(1DYR6/2) 

黒褐色

(10YR3/2) 

杯i'i日
全j司

脚柱部Hi.Ii:
全周

口縁～屑部

1/3 



図番号 写真図版
出土遺構

遺物の種類 法量（cm) 形態的特徴 調整など 色調（外面） 残存 その他層f立

図38-19 図版36-19 土坑4
土師器 口径（12.9) 口縁部はほぼ直線的に広がる形態で、端部は丸くおさ （外）口縁部は調整不明瞭、体部はタタキ にぶい控色 口縁～肩部
要 胴径（10.8) める。体部は球形状と見られ、肩の張りは弱い。 （内）調整不明瞭 (lOYR6/4) 1/7 

土師器 口径（17.0)
口縁は外反して広がる形態で、端部には面を形成し、 （外）口縁付近はヨコナデ、体部には縄目状の痕跡

にぷい黄褐色 口縁～胴部 純日状の図38-20 図版.37 20 今 そこに耳目い沈線が巡る。体部上半は丸みを帯びており、 を残すタタキが施される。
壷 胴f壬（27.6)

球形に近い形態の体部形態が推定される。 （内）口縁部、体部ともにナデ
(10YR5/3) 1/4 タタキjJl

図38-21 図版36-21 ~ 
士師器

底径 3.8
底部は突出するものではなく、底面の中央付近が凹む （外）体部はタタキ にぶい黄褐色 底部

碧 形態。 （内）ナデか (10YR5/4) 全周

図38-22 図版37-22 今
土師器 ， 胴径 (11.8) 底部はやや突出する形態で、底面の中央付近が凹む形 （外）体部下半はタタキ 糧色 底部付近
棄 底径 3.7 態。体部は球形に近い形態。 （内）ナデか (5YR7/6) 会周

土師器 底部はやや突出気味で、底面には径0.6c皿程度の穿孔
（外）体部下半はタテハケの後にナデか

灰黄色 底部付近図38-23 図版37 23 ,,. 
壷？

底径 4.1
が焼成前に開けられている。

（内）体部下半ナデ調整か。底部近くに板状工具に
(2.5Y5/2) 全周

よるであろう圧痕が見られる

器高 8.4
ほほ直線的に伸びる短い口縁部を持ち、その端部は丸

図39-24 図版37-24
土坑2 土師器 口f宝 10.1

くおさめられている。肩部の張りは弱〈、体部下半は
（外）口縁部はヨコナデ、体部はタテナデ 灰白色

ほほ完形5層 妻 胴径 9.7
丸みを帯びる。底部は突出しない平底。

（内）口縁付近はナデと見られ、体部はケズリ (2.5Y7/l) 
底径 2.2

土師器
口縁部はわずかに内湾する形態で、端部は上方へつま （外）口縁付近はヨコナデ、体部は概ねタテハケの

にぷい黄櫨色 口縁～肩部図39 25 図版37-25 土坑6 口径 (16.2) み上げられる。肩部は丸みを帯び、球形に近い体部形 後にヨコハケ
楚

態が推定される。 （内）口縁付近はヨコナデ、体部はケズリ
(10YR7/3) 1/4 

図39-26 図版37-26 溝 1
土師器

口径 (11.7) 口縁部はやや外反する形態で、端部は丸くおさめる。
（外）口縁部はヨコナデ、体部はタタキ にぷい黄櫨色 口縁～肩部

護 （内）口縁部、体部ともにナデ (10YR6/3) 1/6 

図39-27 図版37-27 ’， 
土師器

底径 3.2
底部は突出するものではなく、底面の中央付近が凹む （外）体部下端付近はタタキ にぶい讃色 底部

楚 形態。 （内）底部付近に放射状にハケメが見られる (7.5YR6/4) 全周

図39-28 図版37-28 4シ
土締器

口径 (13.4)
口縁部は外反して伸ぴる形態で、端部は上方につまみ （外）口縁部はヨコナデ、体部はタタキ 燈色 口縁～肩部

棄 上げられる。肩部は丸みを帯びる。 （内）口縁部はナデ、体部は調整不明瞭 (2.5YR6/8) 1/4 

図39-29 図版37-29 今
土師器

底径 3.7
底部はやや突出するもので、底面の輪郭部分がつまみ （外）体部下半はナデ、底部付近は指オサエ にぶい黄褐色 底部付近

域形鉢？ 出され、底面の中央部が凹む形態。 （内）体部下半はナデか (10YR5/3) 会周

図39-30 図版.37-30 /,, 
土師器

口径 (18.9)
口縁部は短くやや外反し、端部の外側には面を有する。 （外）口縁付近はヨコナデ、体部は不明瞭 灰オリープ色 口縁～体部

鉢 体部は丸みを帯び、半球形に近い形態のものと見られる。 （内）口縁部、体部ともにナナメ～ヨコナデ (5Y4/2) 1/6 

図40-31 図版38-31
墳丘外堆積 土師器

口径（6.5)
やや外傾する複合口縁を有し、体部は半球形を呈する。 （外）全体にナデか 産色 全体

下層 小型丸底鉢 底部は丸底。 （内）口縁部付近はナデ、体部はケズリ (5YR6/6) 1/6 

土師器 胴径 8.6 体部の下半で胴部最大径を測る下膨れの休部形態。
（外）体部の調整不明瞭 口縁から体部・底面にか

灰黄色 体部以下図40-32 図版38-32 ク

責 底径 3.7 底部は突出しない平底。
けて赤彩が残存

(2.5Y7/2) 全周
外面に赤彩

（内）体部はナデ調整

図40-33 図版38-33 ク
土師器

口径（29.3)
複合口縁を有する大型の壷。頭部と休部の境界部分の （外）口縁部から頭部はヨコナデ にぶい黄褐色 口縁～頚部

大型壷 外面に突帯が巡らされる。 （内）口縁部から頭部はヨコミガキ (lOYR5/4) 1/5 

土師器
短く中空の脚柱部を持つ低脚の高杯。脚裾部は脚柱部 （外）脚柱部にタテ方向ナデ、脚裾部にタテハケ残

にぷい棒色 脚柱部付近図40-34 図版38-34 /,, 脚径 (11.9) より屈曲して大きく広がり、円形の透孔を 4方向に配 る
高坪

する。 （内）脚部はナデか
(7.5YR7/4) 全周

土師器
半球形に近い塊形の杯部を持つ低脚の高杯。短く中空

（外）杯部はヨコミガキ、脚部は調整不明瞭 にぶい赤褐色 杯～脚上半関40 35 図版38-35 今

高杯
口径‘ 11.8 の脚柱部を有し、その下端から屈曲して広がる脚裾部

（内）杯部はタテミガキ、脚部はナデか (5YR5/4) 全周を持つ。



図番号 写真図版
出土遥構

遺物の種類 法量（cm) 形態的特徴 調整など 色調（外面） 残存 そのイ也
層位

墳丘外堆 土師器
口縁部が直線的に外側上方へ仲ぴる杯郊を持つ。胸部

（外）杯部は調撃不明瞭、胸部はヨコミガキ 積色 脚柱部付近
図40-36 図版38-36

積｜、層 高杯
は中空の脚柱部と脚裾部の境界が不明瞭で、円形の透

（内）杯部は調整不明瞭、脚柱部にシボリ痕 (7.5YR6/6) 全周
孔が3方に配される。

図,11-37 図版38-37 墳丘盛十令
土師器

U径 (11.6)
口縁部は外反する形態で、端部近くで上方へ屈曲する。 （外）日縁部はナデ、その下端にはタタキ痕語、 にぶい賞褐色 口縁部

普主 端部は）Lくおさめられる。 （内）口縁部はナデ調整 (10YR6/4) 1/7 

図41 38 凶版38 38 .,. 土師器
口径（11.8)

口縁部は外！止して広がる形態で、端部は丸くおさめら （外）円縁部はヨコナデ、体部は調整不明瞭 燈色 口縁～肩部

雪量 れる。 （内）口縁部はナデ、体音｜；はケズリか (5YR6/6) 1/10 

肉41 39 凶版38 39 そ少
土師6if

日f圭（14.6) 直線的に伸びる日縁部。その端部はメLくおさめられるc
（外）口縁部はヨコナデ にぶい黄澄色 w若貴E

3量 （内）口縁部はヨコナデ (10YR7/3) 1/8 

士師器： 口縁部はわずかに外反する形態で、端部は丸くおさめ
（外）口縁部はナデ、体部には細かいヨコハケ状の

桜色 日縁～｝百
凶41-40 図版38 40 .,. 口f圭 (11.2) ものが残存

~ られる。肩部は丸みを帯びる。
（内）ロ縁部は不明瞭、体部はケズリ

(5YR6/6) 1/7 

図41 41 図版38-41 ，， 土師器
口径（12.4)

口縁部はほぼ直線的に仲ぴ、端部をわずかに外側へつ （外） U縁部はヨコナデ、体部はタタキ 浅黄符色 口縁～肩

斐 まみ出す形態。肩部は丸みのある形態。 （内）調整不明瞭 (lOYRS/3) 1/8 

図41 42 関版38 42 今
土師器

口径（16.0)
は縁部はやや厚手でほぼ直線的に伸び、端部は丸くお （外）口縁部から体部上端付近にナナメハケ にぶい符色 ロ縁～肩部

望主 さめられる。 (I／す）口縁部はヨコハケ、体部はケズリ (7.5YR6/4) 1/5 

図41-43 同版39 43 ぞ〉
上師祷

U径（14.0)
U縁部はわずかに内湾して、端部をつまみ上げる形態。 （外）口縁部はヨコナデ、休部はタタキ にぷい樟色 ｝百部付近

事主 肩部はやや丸みを帝ぴる。 （内）口縁部は調整ィ、明瞭、体部はケズリ (10YR6/4) 全周

印ωーー

図41-44 図WJi38 44 ’， 
上師際

U｛圭 03.9)
口縁は外j止して広がる形態で、端部はつまみ上げられ （外）円縁部はナデ、体部には矢羽根状のタタキ痕 程色 口紘～肩部

主量 る。 （内）口縁付近はナデ、体部はケズリ (5YR7/6) 1/4 

図11-45 図版39 45 h 
土師器 口径； (15.0) 口縁部は外i止する形態で、端部は外闘がやや肥厚する。 （外）口縁部はヨコナデ、体部はヨコハケ にぶい褐色 口縁～胴部

き量 1同f辛（18.8) 体部は」Lみのある形態。 （内）口縁部はヨコハケ、体音iはケズリ (7.5YR5/3) 1/3 

図41 46 凶版39 46 今
土師器

口径 13.7 
円縁部は直線的に広がる形態で、端部はつまみ上げら （外）口縁部はヨコナデ 浅黄色 U縁部

護 れる。 （内）口I尋部はヨコナデ (7.5YR8/3) 1/7 

士師器
口縁部は中ほどでは内湾気味であるが、端部付近は外

（外）ヨコナデ 以「1色 頭部付近
図41-47 図版39-47 ク 口径（14.3) 反する。円縁端部には不明瞭な面を有し、弱い沈線が

で立佐If 
巡らされている。肩部は大きく張るものではない。

（内）ヨコナデ ヨコ方向の砂粒の勤きがみられる。 (7.5YR8/2) 全周

図41-48 図版39-48 .,. 土師器
口径 (16.0)

口縁部は直線的に伸びる形態。 υ縁端部は内側に！肥厚 （外） U縁部はヨコナデ にぶい符色 口縁部

斐 する。 （内）口縁部はヨコナデ (7.5YR6/4) 1/8 

図41 49 図版39 49 ,, 士郎器
口径（15.6)

U縁部は外反して広がる形態。口縁端部は丸くおさめ
（外）（内）ともに調整不明瞭

明褐色 口縁部

斐 る。 (7.5YR5/6) 1/6 

図41 50 関版39 50 今
上師日，）＇ μ径（17.9)

日縁部はやや外反して広がる形態で、口縁端部はつま （外）円縁部はヨコナデ 灰黄褐色 口縁部

斐 み kげられる。 （内）口縁部はヨコナデ、休部はケズリ (10YR4/2) 1／呂

図41-51 図版39 51 ’， 
上向jj;l,t

口f宝 (17.3)
口縁部はほぼ直線的に伸びる形態で、ロ縁端部は外恒u （外）口縁部はヨコナデ にぷい按 口縁部

苦主 上方へつまみ kげられる3 （内）調整不明瞭 (7.5YR6/4) 1/5 

図H-52 図版39 52 ’， 
土師器

口径（216)
日縁部はやや外反して広がり、口縁端部はつまみ上げ （外）口縁部はタテハケの後ヨコナデ にぶい黄澄色 υ縁部

棄 られる形態。 （内）口縁部はヨコハケの後ヨコナデ (10YR6/4) l/8 

土師器
口縁部はやや外反する形態。その端部はつまみ上げら （外）口縁部はヨコナデ、体育iはナナメハケ

浅黄色 n縁～肩部
図41-53 図版39 53 ／，》 口1f(16.3) れ、外側に沈線が巡る。肩部は丸みを借びており、球 （内） U縁部はナナメハケの後ヨコナデ、体部はケ

苦主
形に近い体宮II形態が推定される。 ズリ

(7.5YR呂／4) 1/5 



図番号 写真図版
出土遺構

遺物の種類 法量（cm) 形態的特徴 調整など 色調（外面） 残存 そのイ也
層位

土師器 口縁部はわずかに外反する形態で、端部はつまみ上げ
（外）口縁部はヨコナデ、体部はタテ・ナナメハケ

援色 口縁～肩部
図41-54 図版39-54 墳丘盛土 口径 17.2 の後ナデ

事主 られる。肩部はやや丸みを帯ぴる。
（内）口縁部はヨコナデ、体部はケズリ

(5YR7/6) 全周

図41-55 図版39-55 .. 土師器
口径（19.6)

日縁部はやや厚手で大きく広がるものではなく、口縁 （外）口縁部はヨコナデ、体部はタタキ 燈色 口縁～肩部

事車 端部は丸くおさめられる。肩部はやや丸みを帯びる。 （内）口縁部はヨコナデ、体部はナデ (2.5YR6/6) 1/4 

図42-56 図版40-56 今
土師器 口縁部はわずかに内湾して、端部はややつまみ上げ気 （外）口縁付近はヨコナデ 糧色 口縁部

護 味の形態となっている。 （内）口縁付近はヨコナデ (5YR7/6) 1/12以下

図42-57 図版40-57 今
土師器 ’ I 口縁部はやや厚手で外反して広がる形態。端部には不 （外）口縁付近はヨコナデ 様色 口縁部

費 明瞭な面が形成される。 （内）口縁部はヨコナデ、体部はケズリ (5YR7/6) 1/10以下

図42-58 図版40-58 4シ
土師器 口縁部は外反した後に上方へ屈曲する形態。端部は丸 （外）口縁部はヨコナデ 褐灰色 口縁部

斐 くおさめられる。 （内）口縁部はヨコナデ (7.5YR5/l) 1/10以下

図42-59 図版40-59 .. 土師器 口縁部はほぽ直線的にひろがり、端部を上方へつまみ （外）口縁部はヨコナデ にぶい櫨色 口縁部

菱 上げる形態。 （内）口縁部はヨコナデ (7.5YR7/4) 1/10以下

図42-60 図版40-60 .. 土師器 口縁部は短く内湾する形態で、端部はつまみ上げられ （外）調整不明瞭体部はタタキか 黄灰色 ロ縁～肩部

饗 る。肩部の張りはあまり強くない。 （内）調整不明瞭 (2.5Y4/l) 1/10以下

図42-61 図版40-61 .. 土師器 口縁部は直線的に伸びる形態で、端部は内側上方へ肥 （外）口縁部はヨコナデ にぶい褐色 口縁部

藷 厚する。 （内）口縁部はヨコナデ (7.5YR5/4) 1/10以下

図42-62 図版40-62 .. 土師器 口縁部はやや外反する形態。その端部はつまみ上げら （外）口縁部はヨコナデ 浅黄燈色 口縁部

望車 れ、外側には沈線が巡る。 （内）口縁部はヨコナデ (10YR8/4) 1/10以下

印ωーー

図42-63 図版40-63 .. 土師器 口縁部は外反し、端部をつまみ上げ、その外側に弱い （外）口縁部はタテハケの後ナデ にぷい黄櫨色 口縁部

蔓 沈線が巡らされる。 （内）口縁部はヨコハケの後ナデか ClOYR6/3) 1/10以下

図42-64 図版40-64 イシ
土師器 口縁部は外反し、端部をつまみ上げる形態。その外側 （外）ロ縁部はタテハケの後ヨコナデ にぶい黄褐色 口縁部

蔓 には面が形成されている。 （内）口縁部はヨコハケ、ヨコナデ (1QYR7/4) 1/10以下

図42-65 図版.40-65 今
土師器 口縁部は外反する形態で、端部はややつまみ上げら （外）口縁部はヨコナデ 賭灰色 口縁部
棄 れ、外側に不明瞭な面が形成される。 （内）口縁部はヨコハケ、体部はケズリ (N3/) 1/10以下

図42-66 図版40-66 。 土師器 口縁部はほぼ直線的に広がる形態で、端部は外仰l上方 （外）口縁部はタテハケの後ヨコナデ にぶい黄褐色 口縁部
蔓 にややつまみ上げられる。 （内）口縁部はヨコハケ、端部付近はヨコナデ (10YR6/3) 1/10以下

図42-67 図版40-67 .. 土師器 口縁部はわずかに内湾し、内側上方へつまみ上げる形 （外）口縁部はヨコナデ にぷい褐色 口縁部

実 態。 （内）口縁部はヨコナデ (7.5YR5/3) 1/10以下

図42-68 図版40-68 .. 土師器 口縁部は外反して広がる形態で、端部は内側に肥厚す （外）口縁部はヨコナデ 燈色 口縁部
費 るo （内）口縁部はヨコナデ (5YR6/6) 1/12以下

図42-69 図版40-69 .. 士郎器
S字状の口縁部を持つ。口縁端部は丸くおさめられる。

（外）口縁部はヨコナデ 灰白色 口縁部
東海系S字費 （内）口縁部はヨコナデ (10YR8/2) 1/10以下

図42-70 図版40-70 .. 土師器
底径 3.2 底部は突出する形態で、底面は平坦である。

（外）体部下端付近はタタキ 灰黄褐色 底部付近
曹亀 （内）底部付近はナデ (10YR4/2) 全腐

図42-71 図版40ー71 .. 土師器
底径 3.8 底部はやや突出し、底面の中央付近が凹む形態。

（外）体部下端付近はタタキ にぷい黄褐色 底部付近
肇 （内）底部付近はハケメ (10YR5/3) 全周

図42-72 図版40ー72 .. 土師器 丸みのある体部の下端に、やや外側に広がる脚台部が （外）体部下端、脚台部上端はタテハケ 灰黄褐色 体部下端
東海系

S字雪量 付く形態。 （内）調整不明瞭 (10YR4/2) 全周

土師器 口縁部はS字状の形態であるが、上半部の外反は強い
（外）口縁部はヨコナデ、体部はタテハケ、ヨコ方

灰褐色 口縁付近
図42-73 図版40-73 .. 口径（7.9) 向のi光線 東海系

5字費 ものではなく、ほほ上方に立ち上がっている。
（内）口縁部～体部はナデ

(7.5YR4/2) 1/5 



図番号 写真図版
出土遺構

遺物の種類 法量（cm) 形態的特徴 調整など 色調（外面） 残存 そのftll
層位

土師器
（外）口縁部はヨコナデ、体部はタテハケ、ヨコ方

褐灰色 口縁～肩書E
図42-74 図版40-74 墳丘盛土 口径（14.8) 5字状の口縁部を持つ。日縁端部は丸くおさめられる。 向の沈線 東海系

S字棄
（内）口縁部～休部はナデ

(7.5YR4/l) 1/5 

図12-75 図版!O 75 'l 
土師器

口径（13.2)
S字状の打縁部をrrち、その端部は丸くおさめられる。 （外）口縁部は調整不明瞭、体吉JIはタテハケ 灰白色 口縁～屑部

東海系
5字斐 層部付近は大きく広がる形態3 （内）調整不明瞭 (lOYRS/1) 1/4 

土帥w やや外傾する複合口縁を有し、その k端には不明瞭な
（外）口縁～休部はヨコナデ にぶい桂色 口縁～肩部

図42-76 図版40-76 タ 口径（20.5) 面が形成される。また口縁の屈曲部外面には鋭く突出 山陰系
蛮

する稜が巡る。
（内）日縁部はヨコナデ、体部はケズリ (7.5YR7/4) 118 

土師器
；器高 5.7 

半球形にleい体部に奴く外傾する円縁部が付く形態。 （外）口縁～体部上半はナデ、体部下半はケズリ 控色 全体
図42-77 図版10-77 ’， 円ff, 9.0 

小型丸底鉢
目的径 8.3 

ロ縁の端部は丸くおさめられる。底部は丸底。 （内）口縁部はヨコナデ、休部はケズリ (5YR6/6) 4/5 

士師器
器寓 6.5

半球形に近い休部に短く直立する口縁部が付く形態。 （外） U縁付近はナデ、体部はケズリ にぶいf音色 全体
凶42-78 凶版40-78 イ〉 口f壬 8.5

小型丸底鉢
胴f辛 9.0

口縁の端部は丸くおさめられるc 庭部は丸庭。 （内）口縁～体部はナデ (7.5YR7/4) 3/5 

図42 79 図版41 79 ぞ少
上師器

口径：（8.9)
い縁部はわずかに外傾して内汚する形態で、端部は丸 （外）口縁～体部はヨコナデ 燈色 口縁～肩部

小型鉢 くおさめられるc （内）口縁～休部はヨコナデ (2.5YR6/8) 1/7 

図42-80 図版41-80 ぞタ
上師器 口径（7.4) 丸みのある体部に傾く内消する日縁部が付く。円縁端

（外）（内）ともに調整不明瞭
鐙色 口縁～体部

小型鉢 胴径（80) 書店は丸くおさめられる。 (7.5YR6/6) 1/8 

図－12-81 図版11-81 タ
土師器 丸みのある体部に、外傾して内湾する口縁部が付く。 （外）口縁付近はタテハケの後ナデか 燈色 日縁～体部

小型鉢 口縁端部は丸くおさめられる。 （内） U縁部はヨコハケ、体部はナデか (5YR6/6) 1/10以下
中

図42 82 図版41 82 ,, 土師器
脚径 6.0

雪量の脚fitJ;と推定される。脚内部はやや外）えして広が （外）体部下端4 脚台部はナデ にぶい褐色 ）即台部

0向台部） る形態で、端部は丸くおさめる。 （内）体部下端はナデ、脚台部はナデ・オサエ (7.5YR5/1) イ，＇：周

閃42 83 図版41 83 ク
一日同託手 口縁部は外傾して立ち卜がった後、外慣IJに屈附してき （外）口縁部はタテハケの後ヨコミガキ 笹色 均：部中ほど
高均： らに外傾し、大きく広がる形態。 （内）調整不明瞭 (5YR7/6) 1/4 

土師器
脚柱部は「ハj字状に広がる形態で、そこから屈曲し （外）！阿柱部上半はヨコミガキ、下半はナデか

にぶい符色 脚柱部
凶42-84 凶版41 84 ,, て大きく広がる脚tJ,i;部を持つ。屈曲部のI直下には、円 （内）脚村部卜半はケズリ、上半にはシボリ痕が見

高均：
形の透孔が3}Jに配される。 られる

(7.5YR7/4) 全！司

図42-85 図版41 85 ぞタ
上関器 受部から脚部に円孔が貫通する個体。脚台部には円形 （外）脚fl部はタテ方向のミカaキ 校色 関I台部上半

小型i:,,.t,, 透孔が4方に配される。 （内）！阿台部はナデなど (7.5YR7/6) 全周

十日市添 ｜…肘ー （外）I向台部はヨコミガキ にぶい極色 脚台部
図42 8日 悶版41 86 タ 脚径 (12.4) 台書店は「ハj字状に直線的に広がり、その上半部に円

小型器台
J;透孔が4方に配される。

（内）調整不明瞭 (7.5YR6/4) 1/4 

上師器
口緑部はやや内湾するもので、端部付近の外側に断面 （外）υ縁部はタテミガキで、主下部分外側に波状

浅黄燈色 口縁部
図42-87 図版41-87 。 口径 (16.8) 二三角形の粘寸てを貼付けて垂｜、させる形態。垂 F部分の 文を施す

壷
外側には貼｛寸竹管文が見られる。 （内）υ縁端部近くに波状文を施す

(7.5YR8/6) 1/8 

図・12-88 図版41 88 ,, 土師器
胴径（12.3)

体部は、巾ほどがやや外側に張り出す偏球形に近い形 （外）体部はナデか にぶい黄褐色 休部

壷 態を呈している。 （内）体部はナデ・オサエ (10YR5/1) 1/3 

土師器
口縁部は、外側jに大きく jムがった後、屈附して外側 k

にぶい褐色 口縁部
阿42-89 図版41-89 ,, 口径（21.0) 方へ伸びるこ重は縁であるつい縁端部は丸くおさめら （外）（内）ともに調整不明瞭

立t1
れる。

(7.5YR6/4) ]/8 

土師器
頭部はほぼ垂直方向に伸びるもので、円縁部はそこか

にぶい澄色 口縁～頭部
図42 氏） 図版41一日日 ウ 口筏 17.6 ら外反して大きく広がる形態。口縁端部付近は上方へ （外）（内）ともに調整不明瞭 東何回系

宝土互
つまみ上げられる形怒。

(7.5YR7/4) 全周

※法量のうち、（）付のものは復元値を示している。



第5節纏向遺跡第154次（矢塚古墳第 3次）発掘調査報告

1. はじめに

纏向遺跡第154次（矢塚古墳第3次）調査は、昨年に引き続き実施した握向古墳群のうちの一つであ

る矢塚古墳の範囲確認を目的とした発掘調査である。

今回の調査地は、桜井市大字東田251番地の 1・268番地の 1・269番地の 1に位置している（図44）。

現在は耕作地となっているそれぞれの番地内に合計5ヶ所のトレンチを設定し、部分的な拡張も含め

て最終的に調査面積は127.5rriとなった。現地調査は平成19年12月17日より掘削を開始し、平成20年3

月13日にトレンチの埋め戻しが終了した。なおすべての作業は人力で行った。

矢塚古墳は、平成18年度に実施した第148次調査の結果から前方後円墳である事が確認されているが、

纏向石塚古墳などと同様に纏向型前方後円墳の規格を持つと推定した場合（図45）には、本来の前方

部前面の位置は現在残存する水田畦畔の西側まで伸びると考えられる。この事を踏まえた上で今回の

調査ではトレンチを配置し、目的としては矢塚古墳の全長と前方部幅・周濠の形状を確認するため、

調査地の前方部推定位置に 1・2・ 3・5トレンチを設定した（図46）。また後円部南側の周譲につい

ても、古墳南側の水路を越えるかどうかを確認するため、 4トレンチとして 1ヶ所設定した。

図44 調査位置図（S = 1/25,000) 
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これまで矢塚古墳は 2回の調査が行われている。第

1次調査は昭和46年の纏向遺跡第 6次調査であり、後

円部東側の墳正の一部と幅約20mの周濠が検出され、

後円部周濠内からは庄内 3式期と考えられるほほ完形

品で構成される土器群が言114個体が出土している。ま

た東に隣接する纏向小学校内で確認された纏向大溝と

呼ばれる幅約 5mの溝のうち、北東～南西に走る北講

の延長部分が、後円部周濠に接続する形で見つかって

いる。第 2次調査は昨年度の纏向遺跡第148次調査で

あり、これまで考古学的には未確認であった前方部本

体と前方部南側の周濠が検出された他、前方部の墳丘

盛土が良好な状態で残っており、その断ち割り調査に

より周濠の底のレベルと墳丘ドの地山のレベルに差が

少なく、ほほ平坦に近い事が確認されている。

2.調査の概要

(1）各トレンチの概要

<1卜レンチ＞

推定される前方部の位置とその北側

の周濠規模を確認するために設定した

トレンチである。南北に長く幅 2m×

長さ20mの範囲を掘削したところ、ト

レンチ南から約 7mの範囲で、地山で、あ

る黄灰色極細粒砂を検出した。この地

山が前方部墳丘と考えられるが、その

根拠としては、検出された地山の平面

プランが墳正裾の推定ラインに近い位

置で確認された事が挙げられる。これ

を受けて、その墳形ラインの延長部分

と第148次調査の事例のような墳正盛

土の有無および残存状況を確認するため、

I t鋭’L

図45 纏向型推定復元図（S = 1/1,500) 

側の拡張区からは墳丘裾の延長部を検出し、東側からは盛土は残存していなかったものの、墳丘の続

きが検出された（図47）。なお墳丘裾の海抜高はT.P.＋約64.9mであり、それより内側に残存する墳丘

の海抜高はT.P.+65.0～65.3mを測る。
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(1＼同色シルト質粘土～枯土
iii尚灰色ンルト質<Ml:砂 （Fe多量にiti'l.硬質）
晴灰色帖t質シル卜と灰色中粒砂町正届
陪灰色砂質ンルト
暗褐灰色粘 i質ンルト （背灰色シルトプロ ヅクを多量に古む、！Ji盟器片Illt1 
世灰尚色粘よ質ンルト （均だが若 F粗粒砂古む）
時灰色小際混じり砂町シルト （砂躍を多く古む）

灰尚色粘上質シル卜

前灰色粘土問シルト

ー与21 地山
22 中世耕作 1
23 中世構

24 ’1,w，滑
25 問調匝埋上
26 •l•I仕溝
27 ，，，世i揖

① ’，，1止嵩掘講
② 中世事J嗣構

65.0 

時前l火色小喋混じりンルト賀極細粒砂
附灰色粘土（灰色桜訓粒砂町プロァクが泌じる）
灰色刷柱砂
附灰色小傑混じり粘土質ンルト （植物遺体多量、 2トレンチの

8層と同時異届か）
貰褐色小眼視じりンルト町粘上 （Fe多貴に沈着須恵器片山土）
貰灰尚色小傑混じりンルト（灰色中～細校砂プロソクを多置に

合む、須，r.持片山士）

灰色事ll粒砂～小傑 rnrn，砕片illLI 
II自制灰色粘上（古式上師器片山上）
附J火色粘土質ンルトと附褐灰色粘！このブロック嗣

II庁尚灰色砂質粘土～附世灰色シルト町制粒砂
（上回上而に曲灰色が沈着、全体に貰灰～前向色の小離が合まれる）
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周濠については、明確に地山を掘り込んだ段差を持っておらず、 緩やかなスロープ状に、なおかっ

浅く 掘削されている事が確認された。周濠埋土は最深部で厚さ約50cmで、4層から構成されており （図

47断面）、この内の第15～17・25層までは須恵器大聖胴部片が少量出土し、第18・19層からは古式土師

器片が出土している。

このほかトレンチの南端と西拡張区から、地山から垂直に掘り込まれる瓦器・土師皿などの中世遺

物が出土する溝状の遺構が検出された。検出された方向から前方部前面に沿って掘削された遺構と思

われるが、推定される前方部前面のラインと比較してやや弧を描く事から、程度は不明だが墳正を削

平しているものと考えられる。なお検出面から約40cmまでは掘削を行ったものの、 トレンチ際で崩落

の危険もあったため完掘はできなかった。

<2トレンチ＞

前方部前面の墳丘佐置を確認するためにl幅2m×長さ9.5mで、設定したトレンチで、 G.L.一約70cm

の深さから前方部墳丘盛土に類似する黒褐色シル ト～粘土と黄灰色細粒砂～シルトと青灰色シルトな

どのブロ ック層と流水砂を伴う中世溝を確認した（図48）。ブロック層は当初墳丘と考えたが、瓦器椀

や土師皿が混入しており、墳丘盛土が三次的に堆積した士層である事が解った。このためブロック層

を除去し本来の墳Eが残存しているかを確認したところ、その検出面から約50～90cm下で、ト レンチ東

② 

＼ 

／ 

l 現代排作上

2 近～近lり井作士
3 近～中世排作上
4 ,i,1任排作土

5 墳丘盛上 2;x堆術上
6 ,i『l任r再
7 墳丘盛七2次JIH,1t
8 中世清

9 t責任盛 r.2立地積十

10 Jll.fi＇・店上 z;;；堆積よ

12 ,1, 1止1梓
13 'i'iil:ili 
14 t)'tr.：盛士 2J<J世相士

15 !J'!丘盛J:2次Ji楠上

16 噴丘盛土2止堆楠土
17 t)'t陀盟十2次Jffif,1t 
1s ,n丘盛上2:x堆摘上

19 3責任盛 1-2；欠堆術十

E’、
／、I.S:3oS

オリープ灰色小限混じりシルト

黄褐色小機混じり砂質ンルト

政樹灰色小離脱じり砂質シルト

＼＼  

前1火褐色小傑混じり砂官シルト （Fe沈3昔、硬質、腐の

灰悩色，j、陳iJ!じりンルト

1火～前J火色細粒砂

上Jiに朝l粒砂を多量に合む）

時制灰色中粒砂拠じりシルト （民Jr多量焼よ多祉に青む）

暗灰色ンルト質極細粒砂～シルト （植物j遺体多量に含む）

褐灰色＂＇粒砂混じりシル卜
附尚灰色粗粒砂混じりシルト （黄灰色シルトプロ ックと＇.I.＼褐色

ンルトプロックを若干古む）

時灰色小際iltじりンルト （極相i～粗粒砂を.?!i「含む）

時灰色ンルト百細粒砂

灰色シルト （黄灰～肯灰色シルトブロックを多世に肯む）

灰色シルトと灰色粗粒砂のプロック鴎
黒褐色ンルトと，＇f灰色ンルトのプロ ック崩

附灰色粘 t質ンルト ｛若干黄灰色シルトプロ ックを青む）

'!'a龍j色ンルトと背1火色シルトのプロ ック層

晴！五色ンルトと灰色中和砂のブロ ック嗣
（ラミナ状に薄Co)

／ 

20 墳丘盛上 2；；.：堆積上

21 明丘盛土2次lit縦士

22 J)l丘盛上 2止堆積上

23 tAfi：盛士2次lit杭士
2,1 I員.ti盛上

25 f百丘盛土 2；欠堆積土

26 墳丘盛土 2次取締士
27 !/lJ王盛上2次Jj；梢上

28 墳丘盛土

29 tit任盛土

30 J)'t丘盛上

31 tn丘盛土 2;,J位制土

32 地山
33 l)'t丘盛上

34 地山

① 'i • I廿指揮講
② 中世主制鴻
③ ，，’11十事銅講

図48 2トレンチ平・断而図 （S = 1/80) 
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賠灰色ンルト質粘土

黄J正～灰色:Ill～剖l粒砂 （耐の：／，欄に籾い砂がj世も＇i、
小礁を若干含む、流水砂）

!Ji～褐色小瞭～唱i位砂
附灰悩～脊灰色シル トのブロック崩

灰色紺l粒砂
J;i<～褐色小蝶～粗粒砂

よ話相～背灰色ンル 卜

前灰色小磯～粗粒砂

l火色唖i粒砂
H1;1!J灰色シルト質中～制粒砂

灰～灰白色小楳～粗粒砂

灰色小蝶～極tll粒砂

：.県褐色粘t
悩脱色ンルトと緑1火色シルトのプロック層

背灰色ンルト （22隔は前 十5＂までで露出する）

灰色極細l粒砂混じりンルト

日古尚色小疎iJ!じり粘上flンル卜

柿褐色粗粒砂混じりンルト
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l 1日it耕作十

2 近～近世耕作土

3 近～ヰ，m俳作土

1 'i＇世耕作上

' 墳丘盛土2:x堆積土
6 中世i茸
7 墳丘盛ート 2:kl#横士

8 中世i再
9 q，世構

10 中世iili
11 中世溝

オ＇］ープ灰色小喋温じりンルト

員褐色小隊混じり砂質シルト

黄尚灰色小樽混じり砂l'iンルト

黄杭褐色，j、探i昆じり妙買シル l
(Fe沈着、硬質、層の上方に柑粒砂を多量に青む）

灰褐色小磯混じりシルト

灰A 黄脱色網粒砂

町褐灰色中村砂混じりンルト

（民円多量。焼土事量に含む）

暗灰色シルト質和知粒砂～シルト（植物遺体多量に含む）

惜1火色シルト （！火色馳粒砂が全体的にラミナ状に入る）

灰色小隊、粗粒砂

時灰色シルト質細～亜細粒砂

12 q,jll，青

13 中世溝

14 中I！（溝
① q，十任率制構

② 中世主挺講

(3ノ中世土坑

⑤ 中1世上抗

l;i色小燦～朝粒砂

革灰色中～制粒rJ;
黄j民～貰褐色小樺～粗粒砂

j人色報酬駈砂混じりシル｝

唱褐色小傑混じり粘土官シルト

灰色極相l粒砂

黄＋時色極相It止砂～，j、様

図49 2トレンチ南壁断面図（S = 1/80) 

側から約1.5m幅で、中世遺物の出土しない主に砂喋で構成される士層（図48、24・28～30層）が検出

された。大幅に削平されているものの、これが墳丘になると考えられる。なおこれらの土層は纏向遺

跡で共通の地山である青灰色シルト層（凶48・34層）上に堆積している。溝については検出面から底

面までに最終的に約1.2mまで掘り下げ、 1-!Jからは13世紀前半の瓦器椀や輸入間器片が出土している

（図58）。

<3卜レンチ＞

2トレンチ西側の延長線上に設定したトレンチで、前方部前而の周濠外側のラインの検出が期待さ

れた。大きさ幅 2mx長さ 7mで、掘削を行った結果、耀向遺跡で地山として度々検出される黒～黒褐

色粘土が G.L.一

約50cmと比較的浅

いレベルで検出さ

れた。またトレン

チの西側から約 2

mの位置から瓦

器・土師皿などの

遺物を含む深さ約

80cmの中世j茸が検

出された（図50）。

溝の埋土は上層が

砂質シルト～シル

トで下層が砂層で

あり、堆積層の類

似と出土遺物とを
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I 現代耕作十

2 現代～近代排作土

3 近～中世耕刊上

4 中jU：耕作＋

5 中世1茸

6 中世構

7 q，世帯

8 中世溝

9 地Iii

① 暗渠

0 2 m 
L→ャー 一一一一一一一一一一」オリープ灰色小概混じりシルト

オリーブ灰色小搬出じり砂質シルト

オリープl火色小磯混じりシルト質細粒砂

黄灰v 灰色小型車、粗粒砂

暗灰色小磯混じり砂置シルト（部分的に酬A 極制位砂がラミナ状になる）

暗灰色小曙泌巳りンルト（ 2～ 3cm1cの黒褐色粘士と暗灰色粘土プロックを事量に含む）

府灰色中 ν 細粒砂（黒褐色粘土プロック事量に含む、地111である 9尉を巻き上げている）

灰色砂喋層（主体は粗粒砂以上小磯までで、部分的に中喋も多最に人る）

w禍九：.，.＇色粘土（硬員な粘上）

オリープJ;i色ンルト

図50 3トレンチ平・断面図（S = 1/80) 
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暗栴灰色砂質シルト（綱粒砂を多量に含む）

暗褐灰色シルト質細粒砂

黄褐恒シルトとi1i色ンルト、灰褐色シルトのプロック層

（費灰色中粒砂を均一に吉むV
暗褐灰色砂官シルト

~褐灰色シルト
黄褐色砂質シルト（灰色中粒砂プロックを多量に吉む）
黄褐色JJ、機混じりシルト

賠掲灰色シルト質細粧砂
暗！:k色シルト質,r，粒砂

暗褐灰色小樽混じりシルト
灰色小際～粗粒砂

暗快～F入色小蝶～,r，粒砂

暗灰柄色シルト世粘土

暗灰揖色シルト暫細粒砂

責褐版恒淵骨妙嵩じりンルト

費灰色極細粒砂（均一）
褐灰色粘土｛均）

責褐怪小喋混じりシルト質柑細杭砂（非常に硬質）

黄灰色極相粒砂

責灰色粘－c質γルト

灰色粘上と黄褐色粗粒砂のプロック層

図51

14 大講
15 大溝

16 大溝

17 人溝l)]ll土
18 大滑1出十
19 大溝i坦ム
20 人構1埋土
21 大晴1理十

22 大溝1埋よ
23 大溝 1)里土
24 大滑1埋士
2S 大溝1埋上
26 大溝1埋土
27 -A溝1埋土

28 大溝1坤土

29 大溝i埋土
抑止溝1！里土
31 地山
32 地llr

a 中世素揖j辞
b 暗渠

0 2m 

オリープ灰色シルト
邑灰色砂質ンルト

H音比褐色小蝶混じり妙質ンル｝

（古式土揃器土器片含む）
員褐色粗粒砂混じり ；.－10ト

（須恵器片古む、硬質）

費制灰色組～中粒砂
黒潤色租粒砂混じりンルト

（小喋・古式＋師；；片多量、中破若干青む）

黄褐色粗粒砂混じりシルト買植樹i粒砂
暗掲灰色中粒砂混じりシルト

崎灰褐色細粒砂在宅じりシルト
（黄褐色極細担砂プロックを若干含む）

暗褐灰色粗粒砂混じり粘土呈iシルト
暗褐灰色シルト宜粘土

（農片と責褐色ンルトプロックを多量に古む）

思褐色粘土（炭庁多量）

員褐色小礁湿じりシルト

ー
(4トレンチ草壁〉

1 現代耕作土
2 現代～近世

3 ；茸1

4 耕作土

5 大i再l埋土
6 k構 11且土

7 大講l埋よ
8 k溝 l埋土
9 大t背2埋十

10 大講Z埋土
11 大溝Z埋士

山大i溝2埋土

13 人溝Z埋土



の南側で重複して検出された東西に走る幅約

3mの溝で、断面から大溝 1埋没後に掘削さ

れた事が確認されている（図51）。

溝 1 トレンチ南壁際で検出された溝で検

出幅約50cm、深さ約20cmを測る。その位置か

ら大溝に接続すると考えられ、古式土師器片

が若干出土している。

土坑 1 トレンチ南側の大溝 1南岸で確認

された径約70cmの円形の土坑で、深さ約20cm

を測る （図52）。土坑中央から聾・鉢などの古

式土師器片が出土している（図56）。

ピット 1 トレンチ北側の大溝 1北岸で検

出されたピッ トで、径約20～30cm、深さは約

10cmで、あった （図52）。遺物は出土しなかった 図52 4トレンチ土坑1・ピット 1断面図 （S= 1/20) 

A 

T.P.+66.5m 

明

0 40cm 

A’ 

勺J

T.P. + 66.5m 

L坑 l

1 世灰色ンルトと灰色粗世砂、階以制色γルトのプロックM
2 1暗）火褐色ンルト（1：器片If.土）
3 暗灰褐色γルトと＇＂＇色 ,r，粒砂町プロック届

4 灰色シルト質相l～中粒砂

ヒ．ット1

1 灰色砂世ンルト（i,-F小哩古む）

ため時期は不明で、あるが、中世耕作土層下から検出されており、それ以前の遺構となる。

<5トレンチ＞

1トレンチで検出した前方部北側の墳丘形状の成果を受け、その東側での前方部墳丘のラインの追

加確認のため、幅 lm×長さ4.5mで、設定したトレンチである。掘削の結果、 トレンチ南側のG.L.一

約20cmからブロック土で構成される前方部墳丘とその裾部分、周濠を検出する事ができた（図53）。墳

丘は硬質な盛土が厚さ約80cm残っており、黄褐～黄灰色シル ト～粘土と黒褐～黒色シル ト～粘土を主

体とし、水平方向に大まかな単位に分けられるなど第148次調査で確認した前方部墳Eの盛土の様相と

類似が見られ、遺物も若十出土している。周濠は、 一部墳丘盛土起源のブロック土が混入するものの、

主としてやや砂を含むシルト～粘土が約40cm堆積していた。また 1トレンチと異な り、出土した遺物

は古式土師器片のみであった。なお周濠下面で検出した地山の高さはT.P.＋約64.9mで、墳丘盛土直下

T.P. +65.5m 
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K 
1 現代I附 十
2 近～中世耕作上
3 ,r，世耕作土

4 中世酔作-f:

' 問i産地了十

6 周樺l里土

7 間接埋士

88 j買丘盛上
9 墳丘盛士

10 墳丘盛上

11 塙丘盛土

12 ）責Ji盛上

13 墳丘時土

14 地山

15 墳丘盛ゴ

(i)景掘i耳

岡53 5トレンチ平 ・断面図 （S = 1/80) 
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オリープ版色小際混じり シルト

賞灰褐色小蝶梶じり シルト

前尚色小碑illじりシル卜 （Fe多量に沈着）

暗禍1火色小蝶混じりシルト （Fe多量に沈昔、

唖賀、iトレ5府 2トレ4層に車1似）
時掲灰～褐色小喋混じりンル ト胃粗～中粒砂

（占式土師器片山土）
UH栂灰色粘土質シルト（円車の青版色ンルト

プロックと細粒砂を多量に古む、古式土師器

片山士）

晴尚灰色シルト質粘土（青匝～It<色の細粒砂

～シルトプロ γクを若下合む）

黄禍色シルトと貰灰色刷粧砂町プロ ック層

前灰色シルトと鼎補色γル ト灰色細杭砂町プ

ロァク層（全体に椅円形町プロックを古む）

貫悩～世灰色シル 卜と！日尚色ンルトのプロッ

ク胤 （ブロックは出側では4cm大の円形だが、

北側は硬置な筋状になる）

灰色粘土と：.，.『褐色シルト、背灰色細紡砂ブロ

ック層（非常に軟質）

出褐色細粒砂混じり シル トと骨灰色シル トの

プロ yク幅（硬質）

暗褐灰色シルト質細粒砂

H官禍灰色シルト質小様～親粒砂

尚匹色ンルトと貰灰色ンル トのプロック府

( l cm大のプロックで構成される）

灰～楢色小蝶混じりシル ト

2m 
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図55 4トレンチ大溝2出土遺物（S = 1/3) 

の地山の高さもほぼ同一であった。

( 2）出土遺物

今回の調査で出土した遺物のうち、その大半を占めるのは 4トレンチで検出した大溝の検出面付近

に伴うもので、次いで中世溝の遺物が多く見ら

れた。時期決定の際に問題となる矢塚古墳の周

濠や墳丘から出土した遺物は僅かな胴部破片資

料のみある。第148次調査と同じく第6次調査

で出土した完形土器群から推定される時期を補

足する程度の非常に少ない出土量で、あったため、

1・5トレンチの周濠出土遺物については図化

することができなかった。

図54- (I）～（16）は 4トレンチ大溝 1、図

55一（17）～（24）は4トレンチ大溝2、図56ー

(26）～（29）は4トレンチ土坑1出土遺物、図57

-(30）～（43）は4トレンチ大溝1・2出土遺物、

図58-(44）～（48）は3トレンチ中世溝出土遺物
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図56 4トレンチ土坑1出土遺物（S = 1/3) 
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図57 4トレンチ大溝1・2出土遺物（S = 1/3) 

である。図57は大溝の 1と2が明確になっていない段階の取り上げであったため、両方の溝の遺物が

混入している可能性があり、大溝 1・2出土としている。図54一（ 1 ）～（ 2）は壷口縁部で（ 2）は頚

部直上に稜線がある事から山陰系と考えられる。図54-( 3）～（ 6）は高杯脚部で（ 4）は細いミガキ

が密に施される低脚高杯である。図54-( 7）～（ 9）は鉢で（ 8）は口縁部直下にーヶ所外面から穿孔

されている。図54-(10）～（16）は護で（10）は大和形、（11）・（12）は河内形、（13）～（16）は五様式

系斐である。図55一（17）は査で、外面にタタキ痕を残し器壁は厚い。図55一（18）は鉢で蹄等は付か

ないが、胎土が浅黄樟色と在地の胎土ではない事から外来系と考えられる。図55-(19）は高杯でやや

内聾する脚部を持つ。図55一（20）～（24）は護でいずれも五様式系査である。図56 (25）は鉢で外
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面はナデ、内面は主にハケで、調

整されているが、部分的にケズ

リが施される。図56-(26）～ 

(29）は斐で、五様式輩は（27）の

みで残りは外面ナデ、内面はハ

ケで調整されている。図57-

(30）～（33）は査、図57 (34）～ 

(36）は高坪である。この内

(34）は同時期の高坪と比べ、

器壁が厚く口径もやや小さく

なっている。図57 (37）～（43) 

は査で、（37）は受け口状口縁を

持つ近江系で、ある。（36）は口径

が胴部径に近い寸胴なタイプの

蓋と考えられ、（40）は内外面と

もナデで調整される。（39）・

(41）～（43）は五様式系棄で（41)

し一一 「一

文斗ナー亡二三三ヲ特

ア
ミミミ匡孟デ46

。 10cm 

は外面から穿孔されている。図 図58 3トレンチ中世溝出土遺物（S = 1/3) 

58一（44）は玉縁白磁坊で、（45）・（46）は土師皿、（47）・（48）は瓦器椀である。瓦器椀はいずれも暗文

が隙聞なく密度が高く施される。

3. 調査の成果

前方部形状 1トレンチでは、前方部北西隅の墳丘を検出する事ができた。このうち前方部北側裾

ラインについては、今回平面的に検出できた墳丘と周濠埋士との境目がそれにあたると想定している

が、これは昨年度の調査で確認された墳丘盛土と周譲底面との関係）と、 1トレンチの墳丘と周譲埋土

の境目の海抜高がT.P.＋約64.9mであり、最も近い 5トレンチでの墳圧裾となる盛土と地山の境目も同

様にT.P.十約64.9mと両者の海抜高に差がない事を根拠としている。前方部前面の位置については、前

述した 2・3トレンチで大規模な中世溝が検出されている事もあり、周濠と同じく削平を受けている

可能性が高いと考えられる。

これらより 1トレンチ及ぴ2トレンチで検出した墳Eの位置から、残存する前方部前面のl隔を復元

すると約30m、前方部長は約28m、古墳の現存長は約93mで、あるが、特に全長については本来さらに

数m長かったと考えられる（図59）。なお墳正については昨年と同じく周濠と謀土下面の地山の高さに

差が約10cm程しかなく、やや低い 2トレンチでも高さの差については同様であった。よって前方部につ

いては地山削り出しはほとんどなく、すべて盛土による墳丘築造の可能性がさらに高くなったと考える。
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三、

第154次調査ゾ

（第3次） ＼

3トレンチ

一 一，’l
.. --n 

O 川 －U-l~
’一－ --

． 

可一一一一

－－－ 

I . 

' I 

30m 

一一ーナー一一一一ー-r-一一一一一→

f-1--1-1J I 
矢塚古墳推定復元ライン

1・5トレンチの前方部墳正北側で、周濠を検出する事ができたo ただし北側の周濠外側は今
( S = 1/800) 図59

周濠

回の調査地内では検出できなかったた

古式土師器だけが出土する土層はトレンチ北側の最下層にあたる厚
Iト

め、周濠の平面形は依然として不明のままとなっているo

レンチで確認した周濠埋土の内、
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さ約10cmの暗褐灰色粘土だけで、あり、その上層からは須恵器片が出土している。なお 5トレンチの周

濠堆積である 5～7層とも古式土師器のみが出土している。前方部前面側は、中世滑に削平されてい

ると推測されるが、）司濠が掘削されていたであろう範囲については 3トレンチの西側で地山である黒

～黒褐色粘土を確認しているため、それより東側にしか存在しえないと考えられる。これは墳形が纏

向型となる根拠ともなっている。

なお周濠出土の土器は、五様式系蓋・庄内形霊は見られるが布留形聾がないなど昨年度の調査と同

様な結果となっており、第1次調査で出土した庄内3式期の土器群と時期の闇舗はないと考えられる。

中世溝 2・3トレンチで検出された13世紀前半の瓦器片が出土する砂層を伴う溝で、 トレンチを

跨いで、検出された幅は約16m

と広く、 1トレンチで検出さ ／轟 1

れた落ち込み状遺構も同ーの ~ 

ものであると考えられる（図

60）。また中層に植物遺体を

含む粘土質シルトの土層も確

認された事から極弱い流水も

しくは止水域となっていた時

期もあったと者えられる。

4. まとめ

今回は、前方部墳E及び周

濠の一部を調査する事ができ

た。調査で確認できた矢塚古

墳の墳丘長は約93mで、前方

部前面は中世段階に溝掘削に

よる削平を受けていると思わ

れるものの、全長3：後円部

径2：前方部長： 1の比率と

なる纏向型前方後円墳の規格

の範時に収まる可能性が高い

と考えられる。
中世帯検出図（S = 1/400) 

今後の課題としては、未だ未調査の矢塚古墳の後円部北側と周濠の形状と、今同の調査で問題点と

して残った前方部北側の周濠外側のラインの確認が挙げられる。 （松宮）
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［註記1
1 ）松宮品樹 2008「矢塚占墳第 2次発掘調査」『平成18年度国庫補助による発椀調査報告書J桜井市立埋蔵文化財センター

発掘調査報告書30集桜井市教育委員会

2）橋本輝彦 2004「矢塚古墳の測最調奈」 f平成15年度同席補助による発掘調査報告書J桜井市立埋蔵文化財センタ」発掘

調査報告書25集桜井市教育委員会

3）石野博信 1971「極的l矢塚占墳j『纏向J桜井市教育委員会

4）平成18年度調査地内では前方部がすべて盛土で築かれており、段差が生じる程の地山成形を行っていない事が解っている。

5）註 4）と同じ
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風呂坊4号墳墳丘（西より）

トレンチ掘削前の状況①

（北西より）

トレンチ掘削前の状況②

（北より）
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流土層断面（北より）

埋葬施設上面検出状況（北より）

墓旗埋土断面（北より）
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墓墳埋土中の遺物出土状況 （西より）

鉄釘出土状況①（西より）

鉄釘出土状況②（北より）
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棺外土器出土状況①（西より）

棺外副葬土器①（南よ り） 棺外副葬土器②（上が北）



墓壌完掘後の状況①（西より）

墓境完掘後の状況②（北より）

トレンチ全景（北西より）
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埋葬施設出土土器
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流こし層出土金属製品
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洪水堆積層上面検出状況①（東より）

洪水堆積層上面検出状況②（西より）



流水.I帯水層上面検出状況① （東より）

流水.j帯水層上面検出状況②（商より）
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流水.i-帯水層掘り下げ後①（東より）

流水・滞水層掘り下げ後②（西より）
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トレンチ東端の土層断面 （北西より）

トレンチ中央付近の土層断面（北西より）

トレンチ西端の土層断面 （北東より）
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旧耕作土・洪水堆積層出土土器

10 

13 

流水 ・滞水層下層出土土器
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遺構上面検出状況①（北西より）

遺構上面検出状況②（西より）

柱列 l上面検出状況（南より）
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柱列 2上面検出状況①（南より）

柱列 2上面検m状況②（北より）

柱列 3上面検出状況 （南より）



Pitl土層断面 （西より） Pit 2土層断面 （西より）

Pit 3土層断面（西より） Pit 6土層断面 （南より）

Pit 7土層断面（南より） Pit 8土層断面（南よ り）

Pit 9土層断面①（南東より） Pit 9土層断面② （北西より）
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PitlO土層断面（西より） Pitll土層断面（西より）

Pitl2土層断面（東より） Pitl4土層断面（南より）

Pit15土層断面（南より） Pit 5土層断面（北より）

Pit 5遺物出土状況（；｜ヒより） Pit18遺物出土状況（南より）



Pit4土層断面（北より） Pit13土層断面（西より）

Pitl6土層断面 （北より） Pitl7土層断面（北西より）

Pit23土層断面（南より） Pit25土層断面（西より）
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Pit26土層断面 （南より） Pit27土層断面（西より）

Pit31土層断面（東より） Pit32土層断面（西より）

司ri!'"'J'・ . 
結ず

Pit33土層断面（西より） Pit34土層断面（東より）
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竪穴住居上面検出状況（南より）

焼土 ・炭化物集中部分（東より）

焼土集中部分の遺物出土状況（東より）
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焼土 ・炭化物層断面（北より）

住居床而検出状況 （南より）

床面遺構完掘後の状況（南より）
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竪穴住居完掘状況（南より）

竪穴住居土層断面（南東より）

落ち込み 1付近の土層断面（東より）
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縄文包含層断商（北より）

トレンチ全景①（西よ り）

トレンチ全景②（北西より）
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Pit 5出土土器 Pitl8出土土器①

Pit18出土土器②
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Pit29出土土器

Pit35出土土器 竪穴住居出土土器

縄文包含層出土遺物
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トレンチと東田大塚古墳

墳丘（南西より）

拡張前のトレンチ全景

（上が北）
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トレンチ掘削前の状況（南より）

南区の遺構上面検出状況（南より）

土坑1・土坑2上面検出状況

（南西より）



図
版
幻

纏
向
遺
跡
第
日
次
調
査

ω

司直 一
九 土坑 1上層遺物出土状況①（西より）

土坑 1上層遺物出土状況②（東より）

土坑1土層断面 （東より）
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土坑 2土層断面（西より）

土坑 2遺物出土状況（西より）

土坑2完掘状況（西より）



土坑3土層断面（西より）

士坑4遺物出土状況（西より）

i荷1遺物出土状況（西より）
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トレンチ北区全景（南西よ り）

北区南壁の土層断面（凶より）

トレンチ南区全景（南より）
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墳E盛土と墳丘外堆積（北西より）

南区東壁の墳E盛土断面（西より）

拡張区・墳正断ち割り部分北壁

（南より）
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奇襲

土坑6土層断面（南より）

墳E盛土・土坑7土層断面

（南より）

墳丘盛土断面（北より）
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拡張区墳丘盛土断ち割り部分

（南西より）

拡張区西端土層断面（東より）

拡張区西壁・南壁土層断面（北東より）
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土坑1周辺の土層断面（南東より）

南区北端の墳丘盛土断面（西より）

北区北東端の墳丘盛土断面 （西より）



土坑 1出土土器①

図
版
部

纏
向
遺
跡
第
四
次
調
査

ω



図
版
お

纏
向
遺
跡
第
邸
次
調
査
同

土坑 1出土土器②

土坑4出土土器①



土坑2出土土器

土坑4出土土器②

土坑6出土土器

溝 l出土土器
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墳丘外堆積層出土土器

37 
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墳丘盛土出土土器①



墳丘盛土出土土器②
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墳丘盛土出土土器③



墳丘盛土出土土器④
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1・5トレンチ全景（南より）

前方部墳丘検出状況 （南より）



前方部墳丘検出状況（西より）

周濠断面（北より）
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2トレンチ全景（西より）

墳丘盛土 ・二次堆積層断面 （荷より）



墳丘裾検出状況（西より）

二次堆積層断面（北より）
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3トレンチ全景 （東より）

中世溝断面 （北より）



4トレンチ全景（南より）

大溝2断面（東より）
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幽画極諸跡直謝

大溝 2断面（東より）

大溝 1遺物出土状況①（東より）



大溝 1遺物出土状況②（東より）

土坑1断面（南より）
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土坑 1完掘状況（南より）

5トレンチ全景（北より）
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4トレンチ大溝 1出土遺物
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4トレンチ大溝 1・2出土遺物



司可

4トレンチ土坑 l出土遺物

43 

4トレンチ大溝 1・2出土遺物
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上段： 4トレンチ大溝 1・2出土遺物

下段： 3トレンチ中世溝出土遺物
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所収遺跡名 所在地 調査期間 調査原因

市町村 遺跡番号
。，，， 。， m m 

風日坊古墳群 桜井市
292061 

14-B-54 34° 135° 20070604～ 
9ぱ

遺跡自然崩落

第3次 阿部681-3他 ～56 30' 11" 50’42" 20070621 に伴う

纏まきむ向く遺いせ跡き 桜井市
292061 11-D 487 
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55111 
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重要遺跡範囲
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所収遺跡名 種別 主な遺構 主な遺物 特記事項

風日坊古墳群第3次 古墳 yド棺基 鉄釘、須恵、器、土師器 7世紀代の木棺直葬墓

纏1ri1遺跡第151次

（箸はし墓はか古とふ墳ん周辺第17次）
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（矢やづ塚か古ζふ墳ん第3次）

古墳、集落遺跡
纏向大溝

土師器
確認

-
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